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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行
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　青い海。


　白い砂すな浜はま。


　なんて、もはや定形文ともいえる言葉がピタリと当てはまるビーチに、駆かる真またち一行は来ていた。


　駆真たち以外に、人ひと影かげは一いつ切さい見えない。


　プライベートビーチとかいうレベルではなく、本当に、どんなに遠くを見み渡わたしても、他ほかに人がいないのである。もはや無人島といってもいいような不自然極きわまる空間だった。


　しかしこの世の春を謳おう歌かする駆真に、そんなことは気にならない。夏真っ直ただ中なかなのに春とはこれ如何いかに、なんてつっこみも、今の駆真には通じない。


　何しろ今このビーチにいるメンバーというのが、駆真が考え得うる限り……というか、考えもしなかったような理想の顔ぶれだったのである。


　人数は、駆真を含ふくめて七人。


　駆真と──在紗が六人である。


　その上、全員がまったく同じ容姿をしているわけではない。


　小学生の在あり紗さが一人に、駆真くらいの年ねん齢れいになった在紗が五人。──しかも、それらが皆みな、異なった成長を遂とげた姿なのである。もう駆真のテンションは最初からクライマックスだった。


「いい天気だね、ねえさま」


　言って、ワンピースタイプの水着を着た小学生の在紗が、太陽よりも眩まぶしい笑え顔がおを向けてくる。


「そうだね……本当に……」


　駆真は、道を歩いているだけで職務質問を受けそうなドロッドロの笑顔を作りながら首しゆ肯こうした。


「ねえ、泳ご。みんなもう遊んでるよ？」


　言って、在紗が海の方を指さす。


　そこでは、


「うおりゃっ！　食くらえっ！」


　短く刈かった髪かみと、健康的な肢し体たいが魅み力りよくの在紗──『シロ』と、


「──ぬ、やりましたね。容よう赦しやしませんよ」


　長い白はく髪はつをツインテールに束ねた『ラビ』が、パシャパシャと水のかけ合いをしていた。


　シロはドット柄がらのチューブトップビキニ、ラビは淡あわいブルーのパレオ付きビキニを着用している。双そう方ほう、甲こう乙おつ付けがたいほどに美しかった。


　と、砂浜の方からも何やら声が聞こえてくる。


　駆真がそちらに目をやると、二つ並んだビーチベッドの上に、在紗がもう二人確かく認にんできた。


　向かって左側には、ホルターネックのタンクトップビキニを着た、ポニーテールに眼鏡めがねの在紗──『主任』が優ゆう雅がに寝ね転ころがっている。片手にトロピカルジュースを持ちながら、何やらせわしなく唇くちびるを動かしていた。


「たまにはこういうのも悪くないか。日光はビタミンＤを生成するのに必要だしね。人体に必要なビタミンＤを食事のみで賄まかなうのは困難だ。知っているかい？　肌はだを露ろ出しゆつした状態で二十分間日光浴をしたときに皮ひ膚ふで生成されるビタミンＤは、食事で摂せつ取しゆできるものに換かん算さんすると約一ヶ月分に相当すると言われている。ボクらは生来肌があまり強くはないが、幸い空獣エア製せい剤ざいのおかげで紫し外がい線せんに耐たい性せいがあるからね。十分に日を浴びておきたまえ、姫ひめ」


「…………（こく）」


　右側には、黒地に白いレースやフリルの付いた水着を着た在紗──『姫』が、何故なぜか体育座りで座っていた。


　主任の言葉にうなずいている割には、フリル付きの日ひ傘がさなぞ差して、自分に届く日光をシャットアウトしている。


「ねえさまっ！」


　と──駆真が砂浜の二人組に目を奪うばわれていると、突とつ然ぜん顔に冷たい水が浴びせられた。


「うわぷっ……!?」


　たまらず目元を覆おおい、変な声を出してしまう。


「ふふっ、油断しすぎよ、ねえさま」


　そう言ったのは、右目を革かわ製せいの眼帯で覆い隠かくし、髪をうなじのあたりで一つに括くくった在紗──『リサ』だった。


　大きな水みず鉄でつ砲ぽうを構えたまま、いたずらっぽく舌を出して笑う。


「在紗ちゃんにも、てやっ」


「きゃ──っ」


　隣となりから在紗の小さな悲鳴が聞こえる。


　どうやらリサが水鉄砲をもう一度噴ふん射しやし、在紗に水を浴びせかけたらしい。


「り、リサさんっ」


　在紗が名を呼ぶと、リサは楽しげに笑い、水鉄砲を担かついで海に入っていった。


「──ねえさま」


　在紗は口元に小さな笑みを浮うかべながら駆真に視線を送ってきた。


　駆真はすぐに在紗の意図を察すると、こくんと首を前に倒たおす。


　駆真と在紗は同時に前を向くと、リサを追って海に走っていった。


「リサ、待てーっ！」


「ふふ、遅おそいわよ二人とも」


「シロ！　ラビ！　リサを捕つかまえて！」


　駆真が叫さけぶと、先に海に入っていたシロとラビがパッと顔を上げた。


「ちょ……っ」


　リサが慌あわてる様子を見せ、方向転てん換かんしようとするが──遅い。すぐさま二人に腕うでを摑つかまれ、リサはその場に拘こう束そくされた。


「よし、偉えらいわよシロ、ラビ」


「観念してください、リサさん」


「え、えーと、あの、二人とも？」


　駆真と在紗はじりじりとリサににじり寄ると、足あし下もとの海水を両手ですくって、リサに浴びせまくった。


「きゃふ……っ」


「のわっ！」


「……ぬっ」


　と、その拍ひよう子しに、リサを押おさえつけていたシロとラビにも水がかかってしまう。


　駆真と在紗が気づいたときにはもう遅い。シロとラビはリサを離はなすと、今度はリサと一いつ緒しよになって駆真と在紗に水を浴びせかけてきた。


「ちょ、っと待っ──ふふ、あははははっ」


　もうみんなびしょ濡ぬれの混戦状態。


　駆真は思わず、声を上げて笑ってしまった。


　嗚呼ああ、なんと素す晴ばらしい世界であろうか。


　たった一人でも世界に幸福を撒まくであろう在紗が、なんと六人。これを理想郷と呼ばずして何と言おう。まさに夢のような世界だった。
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「──さま、ねえさま」


「は……っ！」


　名を呼ばれて、駆かる真まはハッと目を見開いた。


　目の前に広がっているのは、見慣れた鷹たか崎さき家のリビングである。


「どうしたの、ねえさま」


　駆真の横に腰掛けた少女が、不思議そうに問いかけてくる。


　処女雪を思わせる純白の髪と肌。そして駆真と揃いの赤い赤い瞳ひとみ。人類と同列に扱うこと自体が瀆とく神しんにも近い可か憐れんな少女──駆真の最愛の姪めい・鷹崎在あり紗さである。


「ううん……なんでもない」


　白昼夢というのだろうか、内容はよく覚えていないのだが、とてもいい夢を見ていた気がする。


　たとえるなら、在紗がたくさんいるくらい幸せな夢だった。


　駆真は額に手をあてると、軽くかぶりを振って思考を元に戻した。


　今はそんな幸せな幻想に浸ひたっているときではない。頭の中で、今し方発された破滅的な情報を思い起こし、口に出す。


「──ええと、私が……死ぬって言ったっけ？」


　駆真はそう、声を発した。


　涼すずしげな部屋着にエプロンという格好のまま、まだ櫛くしを通していない黒髪をわしわしとかく。


　寝ね汗あせのためか緊きん張ちようのためか、微かに汗の臭においがした。……恐らくは、後者だろう。


　だがそれは、自分の死を告げられたことに対するものではなかった。


　もっと単純に──目の前に腰掛ける人物と相対しているという事実が、駆真の背をじっとりと濡ぬらしていたのである。


「ねえさま……」


　そんな様子を見てか、在紗がどこか不安そうな顔を作りながら口を開いた。


　駆真は眉まゆを八の字に歪ゆがめた在紗に「大だい丈じよう夫ぶよ」と微笑ほほえみかけてから、テーブルを挟はさんで向かい合った少女に視線を向けた。


「やっぱり、信じられないかな」


　蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団の制服に身を包み、右目を革製の眼帯で覆い隠した、駆真と同年代くらいの少女が、困ったように首を傾かしげながら言う。


　彼女の名は──鷹崎在紗。


　今駆真の隣に座る姪と、同じ名前。


　否いな、同じなのは名前だけではなかった。


　うなじのあたりで一つに括られた純白の髪や、それと揃いにあつらえたような白磁の肌。そして、眼帯に隠されていない、血の色をした左目。


　年齢と装よそおい以外の全すべてが、在紗そのものだった。


　しかしそれも当然であろう。何故なぜなら彼女は──五年後の未来からやってきた、鷹崎在紗その人だというのだから。


「い、いや、そういうわけじゃないんだけど……」


　駆真は曖あい昧まいな表情を作り、頰ほおをかいた。同時に、軽く視線を斜ななめに泳がせる。


　理由は単純。自分と同年代まで育った在紗があまりに眩しすぎて、長時間直視しているのが困難なのである。


　──だって、だって、あの在紗が、愛と勇気と希望のシンボル鷹崎在紗がじゅーななさいなのだ。学年にすれば高校二年生。人生でもっとも輝かがやいているといっても過言ではない青春ど真ん中の時期である。無論、今隣にいる在紗がそれに劣おとっているとか、そんなことは決して、決してない。だが、これから五年待たねば目にすることが叶かなわないはずの、ほんのり大人の魅力を覗のぞかせ始めた顔立ちとか、美しい曲線を描えがく身体からだのラインとかを、一足お先にこの目に映せたのである。もうそれだけで駆真は在紗を唯ゆい一いつ神とする新興宗教を作ってしまいそうな勢いだった。嗚呼、この世は神の愛で満ちている。かくあれかし。


「──さま、ねえさま」


「は……ッ」


　隣の在紗に腕をつつかれて、小さく肩かたを震ふるわせる。


「ご、ごめんごめん……」


「……大丈夫？」


「う……」


　在紗の心配そうな顔を見て、少し申し訳ない気分になる。駆真は気を取り直すように大きく咳せき払ばらいをした。


　そして向かいに座る眼帯の在紗に再び向き直る。


　──彼女が鷹崎家に姿を現したのは、ほんの数分前のことだった。


　少しの間庭に出ていた駆真と在紗が室内に戻もどってみると、いつの間にやら彼女がそこに立っていたのである。


　そして自分は鷹崎在紗であると名乗り──





（私は、未来から──ねえさまが死んでしまった世界から、来たの）





　そんな言葉を吐はいたのだ。


　それから話を聞くためにソファに移動したはいいのだが、さすがに突然すぎて、まだ思考が整理できていなかった。


　しかしそれも仕方あるまい。何しろ未来人が自分の死を宣告に来たというのである。もしこの世に、異世界にワープさせられて勇ゆう者しやだの魔ま王おうだのになったり、魔人の主あるじにさせられたり、神にされたりした万ばん国こく吃驚びつくり人間がいたとしても、もの凄すごく驚おどろくに違ちがいない。


「ええと──」


　と、駆真は眼帯の在紗の名を呼ぼうとし──そこで言葉を止めた。


　駆真の思考に気づいたのか、眼帯の在紗が軽く唇の端はしを上げる。


「──リサ、でいいよ。同どう僚りようはみんなそう呼ぶし。二人とも在紗じゃわかりづらいものね」


「じゃあ、リサ。いくつか訊ききたいことがあるんだけど……」


「うん」


　リサが肯こう定ていを示すように首を前に倒す。


　駆真は頭の中で情報を整理しながら、ふむとうなった。


　訊きたいことは山ほどある。どうやってこの時代に来たのか、何故なぜ騎士団の制服を着ているのか、その右目は一体どうしたのか──


　そして駆真の脳は、もっとも優先順位の高い質問を瞬しゆん時じに選定した。


　難しげに眉まゆ根ねを寄せ、あごのあたりに手を置きながら、真しん剣けんな口調で問う。


「スリーサイズは？」


「え？」


「──────はッ！」


　意図せずに口が動いてしまったらしい。しまった、と身体を硬こう直ちよくさせたときにはもう遅い。リサと在紗が、きょとんとした顔を作って駆真を見つめてくる。


「あ、あははは、冗じよう談だんだってば、冗談」


　泡あわを食って乾かわいた笑えみを浮かべ、後頭部をかく。


　リサもそれにつられるように（というか、気を遣つかって合わせるように）苦く笑しようした。


　と、しばし笑いあったあと、リサがうっすらと頰を染めてから手招きをしてくる。


「…………？」


　それに従って駆真が身を乗り出すと、リサも同じようにテーブルに手をつき、駆真の耳に口を近づけた。そして、


「……、……、……」


　駆真以外には聞こえないような小さな声で、三つの数字を告げてくる。


「────っ！」


　鼓こ膜まくが捉とらえた情報を脳が理解すると同時、駆真はバッと身体を後ろに引いて顔をリサに向け、その身体を上から下まで睨ねめ回した。


　そしてしばしのあと、目の端に玉のような涙なみだを浮うかべながら、在紗の肩を優やさしく抱だき、うんうんとうなずいてみせる。


「ど、どうしたの、ねえさま……」


「ううん、なんでもない……なんでもないの。ほんのちょっとだけ、世界が美しく見えただけ」


「…………？」


　在紗が、感かん極きわまった様子の駆真と、少し恥はずかしそうに頰を赤らめるリサの顔を交こう互ごに見て、不思議そうに首を傾げた。


　だが、和わ気き藹あい々あいと話している場合ではないと判断したのだろう、在紗が場を取り直すように咳払いをし、その花びらのような唇くちびるを開いた。


「えと──リサ、さん」


　未来の自分、なんて、普ふ通つうであれば遭そう遇ぐうする機会もない人物との会話に緊張しているのか、在紗が少し辿たど々たどしくリサの名を呼ぶ。


「ん、何？」


「その……このままだと、ねえさまが死んでしまうんですよね……？」


「……そうよ」


「…………」


　無む慈じ悲ひに発された言葉に、在紗が顔をうつむけて下した唇くちびるを嚙かむ。


　だが数瞬思案のようなものを見せたあと、在紗はすぐリサに視線を戻して問うた。


「一体いつ……ねえさまは死んでしまうんですか？」


　その質問に、駆真もごくりと唾だ液えきを飲み込む。


　──そう、どう考えても一番初めに訊かねばならなかったのはそれだった。さすが在紗。そこに気づくとは……やはり天才か。なんという冷静かつ明めい晰せきな頭脳。神様（主に駆真）もびっくりである。


　と、駆真が在紗のあまりの聡そう明めいさに感動していると、リサが細く息を吐き、口を開いた。


「ねえさまが死んでしまうのは、八月十三日。つまり──今日よ」


「え……」


「──な……っ」


　リサの言葉に息を詰つまらせたのは在紗だけではなかった。当事者である駆真も動どう揺ように、眉をひそめて頰に汗を滲にじませる。


「今日……？　随ずい分ぶん急ね。急死するような持病は抱かかえていないし……事故か何かなの？」


「……ごめんなさい。死因は、私の口からは言えないの」


　駆真が訊くと、リサは申し訳なさそうに肩をすぼめた。


　恐らく彼女にも何か理由があるのだろう、駆真は深くは追つい及きゆうせずに「そう」とだけ言うと、口元に手を持っていきながら小さくうめいた。


　明確な死亡宣告というだけでも心臓に悪いというのに、その日が今日であるというのだ。正直、あまり喜ばしいものではない。


「……むう、今から五年後の在紗っていうから、てっきり私の死期もそれくらいかと思ってたわ」


「ん……本当は私ももっと早く来たかったんだけど──少し、時間がかかっちゃったの」


　何に、と駆真が問う前に、リサはテーブルの上に片手を開いて見せた。


　そして何かを呟つぶやくと同時、その手のひらから、金色に光り輝く鍵かぎが生えるように現れる。


「──！　それは……」


　目を見開く。その鍵には見覚えがあった。


　リサも駆真の反応からそれを察したのだろう、首を深く前に倒たおすと、少しだけ改まったような様子であとを続けた。


「そう、二十四位以上の神に与あたえられる試しの宮、永久とこしえの迷めい宮きゆうの鍵よ」


　言ってリサが手を握にぎると、鍵は手のひらの中に溶とけ消えた。


「それを持ってるってことは……リサ──」


　リサが、駆真の問いに答えるように首しゆ肯こうする。


「時の神──時じ生しよう院いん・在紗。それが、今の私のもう一つの名前」


「……っ、なんで、神なんかに」


　駆真は少し忌いま々いましげにうめいた。


　自身も神の称しよう号ごうを持つ（とはいっても、飴あめの神様というよくわからないものだが）駆真としては、その無む駄だな困難さと煩わずらわしさをよく知っている。もし駆真の死後、天あま由ゆ良らや霊たま由ゆ良らが無理に在紗を神の座に即つかせたのだとしたら、今のうちにきつく言っておかねばなるまい。


　しかしリサは目を伏ふせると、ほうと息を吐はいた。


「ねえさまが死んでしまってから、私はたくさん泣いたわ。それこそ、もう涙なんか涸かれて、何も出てこなくなるくらい。──そして、いつしか求めるようになったの。ねえさまを生き返らせる方法を」


　そのときのことを思い出してか、少し眉まゆをひそめながらリサが続ける。


「アステナさん、魔王さん、ウタさん……周りには不思議な力を持った人たちがたくさんいたから、きっとなんとかなると思っていたわ。でも、出た結論は一つだった。──死者を蘇よみがえらせることは、できない」


「…………」


　隣となりから、ごくりという音が聞こえてくる。在紗が、緊きん張ちようした面おも持もちを作っていた。


「──でもね、天由良さんと霊由良さんが、一つだけ方法を見つけてくれたの。それが……ねえさまの死そのものをなかったことにする、ってやり方」


　リサがパッと目を開き、顔を上げる。


「そのために、私は時の神の力を得たの。迷宮に挑いどんで神の称号を得て、時を越こえる神器を扱あつかえるようになるまで、五年。……ふふ、これでも、異常な速さだ、天才だ、って言われたんだよ？」


　言って、リサが小さく微笑ほほえむ。


「──ねえさまは死なせないわ。そのために、私が来たんだもの」


　そして隻せき眼がんに力強い意志の光を灯ともし、グッと拳こぶしを握ってみせた。


「リサ……」


　あまりに頼たのもしい台詞せりふに、駆真はじぃんと感じ入るように両手の指を組み合わせる。


　だがリサはすぐに勇ましい表情を崩くずすと、何やら口をもごもごさせて、視線を左右にきょろきょろと振ふった。


「……？　どうしたんですか、リサさん」


　在紗も不思議に思ったのだろう、小首を傾かしげてリサに訊たずねる。


「ん……っ、うん、その……」


　リサは顔をうつむかせると、ほんのり頰ほおを染めて駆真に上うわ目め遣づかいの視線を送ってきた。


「ねえさま、お願いがあるんだけど」


「な、何？」


　リサのただならぬ様子に少し身構えながら、駆真は問い返した。


　するとリサは意を決するようにこくんと唾液を飲み下してから、唇を開いた。


「その……頭をね、撫なでて欲しいの」


「……え？」


　駆真が目を点にして訊きき返すと、リサは「うー……」とうなって頭を抱えた。


「……なんでもないですわすれてください」


　なんて言って恥ずかしそうに足をばたばたとやる。


「いや、それくらい全然構わないけど……」


「本当!?」


　駆真が言うと、リサはぱぁっと表情を明るくして顔を上げた。


「う、うん、というか……そんなのでいいの？」


「うん」


　リサは嬉うれしそうにうなずくと、軽かろやかな足取りで駆真の隣に腰こし掛かけてきた。


　そして目を伏せ、駆真に頭を向けてくる。その際、微かすかにシャンプーのいい香かおりが漂ただよった。


「ぅおう……」


「？　どうしたの？」


「い、いや、なんでも……」


　天国さえ垣かい間ま見みさせる匂においに一いつ瞬しゆんクラクラしながらも、駆真は求められたとおりにリサの頭に手を触ふれると、そのまま優しく撫でてやった。


「ん……っ」


　リサが、気持ちよさそうにのどを鳴らす。


「こ、これでいいの……？」


「うん。もうちょっと……」


　言って、リサが身体からだをぐいと駆真に押しつけてくる。


「ぉぉぅ──」


　駆真は顔を真っ赤に染めながら、リサの頭をわしわしと撫で続けた。


　と、どれくらいそうしていた頃ころだろうか、リサの反対側からちょんちょん、と駆真の腕うでがつつかれた。


「ん……？　どうしたの、在紗」


　駆真がリサの頭を撫でながらそちらに顔を向けると、何故か在紗が、悲しそうというか不安そうというか……少し不ふ機き嫌げんそうというか……そんな表情を作っていた。


「あ、在紗……？」


「…………ん」


　在紗は小さく唇を突つき出だすと、リサと同じように目を伏せて駆真にぴったりと引っ付き、頭頂を駆真に向けてきた。


「え、えと──」


　駆真は数瞬の間困ったように頰をかいたあと、空いていた方の手で在紗の頭も撫でてやった。


　すぐに在紗の身体から力が抜ぬけ、満足そうに小さくうなる。


「…………」


　──なんだこれ。駆真はソファでサンドイッチにされながら頰に汗あせを垂らした。


　一人でも十分すぎる魅み力りよくを振りまく在紗が二人、しかもこんなにぎゅうぎゅうに密着している状じよう況きようなんて、妄もう想そうや夢などならまだしも、実現するとは思っていなかった。なんというパラダイス。これから駆真は死んでしまうとの話だが、この途と方ほうもない幸福に、運を全すべて使い果たしてしまったからと言われたなら納なつ得とくせざるを得ない状況だった。
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　と。


「────っ」


　──突とつ然ぜん。


　リサが、何かを感じ取ったかのように顔をバッと上げた。


「……？　どうしたの、リサ」


「ん……」


　駆真が訊ねると、リサはゆっくりと、窓の方を眺ながめながら立ち上がった。


　その動きと同時に、彼女の視線が鋭するどく研とぎ澄すまされる。今の今までとはまるで別人である。さながら獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん。駆真には覚えがあった。そう、これは──戦場を駆かける騎き士しの顔。


　その突然の変へん貌ぼうに駆真と在紗が面めん食くらっていると、リサは視線の向きを変えぬまま小さな声で呟いた。


「──やっぱり来たか。……ち、できれば直接対するのは避さけたかったけど──まあ、仕方ないか」


　そして、一層その表情を険しく、難しげなものにする。


「リサさん……？」


　在紗が眉まゆ根ねを寄せ、不安そうに訊きく。と、リサはそこでようやく二人の視線に気づいたかのような様子で、制止を示すように手を広げた。


「──ねえさま。それに、在紗。……少し外に出てくるわ。私が戻もどって来るまで、絶対に家から動かないで」


「っ──」


　その言動に戦せん慄りつのようなものを覚えて、駆真はテーブルに手を突いて立ち上がった。


「何か、いるの？」


　駆真が訊ねると、リサは少し逡しゆん巡じゆんのようなものを見せてから答えてきた。


「ん……相当、厄やつ介かいなのが」


「……ッ！　もし荒あら事ごとになるなら私も──」


　言って、グッと拳を握る。


　しかしリサは首を横に振ると、少し口調を強くした。


「いいから、待っていて。ねえさまは……ねえさまだけは、絶対に来ちゃ駄だ目め」


　有う無むを言わせぬ口くち振ぶりで、きっぱりと言う。


「な……」


　その言葉に、駆真は胃に冷たいものが広がるのを感じた。


　リサが、駆真の戦せん闘とう能力を把は握あくしていないとは考えづらい。蒼そう穹きゆう園えんの魔ま女じよとさえ呼ばれ、騎士団最速の名を冠かんした駆真である。その助力が不足ということはあるまい。


　だがその上で、リサは駆真の応おう援えんを拒きよ絶ぜつしたのである。


　もちろん、駆真の予想が見当はずれで、何も荒事なんてないのかもしれない。


　けれどもし、リサが戦闘を想定した上で駆真についてくるなと言っているのであれば、それは……駆真に良くないことが起こることを確信していると考えられた。


　つまりは──


「ねえさまの……死因──？」


　在紗が、震ふるえた声を発する。


「…………」


　リサは明確な答えを発さぬまま、リビングの入り口に歩いていった。


「っ、リサ！　やっぱり一人じゃ──」


　と、駆真がリサを止めようと足を一歩前に踏ふみ出した瞬しゆん間かん。


　ひゅん──と、駆真の目の前を風が通り抜けていった。


　次いで、その風に躍おどった前まえ髪がみが数本、中ほどで切れ、はらはらと床ゆかに落ちていく。


　一瞬のあと、駆真は、自分の眼前をリサの脚あしが通過したのだということを認にん識しきした。


「──っ、な……」


　驚きよう愕がくに、身体が強こわばる。


　リサが自分に攻こう撃げきを仕し掛かけてきた、とか、そんな理由で硬こう直ちよくしているのではない。


　理由は、もっと単純で、明快。


　駆真の研ぎ澄まされた動体視力ですら、リサの脚きやく蹴しゆうを捉とらえきれなかったのである。


　無論駆真の油断を加味しての話であるが……リサに蹴けりを当てる気があれば、今の一いち撃げきで駆真は昏こん倒とうしてしまっていたかもしれない。


　駆真の思考を察したのだろう、リサが、唇くちびるの端はしを小さく上げる。


「──今から五年後。騎士団内で私に勝てるのなんて、オトさんと槙まき奈なさんくらいだよ」


　言って、踵きびすを返す。


「大だい丈じよう夫ぶだから、安心して待ってて。すぐに戻ってくるわ」


　リサの背中には、異議を許さない迫はく力りよくのようなものがあった。


　さすがに駆真もその威い圧あつ感かんに圧おされ、その場に足を縫ぬいつけられる。


「……っ」


　加え──左手に温かい感かん触しよく。在紗が、駆真を制止するように手を握にぎってきていた。


「…………ぬ」


　二人の在紗に止められては、もうどうしようもない。駆真は途方もない不安感をどうにか抑おさえ込みながら、大人しくソファに座り直した。








　家から出たリサは、すぐに鷹崎家の裏手に位置する狭せまい路地に入り込み、そこに佇たたずむ人ひと影かげに話しかけた。


「──ねえ、何をしているの？」


　美しい長ちよう髪はつ。人形のように端たん整せいな貌かお。リサと同じくらいの年ねん齢れい、背格好の少女である。それが少し背せ伸のびをするようにして、塀へいの上から鷹崎家を覗のぞき見みていたのだ。


「……ッ!?」


　少女は、リサに声をかけられると同時、ビクッと肩かたを震わせて、慌あわてたようにリサの方に身体を向けてきた。


「えと──その、わ、私は怪あやしい者ではなくて……」


　なんて、怪しい者しか吐はかないような台詞せりふを発し、言い訳を探そうとしてか視線を泳がせる。が、


「──え？」


　リサの顔を見るなり、少女は狐きつねに摘つままれたような表情を作った。


「……あなた、一体──」


　次いで、不ふ審しんそうに眉根を寄せてリサに問うてくる。


　想定された質問だ。リサは不敵に笑いながら口を開いた。


「私は──鷹崎在紗よ」


「……なんですって？」


　リサが名乗ると、少女は信じられないといった顔で、一いつ瞬しゆん鷹崎家の方に視線を送った。


「鷹崎在紗……？　何を言っているの？　そんなはずは──」


　少女はそこまで言って、ハッとしたように表情を強ばらせた。


「まさか……あなた」


　リサがどういう存在であるか勘かん付づいたらしい。少女が脚を引き、腰こしを低くする。


「一応訊くわ。あなたは私の味方？　それとも──」


　そして、油断なくリサに眼光を放ちながら、そう言ってくる。


　味方か、と訊いている割には、少女の方もおおよその結論を出しているらしかった。


　実際──今彼女は、明確なリサの敵だった。


「ごめんなさい。悪いけれど、あなたの思おも惑わくは潰つぶさせてもらうわ」


　リサがそう言うと、瞬まばたきよりも速く少女の脚が振ふり上げられる。


　が、その反応を確かめる前に、リサもまた少女に向かって右脚を放っていた。二人とも、狭い路地の塀を爪つま先さきで掠かすめるようにして、鋭い脚蹴を繰くり出す。


　不自然な体勢から放たれた脚は二人の間でクロスし、鈍にぶい音を響ひびかせた。


「……ッ」


「く──」


　蹴りの速度、威い力りよくはほぼ同格。二人はしばし脚を振り上げた姿勢のまま、鋭い視線を交わらせた。


　数秒のあと、リサが小さく口を開く。


「──場所を変えましょう。あなただって、ここで暴れたくないでしょう？」


「…………」


　リサの脚から軽く力が抜けたことを感じたのだろう、少女は細く息を吐いてから脚を下ろした。





　　　　　　　◇





「ねえさま……リサさん、大丈夫かな……？」


「ん──きっと、大丈夫だよ」


　不安そうに在紗が言ってくるのに、駆かけ真はさも余よ裕ゆうがあるように首しゆ肯こうしてみせた。


　だが、実際駆真に不安がないわけもない。在紗を安心させるために、どうにか表面上平静を装よそおっているだけだった。……もしかしたら在紗のことだから、そこまで全部見み抜ぬかれてしまっているのかもしれなかったけれど。


　リサが単身家を飛び出してから、もう三十分近くが経たとうとしていた。


　──否いな、感覚としては、まだ三十分という方が近い。


　駆真と在紗はリサの言いつけを守り、ずっと家に（というか、ソファの上に）いるのだが、やはり何もしていないと、時計の進みを遅おそく感じてしまうのであった。


　と──


「…………！」


　そこに、コンコン、という小さな音が響いてきた。


　玄げん関かんではない。その方向は──リビングの大窓である。駆真と在紗は一いつ斉せいにそちらに顔を向けた。


　予想通り窓の外には、先ほど家を出ていったリサの姿が確認できた。だが、


「……リサ!?」


「リサさん！」


　これまた同時に、叫さけぶような調子でリサの名を呼ぶ。


　だがそれも仕方のないことだろう。何しろ窓の外に見えるリサの格好は、土に汚よごれた上、あちこちがすり切れてボロボロになっていたのだから。


　それだけであればまだいい。リサの身体からだにはところどころ切り傷のようなものも見受けられ、制服の紫し紺こんに赤を滲にじませていた。


　幸いそこまで深い傷はないようだったが、駆真と在紗を戦慄させるには十分すぎる惨さん状じようだった。


　駆真と在紗は慌ててそちらに駆かけ寄よって窓を開けると、リサを部屋に上げた。


「だ、大丈夫ですか、リサさん……っ！」


「きゅ──きゅきゅ、救急車を……ッ!?」


「ん……平気よ。大した怪け我がじゃないわ」


　しかし二人の狼ろう狽ばいに反して、リサは平然とした様子で手をひらひらと振ってみせた。


「でもちょっと汚れちゃった。ねえさま、お風ふ呂ろ借りてもいいかな。シャワーでもいいんだけど、やっぱり湯船に浸つからないと疲つかれが取れないんだ」


「う、うん、それはいいんだけど……ほ、ほほほほほホントに大丈夫……？」


「ん、これでおおよその危機は去ったわ。あとは気を付けて一日を過ごしてくれれば──」


「そうじゃなくて……身体の方は」


「ああ、これ？」


　過か剰じように心配する駆真に柔にゆう和わな笑えみを見せ、リサが健常を示すためにか、腕うでを大おお仰ぎようにブンブンと回す。


「……む、やっぱりちょっと汗あせ臭くさいかも」


「あ──じゃあ、今すぐお湯入れちゃうね」


「ん、いいよ。溜ためながら入っちゃうから。──あ、そうだ」


　と、リサが何かを思いついたかのように手を打つと、流れるような動作で駆真の腕に手を絡からめてきた。


「ふふ、ねえさま、どうせだったら一いつ緒しよに入ろっか？」


「え──ッ!?」


　突とつ然ぜんのお誘さそいに、全身が硬直する。


　いや、在紗と一緒に入浴すること自体は、さほど珍めずらしいことではないのだ。


　実際仕事をしていたときも、帰りが早い日や休日の夜などは、結構な頻ひん度どで一緒に入っていた。


　だが、在紗からこんなに熱ねつ烈れつなアプローチを受けたことはなかったし、それに何より、先ほどから二の腕に、リサの胸むな元もとに装備された二つのまぁるい爆ばく弾だんが、やーらかくてとろけるような感触を絶え間なく送り込んできているのだ。なんていうか、もう──たまらん。


「ね、いいでしょ？　私も久々に一緒に入りたいし。洗いっこしよ？」


「あ、洗いっこ……ッ!?」


　駆真は、これ以上もう開かないってくらい目を見開いた。


　いや、洗いっこなんて言っても、普ふ通つうに考えれば、バススポンジか何かで背中を洗いあうくらいのものだろう。実際、それくらいのことは何度もやっている。


　だが何故なぜだろうか、今の駆真の脳内には、全身に泡あわを纏まとわせたリサが、駆真の背に、そのたわわなダブルメロンを情熱的に擦こすりつけてくるイメージが浮うかんでいたのである。


「よし、決定。じゃ、行こ」


「ふぁ──ひゃい……」


　顔中のいろんな穴から、思いつく限りの分ぶん泌ぴつ物ぶつを垂れ流しにしながら、駆真はうなずいた。そしてそのまま、リサに促うながされるままに浴室へと歩いていく。だが、


「リ──リサさん……！」


　背後から在紗の声が響くと同時、服の裾すそが弱々しく引っ張られ、駆真はその足を止めた。


「ん……どうしたの、えと、在紗、ちゃん」


　リサが、少し名前を呼びづらそうにしながら在紗に向く。リサにしてみれば、在紗は見慣れたかつての自分だ。在紗から見たリサ以上に違い和わ感かんがあるのだろう。


　と、在紗がその隙すきを衝つくように、駆真とリサの間に入り込んできた。自然、蔦つたのように絡んでいた腕は離はなれてしまう。


「その……わ、私と一緒に入りませんか……？」


「え？」


　突然の在紗の提案に、リサは少し驚おどろいたような表情を作った。


　だが数瞬の間在紗の顔を見たかと思うと、何かを見み透すかしたかのように「ははぁん」と面おも白しろそうな笑みを浮かべて、在紗の手を取った。


「いいわ。行きましょ、在紗ちゃん」


「は、はい」


「ごめんね、ねえさま。そういうわけだから」


「え、あ──う、うん」


　駆真が呆ぼう然ぜんとそう言うと、リサに手を引かれた在紗がふっと顔を上げた。


「あ……リサさん、先に部屋から着き替がえを取ってきます」


「あ、そっか。ねえさま、私着替えを持ってないんだけれど、何か貸してくれる？」


「う……うん、わかった。じゃああとで脱だつ衣い所に置いておくよ」


「ありがとう、ねえさま」


　言って、リサと在紗がリビングを出ていく。


　トントンと話が進んでいくのを眺ながめていた駆真は、流されるままに首を前に倒たおしていた。


　一いつ拍ぱくおいて、少し残念な心ここ地ちになるが──同時に、安あん堵どにも近い感覚が広がる。あのままお風呂に行っていたとしたら、きちんと理性を保っていられるかどうかわからなかった。


　と──


「……ん？」


　一いつ瞬しゆん、奇き妙みような感覚が身体を通り抜ぬけた気がして、駆真は小さく眉まゆをひそめた。


　なんとも形容しがたい不思議な感じである。アステナや魔ま王おうの力によって異世界に飛ばされたときの感覚が近いだろうか。気分が悪くなるほどのものではないが、さりとて、気持ちのいいものでもない。


　まあ気にするほどのものでもないだろうと、駆真が軽く首を回す。


　と、その際、浴室に向かうリサと在紗の姿が視界の端はしに入った。


　そして、ほんの刹せつ那なほどの時間だったが──


　少しリサの眼帯がずれ、中の目が露あらわになっていた。


　その色は、見慣れた血の色では、なかった。








「これと……これでいっか」


　在紗は自室の洋服ダンスの中から適当に下着と服を見み繕つくろい、まとめて小こ脇わきに抱かかえた。


　あまり朝に入浴する習慣はないのだが、何故だろうか、リサが駆真を誘っているのを見た瞬間、無意識のうちに声を上げてしまっていたのである。


　もうリサは脱衣所で待っているはずだ。在紗は爪つま先さきの方向を変え──


「……あれ？」


　そこで、おかしなものを見つけた。


「なんだろ……これ」


　在紗の部屋の窓まど枠わくに、小さな紙切れのようなものが挟はさまっている。在紗は着替えを一時机の上に置くと、窓を開いてそれを手に取ってみた。


　それには書かき殴なぐったような汚きたない文字で、『転移時間を八月十三日の午前九時以前にせよ』と記されていた。その下にも何かが書かれていたようだったが、紙に血のようなものが滲んでいて上手うまく読みとれなくなっている。


「……？」


　在紗は少し気味が悪くなって、それを窓の外に放ほうろうとしたが……直前でゴミのポイ捨てはいけないと判断して部屋のゴミ箱に捨てた。


　窓を閉めてから服を抱え、足音を響ひびかせながら階段を下りて脱衣所の扉とびらをノックする。


『はーい、どうぞ』


　リサの声に従って脱衣所に入ると、彼女は一つに括くくっていた髪かみを解ほどき、ぼろぼろになった騎き士し制服を脱ぬいでいるところだった。


「…………」


　在紗は小さく頭を下げて脱衣所に入ると、着替えをカゴに置いて服を脱ぎ始めた。


　と、しばらく無言の状態が続いたあと、リサが小さく笑いながら口を開いてきた。


「──ふふ、やっぱり『私』って、ねえさまのこと大好きなのね」


「え……っ」


　その言葉に、在紗は一瞬硬こう直ちよくした。


　リサの言う『私』というのが、在紗のことをも示しているのであると、何となくわかったのだ。


「五年前はあんまり自覚してなかったけど……むう、なるほど、第三者の位置からだとこういう風に見えてたんだ。本当に仲がいいわね。こっちが恥はずかしくなっちゃうくらい」


　言って、可笑おかしそうに笑う。


「え、えと、いや、そんなことは──」


　別に駆真を好きである、という点を否定する気はないのだけれど、こう面と向かって、しかも未来の自分に言われると恥ずかしい。在紗は頰ほおを染めて手をあたふたと動かした。


「ふふ、駄だ目めよ、誤ご魔ま化かしても。だって『私』がどれだけねえさまを好きだったのかは、『私』が一番よく知っているもの」


「う……」


　嬉うれしいような恥ずかしいような、複雑な気分になって、在紗は下した唇くちびるをきゅっと嚙かんだ。


　そんな在紗の様子を微笑ほほえみながら眺め、リサが小さく肩かたをすくめる。


　と、リサが何かに気づいたかのように眉をぴくりと動かした。


「……どうしたんですか？」


「ん……いや、今何か声がしなかった？」


「いえ、別に……」


「そう？　気のせいかな」


　リサは首を傾かしげたあと、話題を戻もどすように在紗に視線を戻してきた。


「ま、ともかく──ごめんね。ねえさまに会うのなんて久しぶりだったから、少し調子に乗りすぎちゃったわ」


「……そ、そんなつもりじゃ──」


「だから、噓うそついたって駄目よ。『私』が案外嫉しつ妬と深ぶかい性格なのも知ってるんだから」


「む……むう……」


　そこは否定できなかった。目を逸そらすように顔をうつむかせ、少し手間取りながら服を脱いでいく。


　リサはしばらくそんな様子を面白がるように見ていたが、在紗が脱衣を終えるくらいのタイミングで「お先に」と、浴室に入っていった。


　手慣れた様子で給湯器のスイッチを入れてから、シャワーを噴ふん出しゆつさせる。


「んー……やっぱり給湯中は勢いが弱いのね。ま、仕方ないか」


　言いながら、リサが今ひとつ水勢の足りないシャワーヘッドをいじくり、肩からお湯を浴びていく。


「────」


　一歩遅おくれて浴室に入った在紗は、しばしの間呆然と立ちつくした。


　理由は単純。目の前に立ち、シャワーを浴びている少女の裸ら体たいが、ぞっとするほどに美しかったのである。


　水に濡ぬれた長い白はく髪はつが絡みついた、これまた白い肢し体たい。胸から腹部、腰こし、足に抜ける見事なラインは、駆真にだって負けていない。ところどころについた小さな切り傷さえ、彼女の姿容を損そこなってはいなかった。


「……っ」


　一拍おいて、目を覚ますように首を振ふる。頰が紅潮しているのが自覚できた。まさか自分にはナルシストの素養があったのだろうか。


「ん？　どうかした？」


　在紗の異変に気づいてか、リサが左目だけを開いて不思議そうに顔を向けてくる。


「い──っ、いえ……」


「ふうん？」


　在紗の態度をどのように解かい釈しやくしたのだろうか、リサが思わせぶりな笑えみを浮かべて濡れた髪をかき上げた。在紗がいろいろと考えを巡めぐらせている間に一通り身体からだを洗い終えたのだろう、在紗に場所を明あけ渡わたすように身体を横にずらした。


　促されるままに前に進み出、シャワーを浴び始める。


　リサはといえば、一足先に湯船に浸つかっているらしかった。まだ半分もお湯が溜まっていなかったようで、半身浴のような格好になってしまう。


「早くー。かさが足りないよー」


「は、はい」


　言われて、なるべく手早く身体を洗う。──まずは、お尻しりのほっぺから。


　ボディソープの泡あわを流し終えてから、適当に髪を纏まとめると、リサが湯船の中から手招きしているのが確かく認にんできた。


　その仕草が妙みように可愛かわいらしいものだから、思わず笑みがこぼれてしまう。


「あ」


　と、リサが目を丸くした。


「……？　どうかしましたか？」


「ん……初めて笑ってくれたなー、って」


「え……そ、そうですか？」


「そうだよ。──あー、でもよかった。なんか自分に人見知りされてるってのも、なんか変な感じだったんだ」


　そう言って笑いながら、リサが在紗を湯船に招き入れる。二人が入ってようやく、お湯の水位が二にの腕うでくらいまでになった。


「…………」


　これまでにない至し近きん距きよ離り、というか、腕や足などがぴったりくっついた状態になって、在紗は改めてリサの容よう貌ぼうを眺め──ほうと息を吐はいた。どう見ても、自分とは思えない。


　意図せぬうちに、口が動いていた。


「──私、本当にリサさんみたいになれるんですか？」


「え？」


　リサが、少し意外そうな声を出す。


　だがそれもわからなくはない。実際、問いを発した在紗自身、そんな言葉を発した自分に違い和わ感かんがあった。


「んー……そうね」


　リサは数秒の間考え込む仕草を見せたあと、指をピンと立ててきた。


「多分だけど、在紗ちゃんは私みたいにはならないと思う」


「──え？　そうなんですか？」


　声が、少し落らく胆たんの色に染まる。そんな声を聞いてか、リサが困ったように眉を八の字にして続けてきた。


「未来は、少しのきっかけで大きく変動する可能性を持っているわ。私は、あくまで在紗ちゃんが選び、進みうる可能性の一つに過ぎないの」


　たとえば──と、リサが指をくるくる回す。


「ねえさまが生きた状態で五年間を過ごすだけで、私と在紗ちゃんは違ちがう人生を歩むことになるでしょう？　まず神の力なんて求めないでしょうし。その時点で、もう私そのものに成長することはなくなるわ」


「あ、そうか……」


　言われてみればその通りである。在紗は納なつ得とくを示すように首しゆ肯こうした。


「それに、私──『リサ』と遭そう遇ぐうしてしまっている、というのも大きいかもね。たとえば在紗ちゃんが『リサみたいには絶対なりたくない』って思えば、私とは違う存在になる可能性が高いし」


　自じ嘲ちようするように肩をすくめ、リサが息を吐く。在紗は慌あわてて口を開いた。


「そんなこと……ないです。リサさんみたいになれたら……素す敵てきだなって、思います」


　在紗が目線を下に逸らしながらそう言う。


　と──何故なぜだろうか、リサが急に無言になった。


「……リサ、さん？」


　不思議に思い視線を上げる。と、リサが悲しそうな笑顔を作っているのがわかった。


「…………」


　不思議な、表情だった。


　人生そのものに絶望したかのような、途と方ほうもない悲ひ哀あいが滲にじみ出た、顔。


　その様子があまりにも、今までのリサのイメージと異なっていたものだから、在紗はしばし驚おどろきで声をなくしてしまった。


　数秒のあと、リサがハッとした様子で目を見開いたかと思うと、在紗の頰から手を離はなし、そのまま水面に顔を浸けた。


　そして少しの間ぶくぶくー、と泡を吐いてから、バッと顔を上げる。


「ふふ、心配しなくても、在紗ちゃんは私よりずっと素敵な女性になれるわ」


　そう言ったリサの微笑は、在紗の知っている顔に戻っていた。


「は──はい。ありがとうございます……」


　在紗は先ほどよりも少し動どう悸きの激しくなった胸を押さえるようにしながら、小さくうなずいた。








『ふふ、駄目よ、誤魔化しても。だって『私』がどれだけねえさまを好きだったのかは、『私』が一番よく知っているもの』


『う……』


「──はぅあ……ッ」


　廊ろう下かで膝ひざを折りながら、脱だつ衣い所の扉とびらにピタッと側頭部を張り付けていた駆真は、そのあまりの至福に身を仰のけ反ぞらせた。


　──何しろ在紗が二人して、駆真のこと大好きとか何とか仰おつしやられているのだ。え、何このパラダイス。ここが噂うわさのシャングリラ？　駆真の脳内はびっくりするほどユートピア。


「こ……これは、ヤバい……」


　予想以上の桃とう源げん郷きようである。駆真は感かん涙るいに噎むせび泣きそうになるのをどうにか抑おさえて、さらにぴったりと側頭部を扉に押しつけた。


　……ちなみに、別に駆真は在紗とリサの会話を盗ぬすみ聞ぎきしているわけではない。駆真の傍かたわらには、きれいに畳たたまれたリサの着き替がえが置かれている。駆真はあくまでそれを届けにきただけなのだ。


　ただ、扉の前に差し掛かかったところで、偶ぐう然ぜんにも、ぐ・う・ぜ・ん・に・も！　着替えを床ゆかに落としてしまい、それを拾うために膝を折ったところなのだ。そこでこれまた運悪くバランスを崩くずし、仕方なく・嗚呼ああ仕方なく・仕方なく、側頭部を（耳ではない。ここ重要）扉に打ち付けてしまったのである。


　つまり今の駆真の体勢は誰だれの目にも明らかな不ふ可か抗こう力りよくの産物であり、非難される要素など何一つないのだった。


　と、ガラガラ、という浴室のドアが開く音がしたあと、シャワーの音が聞こえてくる。


「……ッ！」


　さすがに脱衣所の外から、浴室の中の会話は聞き取れない。でも、駆真にはその無機的な水音だけで十分だった。


　だって、ここから扉を二枚隔へだてただけの空間で、エンジェルたちが一いつ糸し纏わぬ姿で身体を洗っているのである。在紗に関することに限定した場合、駆真の妄もう想そう力は中学生男子の十兆倍（推定）に上るのである。微かすかに聞こえる水音だけで駆真の脳はオーバーヒート寸前に達していた。


　実際、既すでに床には、赤い小さな花が幾いくつも咲さいている。──言うまでもない。駆真の鼻血である。


「っとと……」


　さすがに血けつ痕こんを放置しておくわけにはいかない。駆真は手のひらで床を適当に拭ふいた。


　だが、その手ての甲こうに、またもやぽたり、ぽたりと鼻血がこぼれる。


「は……？」


　不ふ審しんに思い、鼻の下を擦こすってみる。と、手の甲にべったりと血が付着していた。


「な──ッ、これは……」


　在紗に興奮して鼻血を垂らすなんてそう珍めずらしいことではないが、さすがにこれは常じよう軌きを逸いつしていた。慌てて鼻を押さえ、ティッシュを求めてリビングにどたどたと走っていく。


「はぁ……っ、はぁ……っ！」


　リビングに着くなり、箱からティッシュをむしり取り、鼻に押しつけた。しかしじわりじわりと血が広がっていき、すぐに使い物にならなくなってしまう。


「く……」


　そんな作業を何度も続け、箱の中にティッシュがなくなった頃ころ、ようやく血の流出が収まった。


「……く、なんだったんだ、一体。血友病になどかかっていないはずだが……」


　騎き士し団にいた頃受けた健けん康こう診しん断だんでも、特に異状はなかったと記き憶おくしている。駆真は眉まゆをひそめて首をひねった。


　と、廊下の向こうから、脱衣所の扉が開く音が聞こえてくる。どうやら二人が風ふ呂ろから上がったらしい。


「あ、そうだ。着替え──」


　咄とつ嗟さに駆かけてきてしまったので、着替えを脱衣所の外に放ほうったままだった。これではリサが着替えられない。


　ティッシュをまとめてゴミ箱に放り、よたよたという足取りで脱衣所に向かっていく。


　だが、その道中の突つき当あたりで、


「──あ、ねえさま。着替えってどこに置いてあるのかな」


　なんて、裸ら身しんにバスタオル一枚巻き付けた、湯上がりしっとりなリサが現れた。


「ぅおふ……ッ!?」


　リサのあまりにも美しすぎる姿を目にした瞬しゆん間かん、駆真の脳がフル回転を開始し、奇き跡せきの妄想エネルギーを発生させてしまう。


　慌てて鼻を押さえるが、遅おそい。もう既に駆真の口元は真っ赤な血で染まっていた。


「ね、ねえさま？」


　リサが怪け訝げんそうな顔を作り、一歩足を引く。


　その拍ひよう子しに、胸むな元もとで留めていたバスタオルがはらりと落ちた。


「────────ッ!?」


　瞬間。


　どっぱー、と噓うそみたいな音をさせて、駆真の鼻から、漫まん画がさながらに大量の血が噴ふき出した。その勢いに押されるように、駆真の身体からだが後方へと倒たおれ込む。後頭部のあたりから、ごぎん、という嫌いやな音が鳴った。


「ね──ねえさま！　ねえさま!?」


　しかもそれに驚いたリサが、裸はだかになってしまったことも構わず駆真の元に駆け寄ってきたものだからさあ大変。


「ねえさま！　しっかり！」


「──ど、どうしたんですか、リサさん！」


「ね、ねえさまが！」


「……きゃ──ッ!?」


　なんて、二人の在紗の声を聞きながら。





　その日、鷹崎駆真は、ものっすごく幸せな顔をしながら、ものっすごく情けない理由で──死亡した。
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「だぁぁかぁぁらぁぁぁ──」


　八月十三日、朝。


　突とつ然ぜん鷹たか崎さき家のリビングに現れた少女は、縁ふちの細い眼鏡めがねをくいと上げる動作をしながら、苛いら立だたしげに語気を強めた。


「さっきから言ってるよね。ボクは鷹崎在あり紗さ。そこのちんまい在紗の成長した姿だよ。このままじゃ姉さんが死んでしまうから、わざわざ未来からやってきたのに、あんまりな挨あい拶さつじゃないか。まったく、これだけ言ってもまだ理解できないのかい？　はあ、嘆なげかわしいな。──姉さんはまだしも在紗、君まで。昔のボクはそんなに理解力がなかったかな」


　少女は捲まくし立たてると、やれやれと息を吐はいて肩かたをすくめた。


　真っ白い髪かみをポニーテールに結ゆい上げた、眼鏡の少女である。ワイシャツにタイトスカートという装よそおいの上に長い白衣を羽織っており、まるでどこかの博士はかせといった風だった。


　庭に出ていた駆かる真まと在紗が戻もどってくると、いつの間に現れたのか、この少女がリビングの中央に仁に王おう立だちしていたのである。


　誰だれだ、と問うと「鷹崎在紗」と名乗り、ふざけるなと返すと──少女は駆真と在紗を正座させ、クドクドと話を始めたのだった。


　駆真は説教を受ける子供のような姿勢のまま、ちらと顔を上げ、胸元で腕うでを組みながら話を続ける少女を改めて見た。


　確かに装いや年ねん齢れい以外の身体的特とく徴ちようは在紗そのものだ。それに駆真と在紗以外は知り得ないような個人情報をいくつも知っていたし、一応説明にも筋が通っている。


　何より──無む理り矢や理り正座させられて長々と話を聞かされている状じよう況きようだというのに、不思議と苦に感じない（むしろ心ここ地ちいい）のである。つまりは、駆真に搭とう載さいされた超ちよう高こう感度在紗センサーが、ビンビン反応しまくっているのだ。


　だが……


「そもそも君たちは、ボクがわざわざ出向くことの重要性をわかっていない節があるね。ボクが一日休きゆう暇かを取るだけで、停てい滞たいせざるを得ない事案が幾いくつあると思っているんだい。そこのところをもう少し──」


　少し身体を反そらし、こちらを見下ろしながら、高こう慢まんな口調で少女が続ける。


　駆真は視線を横にやり、隣となりで同じように正座している在紗を見やった。


　実際、眼鏡の在紗のように、自信家で高たか飛び車しやな在紗も悪くはない……否いな、正直凄すごくイイのだが、一体どんな育て方をすれば、この優やさしく清せい楚そな在紗が、彼女のようになるのかが謎なぞだった。


「あ、あの……」


　と、さすがに焦じれたのか、在紗が小さく声を発しながら遠えん慮りよがちに手を挙げた。


「なんだい。まだ理解できないのかい？　じゃあまた最初から──」


「い、いえ、理解できました！」


　在紗は首をブンブンと振ふって少女の言葉を中断させた。駆真としてはもうちょっとお説教タイムが続いてもよかったのだが、やはり普ふ通つうは何度も似たような話をされると辛つらいらしい。


「そうかい。まあそういうわけだよ。──姉さん、あなたは今日死んでしまう。命が惜おしかったらボクの忠告を聞くことだ」


　言って、在紗から駆真に視線を移してくる。


「は……はあ……」


　駆真は曖あい昧まいにうなずいた。彼女が未来の在紗であるというのはわかったし、駆真を助けにきた、というのも頭では理解できたのだが、どうも実感が伴ともなわないのが実状だった。


「質問、いいですか？　えと、在紗……さん？」


　と、駆真の隣で正座していた在紗が、再び手を挙げる。自分の名前に敬けい称しようをつけて呼ぶことに違い和わ感かんを覚えているような様子だった。


　少女もそれに気づいたのだろう、眼鏡の位置を直しながら「ふむ」とうなずいた。


「──ボクのことは『主任』とでも呼んでくれ。最近はそっちの方が多いのでね」


「主任、さん？」


「ん、なんだい。ああ、そういえば質問があるんだったね。聞こうじゃないか。問いを発することは会話を交かわし議論を進める上で非常に重要なファクターだと思うよ。やはり幼いとはいえこのボクと同じＤＮＡを持っているだけのことはあるね。嬉うれしいよ。しかしそれにしても──」


「あ、あのっ！」


　このままではまた話が長くなると思ったのだろう、在紗がいつもは出さないような大きな声で少女の注意を引いた。


「ねえさまは、今日死んじゃうんですよね……？」


「ああ。その通りだ」


「えと──一体、どうやって死んじゃうんですか？」


「…………」


　在紗がその問いを発した瞬間、主任が眉をぴくりと動かし、少しの間押おし黙だまった。


　そしてその不自然な沈ちん黙もくの中、主任がちらと駆真の方を一いち瞥べつしてくる。


「な、何？」


　駆真が言うと、主任は疲つかれたように、はぁぁあとため息を吐ついた。


「……信じてもらえないかもしれないけどね、姉さんは五年前、ボクの──正確には十七歳の鷹崎在紗のハダカを見て、興奮して鼻血を噴ふき出して死んでしまったんだよ」


「…………………………は？」


「…………………………え？」


　主任の言葉に、駆真と在紗の目が点になる。


　しかし主任も、自分の言葉があまりに噓うそ臭くさいという自覚があったのだろう。疲れたように額に手をつけた。


「……ボクが十二のときにもね、姉さんを救うために未来の在紗がやってきたのさ。でもその甲か斐いなく、というかそれが原因で、呆あつ気けなく死んでしまったんだ」


「はあ……」


「そうなんですか……」


　さすがに、にわかには信じられない。駆真と在紗は目を見合わせた。主任としてもそればかりは疑われても仕方ないと思ったのか、あまり追つい及きゆうしてはこなかった。


　しかし主任はすぐに表情を深刻なものに変える。


「だがね、そう馬ば鹿かにもできないんだ」


　そしてそう言いながらツカツカとリビングを横断し、ソファに腰こし掛かけた。


　そして優ゆう雅がに足を組みながら、二人に視線を送ってくる。


「いつまでそんなところに座っているつもりだい？」


　駆真と在紗は腑ふに落ちないものを感じながらも、大人しく指示に従って主任の向かいのソファに腰掛けた。


　するとすぐに、主任が話を再開する。


「……ボクもね、姉さんの死を目まの当たりにしたときは、何の冗じよう談だんかと思ったよ。ハダカ見て鼻血ブー死なんて、最近じゃ子供向けのギャグ漫画にだって載のっていない。リサは失意のまま未来に帰っていったよ。まあ当然だろうね」


「リサ、さん？」


　在紗が問うと、主任は「ああ」と首しゆ肯こうした。


「ボクが十二のときに現れた未来の在紗さ。騎き士し団に所属し、その上神の称しよう号ごうまで持っていた。ボクが言うのも何だけれど、綺き麗れいな人だったよ」


「え……？　未来の私なのに、主任さんとは違ちがう人なんですか……？」


「ああ。在紗、君がどんな道を選ぶかによって、君の未来は如何いか様ようにも変化する。リサは素す晴ばらしい人だったけれど、姉さんを救うことはできなかった。──だからボクは、リサが神の称号を得るために使った時間を、別のことに費ついやしたんだ。……まあ、そのせいで自力での時間移動ができなくなってしまったから、この時代に来るために時の神を騙だまさないといけなかったんだけれどね」


　言って、主任が自じ嘲ちよう気味に笑う。


「えと、じゃあそのリサさんって人はどうなっちゃったんですか？」


「よく頭が回るね。我ながら誇ほこらしいよ」


　主任は在紗の質問に唇くちびるの端はしを上げた。


「正直なところ、よくわからないのが現状だ。ボクが今のような成長の道を選んだことで、リサの存在がボクに上書きされてしまったのかもしれないし、もしかしたら並行世界上に、リサが存在しているのかもしれない」


「……よくわからないな」


　駆真が眉まゆ根ねを寄せると、主任は息を吐いた。


「まあ、それはそこまで重要な話じゃあない。今大事なのは──姉さんの死因だ」


　主任は深刻そうに眉根を寄せた。


「確かに馬鹿らしい死に方だ。でも、実際に姉さんは死んでしまっている」


　確かにその通りである。駆真は首肯した。いくらなんでも在紗の裸はだかを見たくらいで死んでしまうなんて、そんなことあるはずが……多分ない。


「だから、リサが未来に帰ったあと、偶ぐう然ぜん家を訪おとずれた天あま由ゆ良らさんと霊たま由ゆ良らさんに、姉さんの遺体を調べてもらったんだ。すると、興味深いことがわかった」


「興味深いこと？」


「ああ。姉さんの身体からだには、弱体の呪しゆが施ほどこされていたらしい」


　主任が人差し指を立て、駆真の心臓を撃うち抜ぬくような動作をする。


「えと──弱体の呪って、なんですか？」


　在紗が問うと、主任は駆真に向けていた指をあごに持っていき、小さくうなった。


「名前の通り対象を極きよく端たんに弱体化させる呪さ。たとえば、過度に興奮したりすると、それだけで死んでしまう、とかね」


「…………」


　駆真は無言で唾だ液えきを飲み込んだ。頰ほおを汗あせが伝っていくのが自覚できる。


　聞きようによっては間ま抜ぬけな呪かもしれないが……駆真にとっては深刻どころの話ではない。





　だって要するにそれは──在紗にときめくと死んでしまうということではないか！





　最悪だ。駆真は頭を抱かかえた。もう死が約束されているといっても過言ではない。だって駆真は、細かい事例を含ふくめれば常に平均50ah/hの数値を誇っているのである。


　ちなみにah/hとは『在紗ハァハァ毎時』のことで、一時間あたりどれくらい在紗に興奮するかを示す単位である。駆真としては是ぜ非ひいつか国際基準にと思っているが、残念ながら目め処どは立っていない。


　駆真がそんな思考を巡めぐらせていると、在紗が戦せん慄りつした様子で口を開いた。


「でも、呪が施されている、ってことは……」


　それに答えるように、主任が膝ひざに肘ひじを突つき、口元で指を組んで目を尖とがらせる。


「そう……明確な意志を持って、姉さんを殺そうとしている者がいる、ということさ」


「…………っ」


　言われて、駆真はようやくそれに気がついた。


　確かにその通りである。誰だれかが悪意──否いな、この場合は殺意か──を持っていない限り、弱体の呪などというものが駆真にかかるわけがない。


「一体、誰がそんなことを……」


「わからない。だけど、その人物──ボクは便べん宜ぎ的に〈アンノウン〉と呼んでいるんだけど、彼、もしくは彼女をどうにかしない限り、姉さんが死んでしまうことだけは確かだ」


「──っ」


　在紗が、息を詰つまらせる。主任は目を伏ふせると、静かな声で続けた。


「姉さんは必ずボクが救う。だけど、できる限り万ばん全ぜんを期しておきたいんだ」


「と、いうことは……」


　駆真は最悪の想像を頭中に巡らせながら、なんとか声を発した。


　主任はそれに「ああ」と首肯した。


「姉さんには、ボクが問題を解決するまで、在紗と離はなれて生活してもらう」


「──────ッ!!」


　最悪の提案に、駆真は顔を絶望に染めた。何の冗談でもなく、世界がガラガラと瓦が解かいしていく音が聞こえる。地じ獄ごくの底から呼び声がする。ついでに死神の鎌かまが首筋にピタリと当たり、鋭するどい痛みが──


「──なんてことはないから安心してくれ」


「え……？」


　主任の言葉に、死神の鎌が消え去る。


　そんなにオーバーリアクションだったのだろうか、主任が苦く笑しようしながら続けてきた。


「本当はそれが一番いいんだろうけど、この呪はタチが悪いらしくてね。多分長時間在紗に会えないというストレスでも、姉さんは死んでしまうだろう」


「そ、そんなに強力なんですか……？」


　在紗が問うと、主任は忌いま々いましげに肯こう定ていを示した。


「そう。相当に厄やつ介かいな代しろ物ものだ。姉さんは問題が解決するまで、過度の興奮やストレスを感じずに生活していくしかない」


「な、なるほど……」


　駆真は眉根を寄せながらうなった。在紗と離ればなれになってしまうという最悪のケースは回かい避ひされたが、それでも苦しい状じよう況きようであるのに変わりはなかった。


　主任もそこは理解しているらしかった。難しげにあごをさすりながらあとを続ける。


「何の興奮もストレスもなく生活するというのは困難──いや、不可能といってもいい。長時間になればなるほどね。だが、まったくどうしようもない、というわけではない」


「と、いうと？」


「──弱体の呪は、その強力さゆえ、術者が対象から離れすぎると効果が弱くなってしまうらしい。だから、〈アンノウン〉は姉さんのことを、そう離れていない場所から監かん視ししている可能性が高い」


「……っ！」


　駆真は周りに注意を払はらうように首を回した。


「さすがに、こちらから視し認にんできるような場所にはいないさ」


　主任が、小さく肩かたをすくめる。


「だから──こちらから動きを見せ、〈アンノウン〉を燻いぶり出そうと思う」


　言って、主任がソファから立ち上がり、顔を背そむけた。


「絶対に、絶対に捕つかまえてやる。そして後こう悔かいさせてやる。ボクから姉さんを奪うばったことを」


　表情は窺うかがい知しれないが──ぎり、という歯を嚙かみしめる音が、聞こえてきた。


　そんな主任の様子に、駆真と在紗はしばし言葉を失っていたが、数秒のあと、在紗が少し困ったような顔をしながら声を上げた。


「あの、主任さん。私たちは具体的に何をすればいいんですか？」


「ん、ああ」


　主任が顔を駆真たちの方に戻もどす。その表情は、先ほどと何ら変わらなかった。


「別に特別なことをする必要はないよ。そうだな、軽く外出でもしようか。もちろん、姉さんは過度に興奮しないよう注意しながら、だけれどね」


「そんなのでいいんですか？」


「ああ、どこがいいかな？」


　主任が首を傾かしげて訊たずねてくる。駆真はふうむと視線を上にやって考えを巡らせた。


　と、そこで在紗が思いだしたように手を打つ。


「そうだ、ねえさま。今日旅行の買い物に行くって言ってなかった？」


「あ、そういえば。──ん、でもデパートとかだと人が多すぎないかな？」


　駆真は頰をかきながら、うなるように言った。あまり賑にぎやかな場所だと、主任の言う〈アンノウン〉とやらに、わざわざ身を隠かくす場所を与あたえるようなものである。


　しかし主任はゆったりと首を横に振ふった。


「いや、構わないよ。むしろ人が多いくらいの方が好都合だ」


「え？」


「解かい析せき結界を使うからね」


　言って、主任が眼鏡めがねのフレームに付いていたボタンを操作する。


　すると眼鏡の左レンズに、何やら地図のような画像が現れた。


「ウタさんたち魔ま人じんに搭とう載さいされている反応センサーの応用さ。ボク──つまり在紗と姉さん以外の存在情報が範はん囲い内に入れば、周囲に何人人がいようが、自動的にその情報を全すべて取得できるんだ。不ふ審しんな行動をとる人物がいればすぐにわかるよ。それなら〈アンノウン〉が油断して近づいてきてくれる場所の方がいい」


「よ、よくわからないけど、凄すごそうです……」


　在紗が頰に汗を垂らしながら感かん嘆たんする。主任は唇の端に小さな笑えみを浮うかべた。


「──ん、それだけわかれば十分だよ。むしろ、君がそんなことを理解せずに済む未来をこそ、ボクは望んでいる」


　言って、腕うで組ぐみする。──なんだか、凄く格好良かった。と、


「──！　姉さん！　鼻血！」


「え？」


　言われて鼻の下を拭ぬぐってみると、駆真の鼻から血がひとすじ垂れていた。


「ね、ねえさま、ティッシュ！」


　慌あわてた様子で、在紗が棚たなの上からティッシュを取って寄よ越こす。


「あ、ありがとう在紗……」


　これ以上鼻血が垂れないよう顔を上に向けながらティッシュを受け取ると、駆真は流れていた血を拭ってティッシュを鼻に詰めた。数分後、どうにか血が止まる。


「く──やはりもう呪が施されていたか。……にしても、一体どうしたというんだい、姉さん。別に在紗は何もしていないだろう」


　やれやれといった様子で、主任が肩をすくめる。駆真は申し訳なさそうに頭をかいた。


「いや……今の主任が格好良かったから……」


「な……っ」


　主任は頰を真っ赤に染めた。


「ば、馬ば鹿かなことを言うもんじゃない！　べ、別にそんなつもりで言ったんじゃ……」


　言って、顔をうつむかせて口ごもる。どうやら悪い気はしていないらしい。


　そんな様子があまりに可愛かわいらしいものだから、駆真の顔は自然とにやけてしまい──ティッシュを詰めていない方の穴からまたひとすじ、鼻血が垂れた。


「！　ねえさま、また！」


「ッ、いけないいけない……」


　慌ててティッシュを詰める。


「……前ぜん途と多難だね。気をつけてくれよ？」


　ため息混じりに、主任が前まえ髪がみをくしゃくしゃとやる。ちなみに、まだ少し頰は赤かった。





　　　　　　　◇





『キャンキャンキャンディ☆ロリぽっぷん！


　みるきータッチで、スウィートちぇ～んじっ！』


「…………は？」


　八月十三日、朝八時四十六分。


　騎き士し団敷しき地ち内に設しつらえられた官舎の一室で髪を結ゆっていた鳶とび一いち槙まき奈なは、間の抜ぬけた声を発して、つけっぱなしにしていたテレビに目を向けた。


「な、何よこれ……」


　いつものごとくツーサイドアップに括くくるはずだった髪を半分放置して、小さなテレビ画面にずずいと気の強そうな目を寄せる。


　画面の中では、フリフリの衣い装しようを着た女の子が、魔ま法ほうのステッキをくるくると回していた。日曜の朝やっている女児向けのアニメだろう。槙奈も昔よく見ていた類たぐいの番組だ。……というか、実は今でも熱心に視し聴ちようしている。


　幼少期にこういったアニメに心ときめきすぎてしまったせいで、中学時代、クラスメートに気持ち悪がられるくらい、魔法やら呪のろいやらというオカルトに傾けい倒とうしてしまった過去があったりするのだが……どうしても新しいシリーズが始まるとチェックしてしまうのだった。


　槙奈がその番組を見て固まった理由は二つあった。


　一つは、毎期この時間帯の魔法少女アニメをチェックしているのに、槙奈がその存在を知らなかったこと。


　そしてもう一つは、テレビの中で活かつ躍やくする魔法少女が、先日遭そう遇ぐうした女の子と酷こく似じしていることだった。


「やっぱり……どう見てもあの子よね……」


　──つい先日、騎士団本部は、人の形をした空獣エアの来らい襲しゆうにより、相当の被ひ害がいを被こうむった。


　槙奈も参戦したものの、彼かの異い形ぎようの戦せん闘とう能力の前に敗北を喫きつしてしまった。そんな折、恥はずかしい口上とともに現れたのが彼女──キャンディカルマなのである。


「は……？　意味わかんない。え、あれってなんかのキャンペーンだったの……？」


　言ってから、自分の言葉を否定するように軽く首を振る。


　もしそうだとしたら、騎士団をたった一人で壊かい滅めつ寸前まで追い込んだ女を、ただのコスプレ少女がやっつけたことになってしまう。
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　だとすると、やはりあれは槙奈の見た夢で、それが偶ぐう然ぜん実在するアニメと──


「いやいやいや」


　それこそ有り得ない。槙奈は再びかぶりを振った。


　と、その瞬しゆん間かん、画面から一ひと際きわ大きな音が鳴り、キャンディカルマの悲鳴が響ひびいた。


「────！」


　どうやら少女が敵にやられかけているらしかった。異形の、しかしどこかコミカルな怪かい物ぶつが腕うでを伸のばし、キャンディカルマを壁かべに張り付けている。


　槙奈は、自然と拳こぶしを握にぎっていた。


　実際この番組、今まで槙奈が見てきた魔法少女アニメの中でもダントツに出来が良い。美び麗れいな作画、滑なめらかな動き、ダイナミックなカメラワーク、台詞せりふも少々鼻につくものの、けれん味があって槙奈好みである。


　主人公のデザインや名前が、あのいけ好かない鷹崎駆真に似ているところを除けば、完かん璧ぺきとも言っていいクオリティだった。


　自然、槙奈はテレビに夢中になり、番組が終わる頃には、礼れい儀ぎ正ただしく正座をして、手のひらに汗あせをじっとりと滲にじませていた。


「──ふう、何よ何よ、いいじゃないの。久々に熱いのがきたわねー。これ何話？　なんで今まで気づかなかったのかしら」


　その頃ころにはもう、最初に感じていた違い和わなんて、どうでもよくなってしまっていた。


　まるで自分が今戦闘を終えたかのような爽さわやかさで額を拭う。何故なぜだろうか、不思議な達成感さえあった。


「こりゃ来週からも視聴決定ね。あー、仕事ある日は録画しとかなきゃ」


　自然とニコニコする顔の筋肉を制しながら、指をくるくると回す。


　騎士団は今、上空に浮ふ遊ゆうした空獣エアと〈城しろ〉の残ざん骸がい回収や、本部施し設せつの修復作業に追われているのだが、槙奈はその功労と怪け我がのため、特別に休きゆう暇かを得ていたのだった。


　と、


『──キャンディカルマの、ラヴリーキャンディステッキ！　みんなもこれで高血糖少女シユガリーガールに変身よ！』


　ＣＭに入ったテレビからそんな音声が流れてきて、再び槙奈の身体からだを硬こう直ちよくさせた。


　無言で画面を睨ねめ、そのＣＭが終わると同時に息を吐はく。


「……いや、さ、さすがにねえ。私だってもう十八だし……」


　誰だれが聞いているでもないのだが、何故か弁明……というか言い訳がましく言って、乾かわいた笑みを浮かべた。





　　　　　　　◇





「はー、涼すずしい。やはり冷れい房ぼうは人類の英知だね」


　デパートに入るなり、主任は両手を広げてくるくると回った。額に浮かんだ玉のような汗が、キラキラと輝かがやきながら周囲に飛び散る。


　それもそのはず、何故か彼女は駆真から夏服を借りるのを拒こばみ、白衣のまま炎えん天てん下かの中を歩いていたのである。冷房の入った屋内は天国のように感じるだろう。


　半はん袖そでのプリントＴシャツにジーンズという簡素な格好に身を包んだ駆真は、軽く主任から目を逸そらしながら（じっと見つめていると、主任の豊満なバストを覆おおうブラが透すけて見えそうだったのだ）、隣となりを歩く在紗に話しかけた。


「とりあえず、携けい帯たい用の洗面用具と新しいタオル類なんかから見よっか」


「ん……そうだね」


　言って、在紗がこくんと首を前に倒たおす。


「…………ッ」


　駆真は息を詰つまらせ、在紗の方からも顔を背そむけた。


　理由は単純。白いワンピースにちっちゃなリュックを背負い、熱射病対策につばの広い麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶった在紗があまりに可愛かわいらしすぎて、心臓がクールなビートを刻みそうだったのである。


　心なしか鼻もムズムズする。もうあと二秒も網もう膜まくに在紗の姿を映していたなら、鞄かばんに忍しのばせた大量のポケットティッシュが火を吹ふくことになったろう。


「キツイよ……これキツイよ……」


　駆真は泣きそうな顔になりながら小さな声で呟つぶやいた。


　駆真だって命は惜おしい。生き残るために最善の策を尽つくすことに異論はない。


　だけどそれが、『できる限り在紗を意識しないようにすること』だなんて、酷ひどくて惨むごくて厳しすぎる。修しゆ験げん者じやもびっくりの荒あら行ぎよう苦行だ。駆真の気分的にはもう、デパートに着くまでの間だけで、十回くらいは悟さとりの境地に達している。


　と、ひとしきり涼しさを堪たん能のうしたのか、主任が回転を止めて駆真と在紗に向き直った。


「ん──まだ不審な人物は見つけられないが……少し様子を見たいところだね。好きに歩いてくれて構わないよ」


　言って、二人を促うながすように道を空ける。


「ん、じゃあ三階から行こうか、在紗」


「うん」


　と、いつものように在紗が駆真の手を取ろうとしたところで──


「指導！」


　主任が叫さけび、駆真に触ふれる寸前で、在紗の手を押さえた。


「え……っ？　え……っ？」


　在紗が、何が起こったのかわからないといった様子で目を丸くする。


　素す晴ばらしい反応速度を見せた主任は、汗を拭う様子を見せながら、ふうと息を吐いた。


「危ない危ない。駄だ目めだよ在紗、気をつけないと。呪の施ほどこされた姉さんにとって君は、身体全体が爆ばく弾だんみたいなものなんだ。まさにダイナマイトバディだよ。普ふ段だんの調子で姉さんに触れてはいけないよ？」


「は、はい……わかりました」


　若じやつ干かん気け圧おされた様子を見せながら、在紗が首しゆ肯こうする。


　──在紗とのわずかな触れ合いすら奪うばわれるなんて！　と叫びたい駆真だったが、確かに今、在紗の小さくて柔やわらかくてあったかい手に触れられていたなら、一いつ瞬しゆんであたり一帯をスプラッター映画の撮さつ影えい現場にする自信があった。涙なみだを呑のんで堪こらえる。


「え、エレベーターは待つし混むから、エスカレーターで行こうか」


「うん、そうだね」


　今度は手を伸ばしてこないまま、在紗が同意を示す。


　なんだかちょっぴり、いやもの凄すごく寂さびしいけれど、仕方がない。駆真は在紗と主任を率いるような格好で、デパートの広いエントランスを歩いていった。


　鷹崎家からバスに揺ゆられること三十分、そこから歩くこと五分の位置にあるデパートの内部は、夏休み中だけにかなりの数の人が見受けられる。


　駆真たちは上手うまく人の波に乗りながら、エスカレーターで三階まで上っていった。


「さて、洗面用品は──」


　目を細め、ゆっくりと歩きながらフロア全体をぐるりと見み渡わたす。


　と、その一角に、不ふ審しんすぎる人ひと影かげを発見した。


「ん？　どうかしたのかい、姉さん」


　駆真のすぐ後ろにいた主任が、急に足を止めた駆真を不思議に思ってか、訊たずねてくる。


「……あれ」


　駆真は微かすかに眉まゆをひそめながら、視線の向こうにいる人物を指さした。


　三階フロアの西ブロック、主に女児用玩がん具ぐが陳ちん列れつされている、全体的にピンク色のエリアに、周りの客層と明らかに違ちがうオーラを発している人物がいたのである。


　主任に負けないくらい暑そうなロングコートを羽織り、丸いサングラスとマスクで顔を隠かくした少女だ。しかも何か、コートの中に箱状のものを隠し持っていた。ついでに異様なまでに挙動不審で、あたりをキョロキョロと見回している。


　ここまでくるともう、万引き犯か爆ばく弾だん魔まにしか見えない。実際、何名かの店員や警備員にマークされているようだった。


　だが駆真の目を引いたのはそれだけではなかった。だってその少女はどう見ても──


「あれ……槙奈さん？」


　在紗がその不審者を見て、駆真が思っていたのと同じことを言う。


　必死に顔を隠してはいるものの、顔見知りから見ればバレバレの変装だった。


「やっぱり、そうだよね」


「うん、多分……どうしたんだろう。ちょっと声かけてみよっか……？」


　在紗が、気になる……というよりは少し心配そうな感じで呟く。


「んー……そうだね」


　駆真はうなずくと、のしのしと槙奈の方に歩いていった。


　普段なら気にもかけずに無視するところだか、在紗の提案なのだから仕方ない。すぐに槙奈の背後に辿たどり着つくと、彼女の名を呼んだ。


「鳶一」


「ひ──ッ!?」


　槙奈が、何の冗じよう談だんでもなく十センチくらい飛び上がる。


「た──たたたたたたたたたたたたたたたたた鷹崎…………ッ!?」


　あからさまに驚おどろいた声を出し、振ふり向むいた槙奈が足をガタガタと震ふるわせながら後ずさり、棚たなに激げき突とつする。そこに陳列されていたおままごとセットを将しよう棋ぎ倒だおしにし、ようやく槙奈は足を止めた。


「な、なんであんたがこんなところに……！」


「なんで、と言われてもな」


　と、そうこうしているうちに、後ろから在紗も追いついてきた。


「槙奈さん、こんにちは」


「あ、あああああんたまで……っ！」


「一体どうしたんですか……その格好。暑くないですか？」


「！　い、いや別にッ！　ほら私寒がりだから！　夏場でも厚着してないと、冷ひえ性しようで指先壊え死ししちゃう人だから！」


　さすがにそんな症しよう例れいは聞いたことがない。駆真は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。


「……初耳だが」


「──っ！　よ、余計なこと言わなくていいの……ッ！」


　と、槙奈が駆真に摑つかみかかってくる。


　その拍ひよう子しに、彼女がコートの内側に隠していたと思おぼしきものが、ゴトリと床ゆかに落ちた。


「……ん？」


「────！」


　駆真はそれに目を這はわせ──またも眉をひそめた。


　縦二十センチ、横四十センチくらいの、ピンク色をした箱である。表面には、可愛らしい魔ま法ほう少女のイラストと、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ・天使のラヴリーキャンディステッキ』という文字が印刷されていた。


「……本当に売っていたのか、こんなもの……」


　駆真はやれやれとため息を吐つき、額に手を置いた。


　このパッケージに描えがかれている高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマとは、何を隠そう駆真自身のことなのである。


　それをモデルに、天由良と霊由良が勝手にアニメを作ったり、商品展開をしたりしていたようなのだが……やはり実物を見ると頭が痛くなってくる。


「ん……？　だが、鳶一。何故おまえがこんなものを……？」


　駆真は、新たに頭の中に生まれた疑問を口に出した。


　さすがに槙奈くらいの年ねん齢れいの少女が欲しがるようなものとも思えない。実際パッケージには、対象年齢三歳以上と書かれていた。いや、確かに三歳以上には違いないのだが……


「ぐ、偶ぐう然ぜんよ！　偶然私のコートの中に入ってただけなの！」


　槙奈が泣きそうな顔を作りながら叫びを上げてくる。万引き容疑で捕つかまった主婦でも、もうちょっと上手うまい言い訳をするだろうと思えるような台詞せりふだった。


　と、在紗が少しばつの悪そうな顔を作り、床に落ちていたステッキの箱を拾い上げる。


「えと──あの、槙奈さん。ぜ、全然、普ふ通つうだと思います。最近のアニメとかおもちゃは凄く出来もいいし、大人の趣しゆ味みとしても──」


「優やさしい言葉が一番つらぁぁぁぁぁぁぁぁいッ！」


　叫んでから、槙奈はハッとしたような顔を作った。


「──って、違う！　そうじゃない！　わ、私はこんなのに興味なんてぜーんぜんないんだから！　いい!?　ホントだからね!?」


　そして在紗の手に箱を残したまま、どこかへ走っていってしまった。


「ん……今の槙奈さんかい？　はは、若いね」


　後方から、主任の声がする。


「なるほど、これは図はからずも面おも白しろいネタを手に入れた。あとで弄いじってあげよう」


「え、えと──個人の趣味は自由ですから……」


「ふふ、わかっているさ。でも、ボクも姉さんの姪めいってことでいろいろ可愛がってもらってるからねえ。たまにはお返しがしたいじゃないか」


　主任はそう言って、くつくつと笑った。








「あぁぁぁぁぁもぉぉぉぉちくしょうちくしょうちくしょうぅぅぅぅぅぅっ！」


　そんな叫びを上げながらコートの裾すそをばっさばっさと揺らし、槙奈はデパートの廊ろう下かを走っていた。


　最悪である。まさかよりによってあの女に、鷹崎駆真に、ラヴリーキャンディステッキを買いに来ているところを見つかってしまうなんて。


　一瞬で変装を見破られてしまうし、結局ステッキは買えなかったしで、もう踏ふんだり蹴けったりだ。槙奈は泣き出したい気持ちを何とか抑おさえ、再び叫びを上げた。


　と。


「のぅあ……ッ!?」


「きゃ──っ」


　人の多いデパートの廊下で走っていたものだから、槙奈は客と接せつ触しよくして転んでしまった。


「あったたた……ご、ごめんごめん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　すぐに身を起こし、自分がぶつかってしまった少女に手を差さし伸のべる。


　白のタートルノースリーブにダークカラーのキュロットスカートという、涼すずしげな格好をした少女だ。顔は──大きめのキャスケット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっているため、窺うかがい知しることができない。


「あ……はい、大丈夫です」


　言って、少女は槙奈の手を取り、立ち上がった。


「ホントごめんね。こんなところで走り回るなんて非常識だったわ」


「いえ……ボーっとしてた私も悪いんです」


　お尻しりのあたりをパン、パンと払はらってから、少女がぺこりと頭を下げる。


「では、急ぐので……」


　少女はそう言うと、槙奈がさっきまでいた場所へ歩いていった。


　ジッと一点──鷹崎駆真に視線を定めるようにして。


「……？　鷹崎のファン？」


　槙奈は首を傾げると、暑苦しいコートを脱ぬぎ、手元に纏まとめてトボトボと帰路についた。





　　　　　　　◇





「ふう……」


　埃ほこりを払うように手をはたいてから、アステナ・エリーウッドは額の汗あせをローブの袖そでで拭ぬぐい、息を吐はいた。


　その装よそおいは、いつもの魔ま法ほう使つかいスタイルではない。さすがに夏場に外がい套とうは暑すぎるので、今日は薄うす手でのローブ一枚だけだった。もちろん、年とし頃ごろの娘むすめがみだりに肌はだを露ろ出しゆつするわけにはいかないので、袖や裾はいつも通りの長さだったのだけれど。


　ただ、ウェーブのかかった金きん髪ぱつも、作業をしやすいようアップに纏めてあるため、幾いく分ぶんかは暑苦しさが軽減されてはいた。


「まあ、こんなところですかね」


　今アステナがいるのは、鷹崎家にほど近い路地裏の一角だった。人通りも少ない寂しい場所だが──彼女にとっては、数ヶ月間を過ごした思い出の場所である。


　異世界の国レーベンシュアイツの宮きゆう廷てい盟術師であるアステナは、勇ゆう者しやである駆真に魔ま王おうを討とう伐ばつしてもらうため、数ヶ月の間、単身こちらの世界で活動を続けていた。


　そのときの寝ね床どこが、この路地裏に設営したダンボールハウスだったのだ。


「むう、住み心ごこ地ちは最悪でしたけど……なくなってしまうと少し寂しいものですね……」


　そんな独り言を呟つぶやきながら苦く笑しようする。


　そう。もうアステナのダンボールハウスは完全に解体され、影かげも形もなくなっていた。


　先日、なんとか魔ま王おう討とう伐ばつを終えることができたアステナは、数ヶ月間世話になったこの寝床を片づけるために、蒼そう穹きゆう園えんを訪おとずれていたのである。


「さて……じゃあ片づけも終えたし、そろそろ帰りましょうかね」


　言って、長い裾が汚よごれてしまわないように、ローブを摘つまんで、狭せまい路地を、出口に向かって歩いていく。


　それなりの期間寝ね泊とまりした場所である。軽かろやかとまではいかないが、慣れた調子で路地を抜ぬけた──の、だ、が、ちょうど路地の出口付近で、通行人にぶつかってしまった。


「きゃっ！」


「──っとと」


　バランスを崩くずし、倒たおれそうになったところを、通行人に支えられて事なきを得る。


「元気なのはいいけど、気ィつけてな、嬢じようちゃん」


　言って、通行人──くわえ煙草たばこに無ぶ精しよう髭ひげの男が、小さく肩かたをすくめる。


「あ──は、はい！　す、すいません……」


　アステナがペコリと頭を下げると、男は手をひらひらと振って歩いていってしまった。


「び……びっくりしました。……というか、あれ？　今のお方、どこかで……？」


　アステナは人差し指をあごにあてながら、一いつ瞬しゆん目にした男の容よう貌ぼうを思い起こした。


　ひょろりと背が高く、猫ねこ背ぜ。覇は気きのない顔に無精髭。ついでに紫し煙えんをくゆらせていた。


「あ……もしかして、カルマ様のお知り合いの……」


　アステナはポンと手を打った。確か駆真に、ミヤなんとかと呼ばれていた男である。


　顔見知りとわかると、急に恥はずかしさが増してくる。アステナは少し頰ほおを染めて顔をうつむかせた。


「ぬぬ……これはちょっと失態でした。今度から気を付けないと……」


　と、アステナはそこで、舗ほ装そうされた道路の上に、小さな箱のようなものを発見した。


「これは……」


　ひょいと拾い上げてみる。さほどの重量はなかった。


　ちょうど手のひらに収まるくらいの、不思議な材質でできた箱である。アステナは一瞬首をひねりかけたが、すぐに記き憶おくの中に、これと似たものを発見した。


「そういえば……アリサさんも似たようなものを持っていたような……」


　確か、携けい帯たい電でん話わとかいうこちらの世界の通信装置だったはずだ。二ヶ月ほど前、一度だけ使用させてもらったことがあった。何の術も施ほどこされていないというのに、箱の中から駆真の声がして大層驚いたのを覚えている。


「確かここをこうすると──」


　えい、と携帯電話を開く。内側には、光る画面とたくさんのボタンが並んでいた。


「やっぱり！　開閉式になっているんですね。ええと、あとは、これを押すと……」


　言って、ボタンを適当にプッシュしてみる。すると上に表示されていた画面がパッと切きり替かわった。一体どういう構造になっているのか、外の景色が画面に表示されている。


「え？　あれ？　これでお話しできるんじゃ……えと──こ、これってどう戻もどせば……」


　何か押してはいけない場所を押してしまったのだろうか。アステナは顔を青くしてあたふたとその場で足あし踏ぶみをした。


　と──そこでようやく、この通信装置が何故なぜこんなところに落ちていたのか、という考えに至る。


「あ……」


　考えるまでもない。多分、さっきぶつかった際、男が落としていったのだ。


　それに気づくと同時、アステナはローブの裾も気にせずに、男の消えた方向へパタパタと走っていった。


「あ、あの！　すいませーん！」


　だが、もう既すでに男の姿は確かく認にんできなくなっていた。


「ど、どうしましょう……」


　困り顔で立ちつくす。こちらの過失で落としものをさせてしまったのに、放置しておくわけにもいかなかった。


「あ、カルマ様に預けておけば──」


　言いかけて、首を横に振ふる。


　実はアステナ、駆真に頼たのまれごとをしているのである。しかもそれがなかなかの難物で、まだ一向に進んでいない。鷹崎家には少々行きづらかった。


「ん……なら、そうだ」


　だがアステナにはもう一人、蒼穹園に知り合いがいたのだった。





　　　　　　　◇





「さて、と。この階での買い物はこんなところかな」


　槙奈との謎なぞの遭そう遇ぐうから一時間弱。


　一通り買い物を終えた駆真は、雑貨類の入ったビニール袋ぶくろを膝ひざに置きながら、エスカレーター近くの椅い子すに腰こし掛かけていた。


「ん……他ほかに何か必要なものってあったっけ？」


「うーん……そうだねえ」


　駆真は売場を見み渡わたすようにぐるりと首を回した。


　と──視界の端はしに、難しげな顔をした主任が立っているのを発見する。


「主任？　疲つかれたでしょ。座れば？」


「ん──ああ、気にしないでくれ。こちらの方が何かと具合がいいんだ」


　主任はそう言うと、あごに手を当てて、何やら考え込むように顔をうつむかせ、目を伏ふせた。眼鏡めがねの左レンズには、ずっと地図が表示されている。


「主任さん、どうかしたんですか？」


「ん。できるだけ広こう範はん囲いにセンサーを張っているんだが……どうも〈アンノウン〉らしき人物が引っかからなくてね」


「今ここには来ていないってことですか？」


「……ふむ」


　主任も否定しきれなかったのか、目を開いて駆真に顔を向けてくる。


「姉さん、〈アンノウン〉が付近にいるかどうかを確かめたい。少々危険が伴ともなうが、協力してくれるかい」


「え？　ああ、それは別に構わないけど……どうやるの？」


「うむ」


　主任は駆真の了りよう解かいを聞くと同時にうなずくと、そのままツカツカと駆真の前に立ち、ぐっと腰こしを折って前まえ屈かがみになってみせた。そして、


「姉さん、好きだよ」


　なんて言って、小さく微笑ほほえんで見せた。
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「────────ッ！」


　平常の理知的な雰ふん囲い気きとのギャップが、強きよう烈れつに駆真の脳内を蹂じゆう躙りんする。駆真は顔が熱くなるのを感じた。ヤバい、これは、ヤバ──


　と、思った次の瞬しゆん間かん、駆真の鼻から大量の血液が噴ふき出した。


「ね──ねえさま！」


「ぬ、ぬぁっ……血！　血が！」


　慌あわてて鞄かばんの中からポケットティッシュを取り出し、血を抑おさえる。


　数十秒後、どうにか鼻血は止まり、駆真は平静を取り戻した。


「はぁ……っ、はぁ……っ──しゅ、主任！」


「ああ、怒いかりはもっともだ。すまない。だがこうでもしないと確認が──」


「すっごく、よかった」


「……そうかい。それは何よりだ」


　主任は苦笑してから、あごに手をやった。


「──まあそれはそうと、やはり近くに〈アンノウン〉がいることは間ま違ちがいないようだ。しかし妙みようだな。もうボクの解かい析せき結界は、デパートのフロア全域を覆おおっているんだが……神性の反応が姉さんとボク、空獣エアの反応がボクにあるだけで、他は全部ただの人間だ」


　と、主任の言葉に反応してか、在紗が小さく手を挙げた。


「え、と──私も一応、空獣エア……なんですけど」


「ああ、すまない。説明不足だったね。今展開している解析結界は、個々人の存在情報を判別するものだから、ボクと君は二人合わせて一つの反応になっているんだ。年ねん齢れいが違ちがうといえど、同じ存在には変わりないからね」


「あ、そうなんですか。すいません、話の腰を折っちゃって」


「いや、構わないよ。疑問を持つというのは非常に重要かつ健康的な行動だ」


「は、はあ……」


「しかし厄やつ介かいなことになった。呪しゆの効果範はん囲いがボクの想定よりも広いのか──それとも、神性も盟術も魔ま人じんの力も空獣エアの血脈も持たずに、弱体の呪を扱あつかえる人間がいるのか……」


　主任はふうむとうなってから駆真と在紗に視線を戻した。


「仕方ない。範囲を広げてみよう。──二人はまた好きに動いてくれて構わないよ」


　言われて、駆真は視線を在紗の方に向けた。


「んん、どうしよっか、在紗」


「そうだね……あ」


　と、在紗が何かを思いだしたかのように目を見開く。


「そういえばねえさま、旅行って、芳よし浜はまの海なんだよね？」


「うん、そうだよ。いいホテルとってあるから期待しててねー」


「う、うん……それは楽しみなんだけど……」


　在紗は何かを言いづらそうにしてから、主任の方に目配せした。


「？　どうかしたかね」


　在紗は椅子から立ち上がって、主任にそっと何かを耳打ちした。


　初めは神しん妙みような面おも持もちをしていた主任だが、すぐに「ああ、そうか」と苦笑を漏もらした。


「ええと、姉さん？」


　在紗から何やら話を聞き終えた主任が、駆真に視線を向けてくる。


「落ち着いて聞いてくれ。いいかい？　クールにだ。これから少しばかりショッキングな情報を発するから……どうにか鼻血を出さないよう心がけてくれ」


「な、何……？」


　主任のもったいぶった物言いに、少し身構えてしまう。


「いやね、在紗が、新しい水着が欲しいと言うんだ」


「へ……？」


　駆真は目を丸くして在紗を見た。膝に置いていた麦むぎわら帽ぼうで赤くなった顔を隠かくしている姿がとてもチャーミングである。


「なんだ、そんなこと？　いいよ。せっかく旅行に行くんだもん、新しいの欲しいよね」


「いや、そういうことではなく」


「え？」


「在紗が今持っている水着、あるだろう？」


　駆真は首しゆ肯こうした。いずれも駆真が選定した可愛かわいらしいデザインのものである。


「それ、少しばかりね……胸の部分が、きついらしいんだ」


「………………」


　無言で、在紗の胸のあたりを見つめる。


　気づいたときには、口元をぬるりとした感かん触しよくが覆っていた。


「ねえさま！　血が！」


「の、のぉぉぉっ！」


　在紗に言われて、慌ててティッシュを再度出動させる。


　そして即そく座ざに血を止めると、すっくと立ち上がった。


「……さ、さあ、じゃあ移動しようか。水着だったら二階だよね」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ねえさま。少し休んでからでも……」


「んーん！　平気だよ！　だから早く水着を見に行こう！」


　駆真はバッと立ち上がると、両手をブンブン回して元気アピールをした。──実際は少し貧ひん血けつ気味でクラクラするのだが、在紗を不安がらせるわけにもいかなかった。


　と、主任がピンと人差し指を一本立ててくる。


「あ。姉さん、わかっているとは思うけれど、水着を試着した在紗を見てはいけないよ？」


「え──ッ!?」


「いや、当然だろう。……死にたいのかい？」


　主任が凄すごむように半眼を作って睨にらんでくる。


　駆真は「う……」と言いよどんだ。確かに、話を聞くだけでこの惨さん状じようだったのである。新たな水着を身につけた在紗なんかを見てしまった日にはもう、この世にとどまっていられる自信がない。


「……わ、わかりました……」


　素す直なおに駆真がそう言うと、主任は満足げにうなずいた。


「よし、ボクは後ろで結界の範囲を広げてみるよ。──在紗、一人でも大丈夫だね？」


「あ──はい」


　在紗は少し寂さびしそう……というか困ったような顔をしたが、さすがに無理は言えないと判断したのだろう、素直に首肯した。





　　　　　　　◇





「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


　自分でもびっくりするくらいのスピードで、デパートから騎き士し団の官舎に帰宅した槙奈は、コートやらサングラスやらを床ゆかに放ほうり、そのままベッドに潜もぐり込んで抑よく揚ようのない叫さけび声ごえを上げていた。


　うつぶせになって頭を抱かかえ、息いき継つぎもせずに叫び続ける。


　別に意味などはない。ただ、感情にまかせて声を上げていないと、もう恥はずかしさやら情けなさやらが頭の中に渦うず巻まいてしまって仕方がなかったのだ。


　と、そうしていると、長い叫び声の中に、タン、という床に足を着くような音が混じって聞こえてきた。


「あああああ──あ？」


　少し不ふ審しんに思って、声を止める。今部屋には槙奈以外いないはずだった。


　そう思って枕まくらに押しつけていた顔を上げ、身を起こす。と、それに合わせるようにして、今度はピロリロリン♪　という軽快な電子音と、頼たよりなげな少女の声が鼓こ膜まくを震ふるわせた。


「……何してんの、あんた」


　槙奈は半眼を作り、いの間にやらそこに現れていた少女を睨にらみ付けた。


「ま、マキナさぁん……こ、これ、これどうやって直すんですかぁ……」


　異世界の盟術師・アステナが、何故なぜか震える両手で携けい帯たい電でん話わを握にぎりながら、情けない顔で立ちすくんでいる。


　恐おそらく転移盟術でその場に現れたのだろう、部屋の扉とびらが開いた形けい跡せきはなかった。槙奈ははあとため息を吐つくと、面めん倒どうそうに後頭部をかいた。


「何よ、一体どうしたっての」


「こ、これなんですけど……」


　言って、アステナが携帯電話を手て渡わたしてくる。何故かカメラモードになっており、槙奈の部屋の壁かべが撮さつ影えいされている。


「何これ。あんたいつの間にケータイなんて持ったのよ。ていうか何、壁フェチ？」


「い、いえ、これは私のではなくて……」


　アステナは自由になった両手をせこせこと動かしながら、その携帯電話を拾った経けい緯いを説明してきた。


「三み谷や原はら曹そう長ちようの？　ふうん、この写真消してから返しておけばいいのね」


「あ……ありがとうございますっ！」


　槙奈が言うと、アステナは感かん極きわまった調子で深々と頭を下げてきた。


「別に大したことでもないでしょ。あんたにはいろいろ盟術教えてもらって……る、し……」


　言いかけて。


　槙奈は携帯電話を閉じるとベッドの上に放り、アステナの肩かたをがっしと摑つかんだ。


「……ッ!?　ど、どうしたんですかマキナさん……」


「あんた！　アステナ！　アステナ・エリーウッド！」


「は、はいっ！」


「あんた盟術師よね!?　魔導先進国レーベンシュアイツでも屈くつ指しの、宮きゆう廷てい盟術師よね!?」


「え……あ、はあ。ま、まあそう言われると照れますけど……」


　アステナが少し恥ずかしそうな顔をして、口をもごもごさせる。


　しかし槙奈はそんなものには構わず、肩を握る手に力を込こめた。


「アステナ！　私に、記き憶おくを消す盟術を教えてちょうだい！」


　槙奈が叫ぶと、アステナは意外そうな顔を作った。


「き、記憶を、ですか……？」


「そうよ！　相手の記憶の一部分を、綺き麗れいサッパリ消す盟術！　あるんでしょ!?」


「な、ないことはないですけど……」


「教えて！　今すぐ教えて！　教えないとバニーガールルックで町中歩かせるわよ！」


　槙奈の脅おどし文もん句くに、アステナは顔を真っ赤に染めた。


「ひ、ひどい……っ！　そんな恥ずかしいことをさせられたら、お嫁よめに行けなくなっちゃいます！」


「お嫁に行けなくなるようなことを私にやらせてたんかぁぁぁぁぁぁッ！」


「ひ、ひぃぃぃっ！」


　肩を握っていた手を胸むなぐらに移動させ、アステナをつるし上げるように力を込める。


「わ、わかりました……！　教えます！　教えますからぁっ！」


「よし、言ったわね！　ホラ、早く教えなさい！」


「は……はあ。ええと……そもそも記憶を失わせる盟術というのは、対象の精神に干かん渉しようするものであるため、結構高度な──」


「講こう釈しやくはいいから！　手っ取り早く！」


「て、手っ取り早くと言われましても……」


「急ぐのよ！　とにかく一回お手本を見せて！　今ここで使ってみてちょうだい！」


「い、今ここでですか？」


「そうよ、早く！」


　槙奈が急せかすと、アステナは渋しぶ々しぶといった様子で両手の指先に精せい霊れい──空気中に存在する、幻げん素そと呼ばれるものを収束させていった。


　そして光ひかり輝かがやく指先で、手元に複雑な方ほう陣じんを描えがき──


「〈忘失ロスト〉」


　彼女が言うと同時、部屋の中に光が満ちた。──次の瞬しゆん間かん。


「……ねえ、アステナ。私今何してたんだっけ？」


　槙奈はそう言って首をひねった。


「え？　あ、ああ……それを持ち主に届けてくれることを了りよう承しようしてくれたところですよ」


「あー、そうだっけ。ん、わかったわ」


　槙奈はベッドの上に放られていた携帯電話を手に取ると、小さくうなずいた。そういえば、そんな話をしていた気がする。何か忘れているような気もするが……まあ、大したことではあるまい。


「じ、じゃあ、お願いします」


「んー、任せときなさい」


　何故かアステナの表情に、少し罪悪感というか、ばつの悪そうな色が交じっていたが……槙奈はさして気にすることもなく、首肯した。





　　　　　　　◇





「……………………」


　そわそわそわそわ。


　駆真は腕うで組ぐみしながら、水着売場の試着室の前で一周三メートルくらいのコースをぐるぐると回っていた。


　カーテンを一枚隔へだてた先では今、在紗が水着のサイズを見るために試着をしている。


　つい先ほど二人で選定した、ひらひらスカート付きのワンピースタイプである。


　ガールズ水着のラインナップの中には、ビキニタイプもかなりの数が揃そろっていたのだが、在紗が顔を真っ赤に染めて「む、無む理り……」というものだから、自動的に選せん択たく肢しから外れていた。


　少々残念に思わないでもなかったが、不特定多数の人間の目に、在紗の可愛かわいらしいお腹なかを晒さらすのにも抵てい抗こうがある。妥だ当とうな選せん択たくだったろう。


　と……ここまではいい。


　だがいつもなら、試着を終えた在紗が躊躇ためらいがちに試着室のカーテンを開け、「ねえさま……どうかな？」なんて、頰ほおを桜色に染めながら訊きいてくるところなのである。


　駆真の脳内に、先ほど選んだ水着を着用した在紗の姿がぽわぽわぽわ、と浮うかんできた。


　在紗の華きや奢しやな身体からだにぴったりと張り付いたポリエステル・ポリウレタン合ごう繊せん生き地じが、なだらかでありながらも丸みを帯びたラインを描えがき出している。そして去年より少しだけ膨ふくらんだ胸元を恥ずかしそうに覆おおう在紗の姿がまたたまらない。ああ、もうこれ水をかけてしっとりさせたらどうなってしまうんだろう。


「姉さん、トリップ中悪いが、それくらいにしておかないとまた流血することになるよ」


「──っ！」


　後方から主任に声をかけられ、ハッと我に返る。


　慌あわてて顔の下半分を手で拭ぬぐい──安あん堵どの息を吐く。幸いにも鼻血は出ていなかった。……口元は涎よだれでべっとべとになっていたが。


　そう、冷静にならなければならない。在紗はあのカーテンの向こうで水着のサイズを確かく認にんしたら、先ほどと同じ白のワンピースに着き替がえ直して出てくるだけなのだ。


　在紗の水着姿は、問題を解決したあとに好きなだけ眺ながめることができる。今必要なのは自制だった。落ち着け、落ち着けと自分に言い聞かせるようにして、ぐっと拳こぶしを握る。


　と──


　何者かが視界の中を通り過ぎると同時、在紗のいる試着室のカーテンがふわりと舞まい上がった。


「え──？」


　呆あつ気けに取られたような在紗の声が耳に入る。


「────んな……ッ!!」


　水着を着ている最中なのか、それともサイズを合わせ終わって脱ぬいでいる最中なのか、ワンピースタイプの水着の下半身部分のみに足を通し、上半身をはだけた状態の在紗がこちらに背中を向けて──


「見るな、姉さんッ！」


　と、残り少ない血液が頭部に集中するような感覚の中、駆真は腕うでをグッと引っ張られ、目元を覆い隠かくされた。


「──っ！」


　それが主任の仕し業わざであることはすぐにわかった。しかも、両腕で頭を抱え込むようにして、駆真の顔を自分の胸元にぎゅうと押しつけているのである。


「……！　……！」


　もがけばもがくほど、ワイシャツとブラのみを隔てた、主任の柔やわらかな胸の感かん触しよくが両頰に溢あふれてくる。恐らくは駆真よりも豊満であろうバストが縦じゆう横おう無む尽じんにパーティタイム。しかもそこに主任の甘い匂におい＋微かすかな汗あせの臭においが加わり、もう駆真の脳内はカタストロフ。ヤバい。こんなの耐たえられるはずがない。もう……ゴールしてもいいよね？


　駆真はとろんとした表情のまま、意識が闇やみに落ちていくのを感じた。








「き──きゃ……っ！」


　水着の試着中に突とつ然ぜんカーテンを開けられた在紗は、慌ててカーテンを閉め直した。


　だが気になることがあった。カーテンから首だけを出し、外の様子を窺うかがう。


　試着室から数メートル離はなれたところに、駆真と主任が立っている。否いな、正しくは、主任が駆真の頭を押さえつけ、視界を覆い隠しているところだった。


「く……ッ、何だ今のは……！　在紗！　何か見なかったかい!?」


　顔を歪ゆがめ、主任が声を上げる。在紗はブンブンと首を横に振ふった。


「何も……で、でも急にカーテンが開いて……っ」


「な……っ!?　ボ、ボクの解かい析せき結界には何も反応がなかったぞ──！」


「！　しゅ、主任さん！　ねえさまが！」


「……え？」


　在紗に言われて初めて気づいたのだろうか、主任が下方──自分が押さえつけた駆真の頭に目を落とす。


　視界を覆い隠すための、咄とつ嗟さの行動だったのだろう。


　駆真の顔は今、主任の胸元にギュッと押しつけられていたのである。


「あ……！」


　主任が慌てた様子で、駆真の顔を胸から離す。


　すると駆真は、まるで天国を見たかのような表情を作ったまま、後方に受け身も取らずに倒たおれ込んだ。


　無論主任のワイシャツには、明らかに致ち死し量の血液が、べったりと付着している。


「ね、ねえさま──っ！」


「姉さん！」


　急いでワンピースを着込んだ在紗と主任が駆かけ寄よるが──その頃ころにはもう、駆真は動かなくなっていた。





　八月十三日、午前十一時二十分。


　鷹崎駆真、死亡。
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「──悪わりぃけど、越こしてきたばっかだから茶も菓か子しもねーぞ」


　八月十三日、午前十時。


　床ゆかの上にあぐらをかきながら、この家の主あるじである鷹たか崎さき冬ふゆ香かは面めん倒どうそうに言った。


　適当に纏まとめた中ちゆう途と半はん端ぱな長さの髪かみに、化け粧しようっ気けのない顔。装よそおいの方はといえばタンクトップにカーゴパンツという、過か剰じような装そう飾しよくを一いつ切さい廃はいし、動きやすさのみを重視したかのような格好をしている。


　実際口調や仕草にも、あまり気を遣つかったことがなかった。──突然の来客に、先のようなぞんざいな対応をするように。


　鷹崎家に隣りん接せつする家のリビングには今、三人の人ひと影かげがあった。


　一人は無論、今日からここの家主になった冬香だ。


　在あり紗さの実母でありながら、とある理由から長い間蒼そう穹きゆう園えんを離れていた冬香は、ずっと会っていなかった在紗と常に顔を合わせているのが気き恥はずかしくて、鷹崎家の隣となりの家に住まうことにしたのである。


　来客は、それを狙ねらい澄すましたかのように訪おとずれた。


「ふふ、構わないわ。突然来た私たちが悪いんだし」


　そう言って笑ったのは、長い三つ編みをくるりと首に巻いた少女だった。


　いや──少女と言っていいのだろうか。見た目は年若く見えるのだが、どこか老練な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる女である。


　蒼穹園騎き士し団団長・草くさ薙なぎ音ね音おん元げん帥すい。冬香は少女の名を頭の中で思い起こした。確か先日初めて遭そう遇ぐうしたとき、そう名乗っていた気がする。


　まあ、彼女が来るのはわからないでもない。空獣エアの〈女王〉たる冬香が蒼穹園に居座ろうというのだ。文句の一つもあるだろう。


　だがわからないのが、もう一人の来訪者である。


「…………」


　冬香は無言で、音音の隣に座る小こ柄がらな少女に目をやった。確か先日、駆かる真まと一いつ緒しよにいた在紗の友達だ。


　歳としは在紗と同じくらいだろうか。長い前まえ髪がみに、分厚い隈くまに飾かざられた双そう眸ぼう。夏場だというのに、肌はだの露ろ出しゆつを徹てつ底てい的に嫌きらったかのような格好をしている。


　少女は冬香の視線に気づいたのが、床に正座したままぺこりと頭を下げてきた。


「……きちんとお話しするのは初めてかもしれませんね。私は蒼穹園騎士団団長──草薙沈しず音ねと申します」


「あ？」


　眉まゆを歪め、ちらと音音の方を見やる。団長は彼女ではなかっただろうか。


「ええと、簡単に説明するとね」


　冬香の疑問に答えるように、音音が説明を始める。


　沈音こそが真の元帥であること。音音と呼ばれている存在は影かげ武む者しやであり、オトという名の魔ま人じんであること。そして──沈音は人工的に作られた空獣エアと人間のハーフであること。


「……ふーん」


　一通り説明を聞き終え、冬香は頭をかきながら吐と息いきした。


「なーるほどねぇ。なかなか難なん儀ぎなことになってやがんな。……で？　今日はそのお偉えらい元帥様が一体何の用だってんだ？」


「……一つは、警告に」


「ああ？」


「……あなたは最低でも半年間、この町に住むのでしょう？」


「ん、まあ、そうだな」


「……それならば、蒼穹園の刑けい法ほうおよび民法、それと中ちゆう央おう都との都市条例に抵てい触しよくせず生活することを約束していただきます」


「はぁ？」


　突然そんなことを言われ、冬香は素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「……もし了りよう承しようできないというのなら、先日の騎士団本部襲しゆう撃げきの案件で、あなたを拘こう束そくしなければなりません。ついでに不法入国、不法滞たい在ざいの余罪もつけましょう」


「……あ？」


　冬香は視線を尖とがらせ、沈音を睨にらみ付けた。


　別に彼女が間ま違ちがったことを言っているわけでないことは理解できている。冬香が騎士団の本部を半はん壊かいさせ、多数の重軽傷者を出したのも事実である。冬香自身悪いことをしたとは思っているし、騎士団長としては、冬香を放ほうっておくことなどできないのだろう。


　だが、つまらないプライドと自覚しながらも──沈音が事も無げに冬香を拘束する、と言った点だけが引っかかった。


「言ってくれるね、嬢じようちゃん。あたしがそんなに簡単に捕つかまってやると思ってんのか？」


「…………」


　凄すごんでみるが、沈音はピクリとも表情を変えなかった。


　代わりに、彼女の後ろに控ひかえていた魔人・オトが前に進み出、冬香と沈音の間に入り込んできた。


「うふふ、なら私からも訊きくけれど。本当に何の方策もなく、お嬢様がそんなことを言うと思っているの？」


「…………」


　冬香はオトを睨ねめ付つけ、フンと息を吐はいた。


　魔人と呼ばれる、古代・皇おう華か栄えい禅ぜん帝てい国こくの機き巧こう人形。


　母に──つまりは先代の〈女王〉に伝え聞いたことがある。かつてこの蒼穹園に魔ま獣じゆう軍が転送されてきたとき、人類を護まもった最強の戦士。一体で数千数万の獣けものを屠ほふる、人の形をした人でないモノ。


「大した自信だな、人形。ただの雑魚ざこ魔獣倒たおしてるくらいでいい気になってんじゃねーぞ」


「ご挨あい拶さつね。獣の大将はやっぱり嚙かみ付くしか能がないのかしら？」


　冬香とオトが、息づかいが感じられるような距きよ離りで睨み合う。


　空獣エアの〈女王〉と、皇華栄禅の魔人。恐おそらく蒼穹園全土でも最強ランクの二人が今、静かに火花を散らしていた。


　──が、その拮きつ抗こう状態はそう長くは続かなかった。理由は単純。凄んでいたオトの髪の毛を、後ろから沈音が引っ張ったからである。


「ぐえ」


　なんて、間ま抜ぬけな声を出しながら、オトが頭を後ろに反らした。


「喧けん嘩かを売りに来たわけではないと事前に言っておいたでしょう。何を聞いていたの」


「で、ですがお嬢様……」


「何？　私の耳に入れる価値のある情報ならば聞いてあげる」


「……いえ、何でもありません」


「そう。なら少し黙だまっていなさい」


「……はい」


「黙ってろと言ったばかりなのに声を発するなんて、さすがガラクタ脳ね」


「…………」


「返事くらいしなさいこの木偶でく」


「……は、はい……」


　理り不ふ尽じんな罵ば倒とうに、オトが、恐らく冬香に比ひ肩けんしうるであろう数少ない戦力が、恐きよう縮しゆくするように頭を下げる。


　その様さまが妙みように可笑おかしくて、冬香は思わず口元を緩ゆるめてしまった。


　しかし冬香は口を覆おおい隠かくすと、どうにか笑えみを消してから沈音に目を向け直した。


「ふん、まあいいや。今回の件に限っちゃ、悪ぃのは全面的にこっちだかんな。──要は蒼穹園で犯罪行こう為いをするなって話だろ？　それくらい言われなくてもわかってるよ。こっちだって変に目立ちたかねーんだ」


「……結構。ではもう一つ」


「あ？　まだあんのかよ」


「……はい。というか、法と条例を遵じゆん守しゆしていただくのは常識中の常識です。騎士団襲撃の件を不問にしている分、感謝して欲しいくらいです」


「へえへえ。……で？　もう一つってのは？」


　冬香が半眼のまま肩かたをすくめると、沈音が少し手に力を入れながら次の言葉を発した。


「……あなたの言うことを聞く古来種の空獣エアにだけで構いません。もう、人を襲おそわないよう命令してください」


「あ？　何言ってやがんだ」


　冬香は半眼を作り、頰ほおをかいた。


　そんな反応が不満だったのか、沈音が少し眉をひそめてくる。


「……あなたは──」


「ンなもん、とうの昔にやってるわ。ここ十年で人間襲ってるのは、適応種か、あたしの命令が届ききってない奴やつだけだよ」


「…………！」


　沈音があからさまに驚おどろいた顔を作ってくる。


　しかしすぐにコホンと咳せき払ばらいをすると、平然とした様子を作ってあとを続けてきた。


「……そうでしたか。失礼しました。──では、最後に一つ」


「おいおい……まーだ何かあんのかよ」


　冬香がうんざりと言うと、沈音はオトにちらと目配せをした。


　オトが、平たい箱のようなものを鞄かばんから取り出して沈音に手て渡わたす。


　沈音はそれを、両手で冬香の方にスス……と差し出してきた。


「……これは？」


　怪け訝げんそうな顔を作り、訊たずねる。


　それはそうだろう。いきなり、『蕩とろけるように旨うまし！　銘めい菓か・そうきゅんまんじゅう』なんてポップなロゴと、やる気無さそうな目をしたマスコットの絵が描かかれた箱なぞ手渡されても、どんな反応を示せばいいのかわからない。


「……友達のお母様に挨拶に伺うかがうのに、手ぶらでなんて草薙の名が許しません」


「だからって、これ……」


「……？　甘いものはお嫌いでなかったと記き憶おくしていますが」


「いや、そーだけど」


　冬香はしばらくそれをジッと眺ながめ──今度は堪こらえきれなくなって吹ふき出した。


「ぷ──っ、ははっ、はははははははははっ」


　そしてひとしきり笑ったあと、そうきゅんまんじゅうの箱を手に取り、きょとんとした様子の沈音に目を向ける。


「おまえ、変な奴だな」


「…………！」


　冬香の言葉に、沈音はさも意外そうな表情を作った。


「……そんなこと、初めて言われました」


「あ？　そうなのか？」


「……はい。意外です」


「お嬢様は引きこもりなので、そもそも言われる機会が──」


「…………」


　何やら言いかけたオトが、言葉を途と切ぎれさせる。どうやらまたも沈音が彼女の髪かみを引っ張ったらしかった。





　　　　　　　◇





「ええと……ごめん、ちょっといきなりすぎて理解が追いつかない」


　額に手を当て、眉をひそめながら、駆真は難しげに呟つぶやいた。


　だが駆真ならずとも、今この状じよう況きように直面すれば、駆真と同じような反応をするに違ちがいない。実際、駆真の隣となりに腰こし掛かけた在紗も、似たような表情を構築している。


　否いな、正しく言うのならば、在紗の驚きは駆真以上かもしれなかった。


　何しろ──


「あっはっは、まあ仕方ないよな。いきなりンなこと言われたらあたしだって驚くし」


　なんて、大おお股また開きでソファに腰掛けて笑う少女が、未来の在紗であると言うのだから。


　駆真は視線をちらと上げ、少女の容よう貌ぼうを見取った。──どこかで似たような人物を見たことがある気がするのである。


　綺き麗れいな白はく髪はつは短めに刈かられ、Ｔシャツにデニム地のショートパンツという動きやすそうな装よそおいと相まって、今の在紗とはまた違った、活発な印象を見せている。


　正直この在紗もアリといえばアリなのだが──あまりにも現在の在紗の印象と違いすぎて、少々適応に時間がかかりそうだった。


「ああ──そうか」


　数瞬のあと、駆真は気づいた。


　先ほど感じた感覚の正体。──この未来の在紗は、在紗の実母である鷹崎冬香にそっくりだったのだ。


　容姿が似ているのは当然として、その装いや振ふる舞まいなどが、完全にそちらの方向に行ってしまっているのである。


「ええと、在紗？」


「ん、何だいねーちゃん」


「何、ねえさま」


　声をかけると同時に、二人の在紗に視線を向けられた。在紗たちは二人して目を見合わせると、合わせたように苦く笑しようを浮うかべる。


　そして未来の在紗が、小さくあごを上げた。


「んじゃアレだ。あたしのことは『シロ』って呼んでくれ」


「シロ？」


　駆真が首を傾かしげながら返す。と、未来の在紗──シロはまたもあははと笑ってみせた。


「ん。友達が付けたあだ名なんだけどよ、おかしいと思うよな？　あたしは犬かってーの。全身白いからシロって、安直にもほどがあるだろうに。しっかもシロで在紗とか続けて読んだらシロアリじゃねえかよ。あっはっは、あー苦し」


　駆真と在紗は改めて、シロと今の在紗のあまりの違いに目を見合わせた。


　と、シロが思いだしたかのように眉まゆを跳はね上げてくる。


「ん、そういやねーちゃん？　何か訊きたいことでもあったのか？」


「え？　ああ……うん」


　駆真は頰をかきながらこくんと首を前に倒たおした。


「ええと、このままだと私は死んでしまうんだよね？」


「ん、そうだ」


　シロが腕うでを組み、うなずく。


　駆真と在紗は、既すでにシロに一通り説明を受けていた。──簡単に言えば、このままだと駆真が〈アンノウン〉という謎なぞの人物に殺されてしまうらしい。


　いろいろ訊きたいことはあったのだけれど、駆真は一番初めにこう口を動かした。


「……もしかして、私が死んでから、シロは義姉ねえさんに引き取られた？」


「ああ、そうだよ。んーでイチっから鍛きたえ直してもらったんだ」


　言って、フン！　と拳こぶしを握にぎり、力こぶを作ってみせる。なるほど、細身ながらもしっかりと鍛えられている。


　確かに頼たのもしくはあったのだけれど、駆真は「やっぱり」と額に汗あせを滲にじませた。鍛え直してもらったとかそういうレベルではない。もう性格まで完全に受うけ継ついでしまっている。


　しかしシロはそんな駆真の様子を気にも留めず、あとを続けた。


「主任──あたしんときに現れた未来の在紗が言ったんだ。『ボクは頭は良かったけれど、いざというときに姉さんを助けるだけの力がなかった。頭脳は、ボクが補う。だから、君は強くなれ』ってな」


　そう言って、少しだけ神しん妙みような面おも持もちになる。


「補う……？」


　シロの言葉に首を傾げたのは在紗だった。


「ああ。主任が未来に帰る前に、あたしに自分の記憶を残していったんだ。──あたしが成長して過去に戻もどったとき、今度は絶対にねーちゃんを救えるように、ってな」


　頭をぽりぽりかきながら、シロが口元をニッと笑みの形にする。


「主任が子供のときにはリサっていう、騎き士しになった在紗が来たらしいんだけどよ、そいつでもねーちゃんを守りきることはできなかったらしいんだ。──だから、あたしは別の力を求めた。かーちゃんに師事して、空獣エアとしての戦い方を学んだんだ」


「…………」


　駆真と在紗は、しばしの間無言になった。


　妙に空気がしんみりしてしまったのを感じ取ったのか、シロがまたも笑い声を上げる。


「──ま、あたしが来たからにゃ心配無用だ！　絶対に〈アンノウン〉をとっ捕つかまえてやるからよ！」


　言って、シロはドンと胸を叩たたいた。


「──さって、と。〈アンノウン〉の反応見るために、ねーちゃんと在紗には少し動いててもらいてぇんだが……どこ行く？　あ、デパートは勘かん弁べんな、やっぱりちょーっとトラウマっててよ」


　シロが眉を八の字に歪ゆがめながら笑う。


　シロの話によると、駆真はデパートで、主任の胸に抱だかれて死亡してしまったらしい。駆真としては最高の死に方に思えなくもなかったが……さすがに直接現場に居合わせたシロにとっては嫌いやな記憶であるようだった。


　駆真はううむとうなった。急に行きたいところと言われても、すぐには思い当たらない。


　と、視線を巡めぐらすうち、ふとシロの身体からだに目がいった。


　五年という歳月に育はぐくまれてたわわに実った胸。余分な肉が削そぎ落とされ、きゅっと締しまったウエスト。冬香の鍛たん錬れんの賜たま物ものだろう、健康的な美しさが、そこかしこに溢あふれていた。


　──あー、エロい。これはエロい。まだ十七歳だってのにこれはけしからん。冬香の性格を受け継いで、少し無防備になってるところもまたたまらない。願わくば、もーちょっと、もーちょっとだけ露ろ出しゆつ度どが上がれば……


「……プール」


　気づいたときには、駆真はそんな言葉を口に出していた。


「プール？」


　在紗が、首を傾げてくる。駆真はハッと目を見開いた。


「あ、う、うん。暑いから何となくそう思っただけ……」


　駆真があたふたとしていると、シロがいたずらっぽい視線を向けてきた。


「大だい丈じよう夫ぶかいねーちゃん。水着になんてなったらあたし、ねーちゃん悩のう殺さつしちまうぜ？」


　言って両手を頭の後ろで組み、胸を強調するようにしながら、腰こしを妖あやしく揺ゆらめかせる。


「…………」


　その様があまりに蠱こ惑わく的、かつ扇せん情じよう的で──


　気づくと、駆真の鼻からは夥おびただしい量の血が流れていた。


「ねえさま!?」


「……ッ、やっべ、やりすぎた！」


　シロがソファから立ち上がり、棚たなにあったティッシュを箱ごと投げて寄よ越こしてきた。





　　　　　　　◇





「ふ、ふふ……ふふふふふふふふふふふふふふふ……」


　サングラスにマスク、ついでに暑苦しいコートを装着した槙まき奈なは、自分の部屋に入るなり、のどの奥からそんな笑い声を漏もらした。


　お腹なかを抱かかえた妊にん婦ぷのような足取りで部屋の奥に歩いていき、コートの中に隠かくしていた箱（綺麗にプレゼント用の包装が施ほどこされた上、リボンまでついている）を、裾すそからベッドマットの上にストンと落とす。


「どーしよ……か、買っちゃった……」


　意図しているわけでもないのに、口がにまにまと笑えみの形になってしまう。


　槙奈は心を落ち着かせるために深呼吸をし、変装セットを脱ぬいでいった。


　八月の炎えん天てん下かをこの格好で歩いていたため、マスクやコートは出かける前より少しだけ汗で重量が増している気がする。


　しかし槙奈はシャワーを浴びることもせず、身体にぴったりと張り付いたシャツの胸むな元もとを摘つまんでパタパタとやりながら、ベッドの上に正座してその箱に対面した。


「さっ、てっ、と～♪」


　機き嫌げんよさげに鼻歌なんぞ歌いながら、箱の包装を解ほどいていく。


　すると中から、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ・天使のラヴリーキャンディステッキ』という文字が現れた。


　そう、朝偶ぐう然ぜん目にした女児向けアニメに、光の速さでハマってしまった槙奈は、即そく座ざにデパートに赴おもむき、ステッキを購こう入にゆうしてきたのである。


　……もちろんレジではそれとなく親しん戚せきの女の子へのプレゼント用であることをアピールしながら、架か空くうの名前で領収書も切ってもらった。


　念のため暑苦しい変装までして行ったのだが、結局、誰一人顔見知りに会うこともなく目標のものを買ってくることができた。日ひ頃ごろの行いの賜物だろう。


　箱の縁ふちに貼はってあるセロハンテープを爪つめで切り、中身を取り出す。


　長さ三十センチくらいの柄がらの先せん端たんに、ヒビの入ったハート形のパーツがついており、そこから、天使の羽のようなものが広がっている。槙奈が今朝けさ画面越ごしに見たのと、寸すん分ぶん違たがわぬデザインのステッキである。


「ん、なかなかの完成度ね。ええと、電池は……っと」


　説明書を眺ながめながら、柄つか頭がしらの部分を開き、同どう梱こんされていた電池を装そう塡てんする。


　それから柄のボタンを押すと、作中で流れていた『ちゃー、ちゃー、ちゃららちゃー』というＢＧＭが、ハートの裏側から流れ始めた。


「お、いいじゃないのいいじゃないの。変身時のＢＧＭね」


　槙奈は満面の笑みを浮かべながら、ベッドからピョンと飛び降り、記き憶おくの通りにステッキを持ちながらくるくると回ってみた。


　そしてＢＧＭがフィニッシュを迎むかえると同時に、ビシッと決めポーズを取る。


「甘い香かおりは乙女おとめの証あかし。正義の魂たましい心に宿し、今日も今日とて悪を討うつ！


　──キャンディカルマ、ここに見けんっ参ざん！……なんちゃって」


　と、その瞬しゆん間かん。





　ピロリロリン♪





　不ふ吉きつな音が、槙奈の鼓こ膜まくを揺らした。


「────ッ!?」


　口から手を突つっ込こまれて心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような衝しよう撃げきが、全身を走り抜ぬける。


　槙奈は混乱する思考の中、身体の反射だけに任せて音のした方向に目を向けた。


「あ、あああああああああの……ッ」


　そこには、涙なみだ目めで携けい帯たい電でん話わを構えた盟術師・アステナが、足を震ふるわせながら立っていた。


「み、見てません……っ！　見てませんから……ッ！」


　ギュッと目をつむり、アステナは決まり文句のようにそう叫さけんだ。何も問うていないのに「見ていない」という時点で、もう何かを目もく撃げきしてしまったことを白状しているようなものなのだが。


　しかし槙奈はそんな言葉になど構わず、ただ一点──アステナの持った携帯電話を注視していた。


　今し方槙奈が耳にした音。それは紛まぎれもなく、携帯カメラのシャッター音だった。


　つまり……あの携帯電話は今、槙奈の可愛かわいらしい魔ま法ほう少女ポーズを、ばっちりどっきり撮さつ影えいしてしまったということである──！


「……ぅぁアぁぁぁぁスぅぅぅぅぅぅトゥぇぇぇぇぇぇヌぁぁぁぁ……ッ!!」


　槙奈は目を血走らせると、腹の底をビリビリと震わせるように咆ほう吼こうを轟とどろかせた。


「ひ、ひぃぃぃっ……ッ!?」


　アステナが怯おびえきった声を上げ、たたらを踏ふむように後方へとよろめく。
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　だがそこは一少しよう尉いに宛あてがわれた部屋である。一応個人部屋とはいえ、大した広さがあるわけでもない。アステナはすぐに壁かべに背中をつけ、顔を青ざめさせた。


「……そ、れを──渡わたしなさい……ッ！」


　焦しよう燥そう、狼ろう狽ばい、憤ふん慨がい、絶望──そんな負の感情がぐるぐるないまぜになって、槙奈の形ぎよう相そうを鬼おにの如ごとく変へん貌ぼうさせる。


　そしてそんな表情のまま、槙奈はアステナの手の中にある携帯電話を奪うばい取らんがため、ステッキを持っていない方の手をバッと上げた。


「き、きゃぁぁぁッ！」


　アステナが顔中に汗をびっしりと浮うかべ、叫ぶ。


　だが──彼女も何もせずに追いつめられていただけではないようだった。いつの間にやら彼女の指先には精せい霊れいの光が宿り、複雑な文様を描えがいていた。


「────ッ」


　その方ほう陣じんには見覚えがあった。確か──転移の盟術。恐おそらくアステナは、瞬間移動でこの場から逃のがれるつもりなのだろう。


「ひぐ──っ!?」


　逃にがすわけにはいかない。槙奈はアステナの首元を捉とらえた。アステナが苦く悶もんの声を上げ、組んでいた方陣が乱れかける。


　だが、盟術はもう発動していたようだった。それも──最悪の形で。


「……っ！　な──」


　槙奈はアステナを壁に張り付けたまま、目を見開いた。


　それはそうだろう。何しろアステナの手からこぼれた携帯電話が方陣に触ふれると同時、光の粒りゆう子しになって空気に溶とけ消えてしまったのだから。


「──────」


　槙奈は戦せん慄りつに息を詰つまらせた。奥歯が震える。焦しよう点てんが定まらない。もう十分絞しぼり出だしたと思ったのに、全身から汗あせがどっと噴ふき出す。


「アステナぁッ！　あんたッ！」


「ひィっ……ご、ごめんなさいぃッ！　お、お願いですから命ばかりは──っ！」


　よほど恐ろしい顔をしていたのか、アステナがすっかり怯えきった様子で懇こん願がんする。


「返答次し第だいではマジで殺すわよ……ッ！　あんた今の携帯電話をドコに転送したの!?」


「え……？」


　そんなことを訊きかれるとは思っていなかったのか、アステナが意外そうな声を出す。


「え、えと──効果座標がずれただけですから……多分、最初に私が設定した場所に……」


「だから、それはドコかって訊いてんの！」


「は──はいッ！　ええと……その、カルマ様の……お家うちです……」


「…………ッ!?」


　槙奈はアステナの胸むなぐらを摑つかみ上げていた手から力を抜くと、その場にがっくりと膝ひざと手を突いた。その拍ひよう子しにステッキのスイッチが入ってしまったのか、やたら軽快で場ば違ちがいな音楽があたりに流れ始める。


「あ、あのー……マキナさん？」


　急に消しよう沈ちんしてしまった槙奈を不ふ審しんに、あるいは心配に思ったのか、アステナがその場に膝を折り、槙奈の顔を覗のぞき込むようにしてきた。


「──ふんッ！」


　だが、アステナの顔が視界に入った瞬間、その額に強きよう烈れつなヘッドバットを叩たたき込む。


「のぉッ!?」


　アステナはその勢いに押されるように後方に倒たおれると、額を押さえて派は手でに転げ回った。


「な、何するんですかぁ……」


　数秒後、その綺き麗れいな碧へき眼がんの両りよう脇わきに大おお粒つぶの涙を溜ため、情けない声で抗こう議ぎしてくる。


　しかし槙奈は答えず、ステッキを力ちから一いつ杯ぱい握にぎりしめたままゆらりと立ち上がった。


　そして地じ獄ごくの悪あつ鬼きも裸足はだしで逃げ出すような眼光で、再びアステナを射殺す。


「ま……まままままままままままマキナさん……？　あ、あの、一いつ旦たん落ち着いて……」


「──これが落ち着いていられるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!」


　叫ぶが、槙奈の脳は存外冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきしていた。


　そう、駆真の家に携帯電話が転送されたからといって、まだ駆真の目に触れたとは限らないではないか。


「……鷹崎ん家ちに向かうわよ。手伝いなさい！」


「え……っ、え……っ？」


「返事は!?」


「わ、わかりました……！」


「よろしい！　絶対、絶対鷹崎が写真を見る前にケータイを取り返すのよ……っ！」


　そう、槙奈が十八にもなって魔法少女ステッキを持ってプリティなポーズを取っているなんて、絶対に知られてはならない。特にあの鷹崎駆真には。


　もし槙奈のプリティ写真が駆真に見られてしまったら……あのいけ好かない女は、うっわ何これ。プー、クスクス。鳶とび一いちったらこんな趣しゆ味みあったんだー。ホラ在紗見てごらん、これが成長できない女の哀あわれな姿だよー。ひゃっはははは、これ面おも白しろすぎでしょ。私たちだけで楽しむのは不公平だよねー。よし、じゃあネットにアップしとこうか。本名と役職と住所も添・え・て、なんてことを──まあ、しはしないだろうけれど。


　とにかく槙奈のプライドが許さないのだ。駆真にあの姿を見られたなら、槙奈は殺人犯になるか自殺者になるかを選ばねばならなくなってしまう。


「何やってんの！　早く行くわよ！」


「は、はいぃ……っ」


　槙奈はステッキを箱にしまうと、未いまだ情けなく足を震わせるアステナの手を取った。





　　　　　　　◇





「どうだ、ねーちゃん」


「ん……だ、大だい丈じよう夫ぶみたい」


「えと……こっちはどう？」


「──っ、うん、それも……平気」


　駆真は顔の下半分を拭ぬぐってから、手を見てみた。大丈夫、血は付着していない。せいぜい涎よだれくらいである。


　──今鷹崎家リビングでは、夢のような祭典が催もよおされていた。


　駆真が床ゆかにちょこんと座り、その前に、水着姿の在紗とシロが立っているのである。


　在紗の方は、紺こん色いろの学校指定水着だ。


　肩かた口ぐちから臀でん部ぶに向かって、なだらかでありながら柔やわらかそうなラインが描かれているのだが、胸元の『６─３　鷹崎』と書かれた白い布が微かすかに歪ゆがみ、絶ぜつ妙みようなアクセントを加えている。できるだけ色気のないものがいいだろうということで選定されたのだが……ある意味これも破は壊かい力がすごかった。


　対してシロの方は、駆真の水色のビキニを身につけている。


　やはり駆真の見立ては正しかった。五年間修練を積んだシロのプロポーションは、もう駆真なんて目じゃないほどに完かん璧ぺきだった。


　もう、ここが天国、死後の世界と言われても、駆真は何の疑いも持たなかっただろう。


「ん、ホントに大丈夫みたいだな。これならプールでも問題ねえか」


　シロが腕うで組ぐみしながら小さくうなずく。


　先ほどからいろいろと実験をしていたのだが、駆真にかけられた弱体の呪しゆとやらは、特に駆真が想定外の状況で興奮したときに強く反応するらしかった。


　つまりは、単純に在紗の水着姿を見るのでも、事前に覚かく悟ごができていれば、鼻血を噴かずに済むのである。


「んじゃ、行くか。あたしたちはこの上に服着ちまえばいいし」


「あ……はい。そうですね」


　シロに言われて、在紗が小さくうなずく。


「よし、じゃあ私も用意してくるね」


　床に正座していた駆真も、ゆっくりと腰こしを上げ、水着を用意しようと廊ろう下かに足を向ける。


　と、その際、リビングのテーブルの上に奇き妙みようなものがあることに気づいた。


　携帯電話である。しかも、駆真や在紗のものとは機種が違ちがう。


「これ、シロの？」


「うんにゃ。あたしのはこっち」


　と、水着の上からショートパンツを穿はいていたシロが、後ろのポケットから厚めのカードのようなものを取り出してみせる。どうやら、五年後の携帯電話らしい。


　とすると、これは一体誰だれのものだろうか。駆真は首をひねりながらその携帯電話を手に取ってみた。


「これは……三み谷や原はらの？」


　そう、その携帯電話は、駆真の同どう僚りよう・三谷原雄ゆう一いちのものだった。


「何故なぜこんなところに。前来たときに忘れていったのか？　いや、しかしさっきまでこんなところに携けい帯たいなどあったか……？」


　眉まゆをひそめる。だが結局、駆真が見過ごしていたという答えくらいしか出なかった。仕方なく、それをポケットに突つっ込こむ。


「まあついでだ。プールの帰りにでも返してやるか」


　独り言を呟つぶやいてから、再び足をリビングの出口に向ける。もう在紗とシロは、ほとんど準備を終えていた。


「あの……ねえさま？」


　と、自分の部屋に向かおうとした駆真に、在紗がおずおずと声をかけてくる。


「どうしたの、在紗」


「えと──その、プールなんだけど」


「……？　うん」


　駆真が小首を傾かしげると、在紗はこくんと唾だ液えきを飲み下してから顔を上げてきた。


「か、かあさまも一いつ緒しよに行っちゃ……駄だ目め、かな？」


「義姉ねえさんも？」


　在紗の急な提案に、少し驚おどろく。


　だが、駆真はすぐに優やさしげな笑えみを作ると、在紗の頭をそっと撫なでた。


「もちろん、いいよ。じゃあ呼びにいこっか」


「──！　うん！」


　在紗が、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。


　今鷹崎家の隣となりには、在紗の母・冬香が住んでいた。だが十余年振ぶりの再会を果たしたばかりの母子は、まだ触れ合い方を模も索さくしているような感があったのである。


　在紗はもちろん、冬香もああ見えて不器用な人だから、互たがいに歩み寄るタイミングがわからないでいるのかもしれなかった。


「シロ、義姉さんも連れていって大丈夫かな？」


　振ふり向むき、一応シロにも確かく認にんを取る。


　シロは親指をビッとたて、ウインクをして見せた。


「もっちろん。──ただ、あたしのことは適当に誤ご魔ま化かしといくれ。こっちも時の神だまくらかして来てる上、歴史改変は誉ほめられた行こう為いじゃねえからな」


「ん、わかったわ」


　駆真は首しゆ肯こうしてから、庭に面した大きな窓に目を向けた。ちょうど、冬香が住む家のある方角である。


「玄げん関かんから出るよりこっちの方が早いかな」


　言うと、在紗が何かを思いだしたかのように苦く笑しようする。


　それはそうだろう。何しろ冬香は、鷹崎家の隣の家を買うなり、二つの家の敷しき地ちを隔へだてるブロック塀べいを、派手に破は砕さいしてしまったのだから。


　駆真と在紗は窓から庭に出ると、サンダルを引っかけ、隣の家の敷地に入っていった。


　そして窓をコンコン、とノックしてやる。


『……あ？』


　床の上にあぐらをかいていた冬香が、音に気づいてかこちらを向く。在紗が、それに合わせて少し恥はずかしそうに手を振った。


　すると冬香も表情をパッと明るくし、そのままぐるんと床の上を後転して、器用に足の指で窓の鍵かぎを開けた。


「おう、どーした駆真、在紗！」


　そしてそのままブレイクダンスのように身体からだをひねると、一度も床に手をつかずに立ち上がってみせる。在紗が目を丸くしてパチパチと拍はく手しゆをした。


「…………」


　駆真は無言のまま汗あせを垂らした。なるほど、シロは完璧にこの人の教えを継ついでいる。


「なんだよー、黙だまってたらわかんねーぞ」


「……ああ、失敬。これからプールに行こうと思うのですが、一緒にどうですか」


「プール？　あたしも行っていいのか？」


　意外そうな顔をして、冬香が頰ほおをかく。


「うん、行こ、かあさま」


「…………む。お、おう！」


　だが在紗にそう言われた瞬しゆん間かん、冬香は嬉しいんだけど顔に出すのは恥ずかしい、というように口をモゴモゴさせてから、力強く首を縦に振った。


　しかしすぐに、何かを思いだしたかのような顔を作り、部屋の奥に視線を送る。


「あー、そういや今客来てんだったな。ちょっと待ってくれや、すぐ帰すから」


「客？」


　言われて、駆真は家の中に目を向けた。


　ちょうど影かげになっていたため気づかなかったが、確かに室内には少女が二人確認できた。というかそれは──


「沈音ちゃんに、オトさん？」


　在紗が驚いたような声を出す。


　そう、そこにいたのは、天下無敵の蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団長コンビだった。


「……在紗」


「あらあら、二人お揃そろい？　いいわねえ」


　沈音が小さく顔を上げ、オトが手を振ってくる。二人の性格をよく表した反応だった。


「一体どうして義姉さんの家に……？」


「……ん、ちょっと、野や暮ぼ用ようです」


　駆真が問うと、沈音は歯切れ悪く返してきた。立ち上がり、帰り支じ度たくをし始める。


「……では、私たちはそろそろおいとまさせていただきます」


「え、沈音ちゃん、もう帰っちゃうの？」


「……はい。お邪じや魔まをしてもいけませんし」


　そんな沈音の言葉を聞いて、在紗が、困ったような顔をして駆真を見つめてきた。


　何となく、言いたいことはわかった。微笑ほほえみながら首を前に倒たおす。瞬間、在紗は表情を一気に明るくした。


「ねえ、沈音ちゃん。よかったら一緒にプール行かない？」


「え……」


　在紗に言われて、沈音が意外そうな顔を作り、オトに助けを求めるような視線を送る。


　しかしオトは「ご自分でお決めになってください」というように肩をすくめた。


　沈音はしばし沈ちん黙もくしたあと、「……はい」と首肯した。


「やった。ありがとう、ねえさま」


「ううん、いいよ。……あ、でも水着とかどうしよう」


「あ……」


　そこでようやく気づいたらしい。在紗が呆ほうけたような顔を作る。


　しかし、沈音は平然とした様子で、ポケットから携帯電話を取り出した。


「……もしもし。私よ。至急、私とオトの水着を届けてちょうだい。それと──」


　一いつ旦たん電話を離はなし、冬香に視線を向ける。


「……冬香さん、スリーサイズを」


「あ？　測ったことねーよンなもん」


　沈音はふむとうなると、再び携帯電話に口を近づけた。


「店にある水着全すべてを買ってきてちょうだい」


「……っ!?」


「……そう。ええ、じゃあ、お願い」


　そう言って沈音は、電話を切った。


「……少しだけお待ちいただけますか？　すぐに水着が届きますので」


「えと……それはいいけど、沈音ちゃん？」


「……なんでしょうか」


「……なんでもない」


　言って、在紗が額に汗を滲にじませながら頰をかいた。





　　　　　　　◇





「んのわッ……！」


「わきゃっ！」


「……ひ……っ！」


　転移盟術で、槙奈の部屋から鷹崎家の近くまで瞬間移動した槙奈とアステナは、短い悲鳴を漏もらしながら尻しり餅もちをついた。


　どうやら転移座標の設定が甘かったらしい。二人は地面よりも一メートルほど高い位置に転移してしまったようだった。


「ってて……あんた、ちゃんと座標設定しなさいよね」


「だ、だってマキナさんが急せかすから……」


「何よ、私が悪いっての？」


　小声で会話しながら、槙奈はふと眉をひそめた。


　自分たちがここに現れたときに聞こえた小さな悲鳴。それが、一人分多かった気がしたのである。


　ついでに、地面に尻をついているはずなのに、何故か柔やわらかい感かん触しよくが感じられる。


「…………げ」


　不ふ審しんに思って視線を下方に移動させた槙奈は、顔を引きつらせた。


　槙奈は今、細身の少女の背中に跨またがるように乗ってしまっていたのである。恐おそらく、運悪く少女の上に転移してしまったのだろう。


「ご、ごめん……っ！」


　小声で謝りながら、慌あわてて少女の上から退のく。


「……う、うぅ……」


　少女は苦しげにうめき、背をさすりながら身を起こした。


　キャスケット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっているため目元は窺うかがい知しれないが──口元が苦く悶もんに歪ゆがんでいることだけはわかる。槙奈は少女の服から砂を払はらいながら、もう一度謝罪した。


「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……」


　少女が苦く笑しようしながら、小さく首肯してくる。鈴すずの音ねのような綺き麗れいな声だった。


「ほんっとごめん。もう、こいつがちゃんと座標設定しないもんだから……」


「ちょっ……マキナさん！」


「しーっ」


　大声を上げかけたアステナを制するように、鼻に指を一本当てる。


　何しろここは鷹崎家の塀へいのすぐ外。窓からリビングの様子が窺えるくらいの位置なのだ。無む闇やみに声を上げては気づかれてしまう。


　アステナは少し不満そうな顔をしながらも、それきり押し黙った。


「……って、悪いついでにアレだけど、あんたこんなところで何してんの？」


　槙奈が少女に視線を戻もどし、首を傾かしげた。


「え……っ？」


　少女が、すこし驚いた様子を見せる。


「いや、こんな狭せまい路地で何してるのかなーって思っただけ」


「えと……その……」


　少女が顔をうつむかせ、口ごもる。槙奈は不審そうに眉まゆを歪めた。だが、


「……マキナさん、マキナさん」


　すぐにアステナに呼ばれ、少女から視線を切ってそちらに向かう。


「何、どうしたの」


「ほら、あれ見てください、あれ」


　アステナが塀の穴に顔を近づけた状態のまま、鷹崎家の方を指さす。


「……っ！　あった！」


　リビングのテーブルの上に、先ほどアステナが転送した携けい帯たい電でん話わが確かく認にんできた。


　ちなみにリビングには駆真の姿もあったのだが、何故なぜかソファではなく床ゆかに正座していた。しかも彼女の目の前では、姪めいの在紗と見知らぬ少女が水着姿を披ひ露ろうしている。一体何が起こっているのかまるでわからなかった。


「あいつ何やってんの……？」


「さ、さぁ……」


　槙奈とアステナは、似たような表情を作って呟つぶやいた。


「……っと、ああ、ごめんごめん、無視しちゃって──」


　と、槙奈が先ほどの少女の方を向く。が、もうそこには、少女の姿はなくなっていた。


「あれ……どこ行っちゃったんだろ」


　気にならなくはなかったが、槙奈はすぐに少女のことなど忘れることになってしまう。何故なら──視線の向こうで駆真が、テーブルの上の携帯電話に気づいてしまったからだ。


「──ッ！　やめッ……見るなっ！」


「お、落ち着いてくださいマキナさん……っ」


　だが駆真は携帯電話を開かず、そのまま何故かズボンのポケットにしまい込んだ。


　それを見た槙奈は、一いつ瞬しゆん息を吐はいてから、玄げん関かんの方に足を向ける。


「ま、マキナさん？　どこへ？」


「決まってるでしょ。鷹崎ん家ちに行って、隙すきを見てケータイ取り返してくんのよ」


「で、でも理由もなくいきなり行ったら不自然じゃないですか……？」


「仕方ないでしょ。遊びに来たって言えば入れてくれ……」


「ますかねえ……？　あのカルマ様が」


「……と、とにかく、行くしかないの！」


　鼻息荒あらくアステナの手を取る。が──


「……っ！」


　槙奈はすぐに、その場にしゃがみ込んだ。


　駆真と在紗が窓から庭に出て、槙奈たちの方へ向かってくるではないか！


「え、どうしだんですかマキナさ──ふぐっ!?」


　槙奈はアステナの口を塞ふさぎながら息を殺した。


　──緊きん張ちよう。塀を隔へだてたすぐ先を、二人が歩いていく。


　そして何故か滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいされた隣りん家かとの境を乗のり越こえると、隣となりの住人と何やら話し込み始めた。


　会話を聞くに──どうやら駆真たちは、プールに行こうとしているらしい。


「プール……か」


　槙奈は眉まゆ根ねを寄せて考え込んだ。


「上手うまくすれば──いけるかも」


　と、そこで、槙奈は腕うでにかかる抵てい抗こうが少なくなるのを感じた。


　不審に思って見てみる。……腕の中で、アステナがぐったりと気を失っていた。





　　　　　　　◇





「っはぁー！　夏って感じだねぇー！」


　市民プールに着くなり声を上げたのは、駆真のビキニに身を包んだシロだった。


　広大なプールを睥へい睨げいするように片足を飛び込み台に乗せ、胸を張るように腕組みをする。


　最近改装をしたばかりなので設備は綺麗なものであるのだが、人の数はそこまで極きよく端たんには多くなかった。恐らく、近所にオープンしたというウォーターアトラクション施し設せつに客を取られてしまったのだろう。


「なあ、駆真。さっきから気になってたんだけど、あいつ誰だれなんだ？」


　シロの背中を指さしながら、フラワー柄がらのビキニに着き替がえた冬香が訊たずねてくる。


「ん──騎き士し団の知人です」


　駆真は視線を合わせぬまま、適当に答えた。


「ふーん……なーんか親近感っつうか、他人に思えない気がしてよ」


「気のせいでしょう」


「名前は？」


「シロです」


「シロ？　なんだそれ、いじめか？」


「いえ、彼女の出生直前、家で飼っていた犬が亡なくなったそうで」


「それで？」


「彼女が生まれたとき、全身が真っ白かったので、ペットロス症しよう候こう群ぐんに陥おちいりかけていた母君が『この子はシロの生まれ変わりよ！』と、無む理り矢や理り名付けてしまったそうなのです」


「な、なるほど……そりゃ難なん儀ぎな話だな」


　冬香がシロに、どこか同情めいた視線を送る。無む論ろん、駆真の話は全部適当なのだが。


「ねえさま、かあさまっ」


「……ま、待ってください、在紗……」


　次いで駆真たちの後ろから、揃そろいのスクール水着を着た在紗と沈音が、腰こしに浮うき輪わを装着しながらトテトテと早足で歩いてくる。


　在紗はまだしも、何故沈音まで学校指定のものにしたのか不思議だったのだが──どうやら単純に、沈音がこれくらいしか着たことがなかったから、らしい。


　そして最後に、オトがゆったりとした足取りで歩いてくる。


「……オト」


　その格好を見て、沈音が半眼を作った。
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　彼女が纏まとっているのは、在紗や沈音と同じようなデザインのスクール水着であったのである。ご丁てい寧ねいに胸むな元もとに『２－７　草薙』なんぞと書かれた布が縫ぬいつけられている。


　在紗や沈音はまだしも、オトくらいの少女が、しかも騎士団長としてメディア露ろ出しゆつする機会も多い人物がこのような格好をしているのは、いやが上にも目を引いた。


「はいはい、なんですか？」


「…………」


　沈音が無言でオトの方に歩いていき、ちょいちょい、と手招きをする。


「はいはい？」


　と、オトがそれに従い腰を折ると、それに合わせてあごに見事なアッパーを決めた。


「痛っ、何をするんですかお嬢じよう様さま」


「黙だまりなさいポンコツ。何故よりにもよってそれを選んだの」


「いやー、高校に通ってたときの思い出を嚙かみしめつつ」


「騎士団長のイメージを考えなさい。今すぐ着替えてらっしゃい」


「はーい……」


　オトは不満そうに唇くちびるを尖とがらせながらも、素す直なおにロッカーに戻っていった。


「……すいません、お騒さわがせしました」


　沈音がこちらに向き直り、ぺこりと礼をする。


　と、それに合わせたように、今度は冬香が自分の身体からだをペタペタと触さわりだした。


「どうかしましたか、義姉ねえさん」


「いや、なんかロッカーの鍵かぎが見当たんなくてよ。どっかで落としてきたかな？」


　そういえば、冬香の手首足首には、鍵の付いたベルトが見当たらない。


「やっべ、ちょっと捜さがしてくるわ。先遊んでてくれや」


　冬香は駆真たちの返答を待たず、オトのあとを追うように走っていった。その背に、監かん視し員いんの「こらー、そこ走らないでくださーい」という声が響ひびく。


　あとに残された駆真、在紗、沈音、シロの四人は数秒の間顔を見合わせてから、一いつ斉せいに肩かたをすくめた。


「じゃあ、先に遊んでようか。そっちに子供用の浅いプールがあるみたいだから……」


「ふふ、浮き輪があるから大だい丈じよう夫ぶよ、ねえさま」


「ええ？　本当に大丈夫？　沈音ちゃんは？」


　駆真が目を向けると、沈音は少し肩を震ふるわせてからこくこくとうなずいた。


「んー、じゃあいいけど……できるだけプールサイドの近くで遊ぶんだよ？」


「はーい」


「……はい」


　在紗と沈音が、同時に手を挙げて返事をし、プールの方に歩いていく。


　駆真はそのあとを追いながら、声をひそめてシロに話しかけた。


「シロ、あなたはどうするの？」


「ん、あたしは後ろから見てるよ。ねーちゃんたちは、あんまりあたしや〈アンノウン〉のことを意識しないように遊んでてくれりゃあいい。──ま、ねーちゃんは興奮しすぎにだけ注意してくれ」


　シロは笑いながら言ってきた。


　実際、一度服を着込んだからなのか、更こう衣い室で在紗とシロが服を脱ぬいだ際、少ないながらも鼻血を出してしまった駆真である。油断は禁物だった。


　と──前を歩いていた在紗と沈音の足が止まる。


　不思議に思った駆真だが、その理由はすぐに知れた。


　何しろプールサイドには、


「フンっ！　フンフンフンフンフンっ！　うぉぉぉぉぉ！　筋肉が！　俺の筋肉が嘶いなないているぅぅぅゥゥぁぁぁッ！」


　なんて、やたら暑苦しい調子で腕うで立たて伏ふせをする禿とく頭とうの大男と、


「──っフゥン。まったく暑苦しいことだね。騎士たるもの、常に余よ裕ゆうと優ゆう雅がさを忘れてはならないというのに」


　と、ビーチベッドに寝ねそべり、ジュースなんぞ飲んでいる不自然な前まえ髪がみを持つ男と、


「あらん？　いいじゃないの。私、男おとこ臭くさいのも嫌きらいじゃないわよ？」


　ビーチマットにうつ伏ぶせに寝ね転ころがる、やたら色気を振ふりまく女がいたのである。


「…………」


　駆真は無言で半眼を作り、温度のない視線で彼らを眺ながめた。


　彼らには見覚えがあった。確か名は〈鉞童子アクスマン〉大だい郷ごう元もと治はる、〈ノーブル・ブラッド〉爽そう世せい寺じ直なお次つぐ、〈完かん熟じゆく女教師・桃もも色いろ参さん姦かん日び〉魅み島しま薫かおる子こ……だったか。


「この人たちって……」


「……まだ中ちゆう央おう都とにいたのですね」


　在紗と沈音が、一歩足を引きながら眉まゆをひそめる。


　そんな様子に気づいたのか、三人衆が一斉に駆真の方を向いてきた。


「ぬぅおおうっ!?　てめえはっ！」


「おやおや久しいね、〈魔ま女じよ〉鷹崎駆真クン」


「あらぁ？　私のことが恋こいしくて来ちゃったのかしらん？」


　──食いつかれた。駆真は見つかる前に立ち去らなかったことを後こう悔かいしながら、大きなため息を吐ついた。


「ときに君」


「……なんでしょう」


　爽世寺が言ってくるのに、敬語で返す。


　一応階級が上であったのが半分、できるだけ距きよ離りを置きたかったのがもう半分である。


「虫が身体にたかってひどく痒かゆいのだが、虫むし除よけを持っていないだろうか」


　言って、至し極ごくさわやかに前髪をふぁさ……とかき上げてみせる。


「駆真ちゃん」


　と、今度は薫子が、いやに色っぽい仕草でトップス部分のホックを外す。


「背中にオイル塗ぬってくれないかしらん？」


　ついでに大郷までが、


「おおう？　オイルか、そいつぁいい。俺にも貸してくれや」


　と、明らかに方向性と用よう途との違ちがうオイルを要求してくる始末だ。


「…………」


　駆真はちらと爽世寺の脇わきに置かれていた小さなテーブルに目をやった。曲がりくねったストローの刺ささったジュースに、アイス（もう溶とけているが）の載のったフレンチトースト、それに付ける蜂はち蜜みつまで置かれている。


「…………」


　そして無言のまま蜂蜜のボトルを手に取ると、三人の背に、腹に塗りたくってやった。


「おお、すまないね。……んん？　気のせいかな。さらに虫たちが集まってきたような気がするんだが。──おぅ、こらこらアリ君。僕の魅み力りよくが人類のみにとどまるものでないことは認めざるを得ないが、さすがに少々求愛が乱暴すぎやしないかい。愛が痛いよ君」


「んっ、やぁん……背中がチクチクするっ……！　でもこれも嫌いじゃない……かも」


「うおぅ……っ、何故なぜだ！　何故ワキにばかり集まるんだ虫たちよ……ッ！」


　三人が、思い思いの声を上げる。その様子を見て、シロが馬ば鹿か笑わらいをしていた。


「さ、行きましょう」


　駆真は三人を無視して、在紗と沈音の背を押した。





　　　　　　　◇





　駆真たちのあとを追って市民プールの更衣室に入り込んだ槙奈とアステナは、人の気配がなくなるのを確かく認にんしてから、足音を殺して駆真のロッカーに歩み寄っていった。


　あらかじめ用意しておいた針金を鍵かぎ穴あなに差し込み、カチャカチャといじくる。


「ま、まだですか、マキナさん……」


「うるさいわね……ッ、ちょっと黙っててよ……！」


　焦しよう燥そうした調子で槙奈が言うと同時、かちりという音が鳴った。


「開いたっ！」


「い、急ぎましょう！」


　急いで扉とびらを開け、手を突つっ込こんで中に入っているものを探さぐる。そして目的のジーンズを引っぱり出すが……そのポケットに、携けい帯たい電でん話わは入っていなかった。


「……ッ、どこいったのよ……っ」


　槙奈は焦あせる気持ちを抑おさえるように呼吸を整えながら、ロッカーの中にあるものを一つずつ取り出していった。シャツ、靴くつ下した、鞄かばん──


　と。


「あら？　槙奈じゃないの」


「……何やってんだ、おまえ」


「──っ!?」


　後方から響いてきた声に、一いつ瞬しゆん作業を中断させられる。


「あ、あわわ……」


　隣となりでは、役立たずの見張り番が、顔を青ざめさせていた。


　槙奈はアステナへの叱しつ責せきも忘れ、身体中を微び細さいに震わせながら振り向く。


　そこには、何故かスクール水着を着た草薙音音元げん帥すいと、先日騎き士し団を襲しゆう撃げきした犯人が、並んで立っていた。


　奇き妙みような取り合わせに首をひねるような余裕もない。必死で脳を回転させ、どうにかこの場を切きり抜ぬける方法を模も索さくする。


　と、音音が槙奈の手元を見ながら「まっ」と驚おどろいた顔を作って口元を覆おおった。


　次いで、襲撃犯が訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せてくる。


「おまえそれ……駆真の？」


「…………？」


　彼女らの言っている意味がわからず、槙奈は自分の手元に視線を落とした。そして、


「……ッ!?」


　自分の致ち命めい的なタイミングの悪さに、凍こおり付いた。


　槙奈は今その手に、シンプルなデザインの下着を握にぎっていたのである。


「あらあら……いつも駆真のことをやたら構うと思ったら、そういうことだったの？」


「うわ……マジで？　恋れん愛あいは個人の自由だと思うけど……下着ドロはさすがに引くわぁ」


　音音と襲撃犯が、示し合わせたように一歩後ずさる。


「ち、違ちが──ッ……！」


「なぁなぁ、ああいうのってやっぱ好きな人のだと嬉うれしいモンなのか？」


「それはそうでしょうね。きっと槙奈もこれからあれやこれやするんでしょうし」


「そ、そんなこと……っ」


　抗こう議ぎの声を上げるが、二人はまるで聞く耳持たず、猥わい談だんをする女子高生のように生き生きと話を続けた。


「あれやこれや？　やっぱ飾かざったり頰ほおずりしたり自分で穿はいてみたりすんのか？」


「いやもうそれだけじゃ済まないでしょう。頭から被かぶってみたり、股また布ぬのの部分を重点的にクンカクンカしてみたり、おもむろに口に含ふくんでみたりするに違いないわ」


「うっへえ。ないわー。クンカクンカはまだしも、口に含むとかないわー」


「まあ、それが槙奈なりの愛の形なんでしょう。好きな人の全すべてを手に入れたいのよ。これはおいそれと駆真に話しかけたら嫉しつ妬とされちゃうかもしれないわね」


「あー、聞いたことあるなそういうの。何つったっけ。アンドレ？」


「ヤンデレね。駆真も愛されちゃって大変ねえ。しかもあの手て際ぎわ……初めてじゃあないわね。きっと使用後の天てん駆く機き関かんに顔を突っ込んでスーハーしたり、ゴミを漁あさって私物をゲットしたりしていたんでしょう。ペットボトルとか歯ブラシとかティッシュとか」


「なにそれこわい。え、もうそれストーカーの域だよな。もしかしてあたし、義妹いもうとのために正義感発した方がいい場面？」


「いえ。槙奈も決して悪気があってやっているわけではないと思うの。ここは優やさしく諭さとすのが人生の先せん輩ぱいの務めじゃないかしら」


「なるほどな、先輩だもんな」


　元帥と襲撃犯はこくりとうなずき合うと、二人同時に槙奈の肩にポン……と手を置き、慈じ愛あいに満ちた笑えみを向けてきた。


「大だい丈じよう夫ぶ、わかってるって。ちょっとやりすぎちまっただけなんだよな？」


「槙奈？　こんなことをしていても辛つらいだけよ。ちょっとだけ勇気を出して、駆真に打ち明けてみましょ？　ね？　私も付いていってあげるから」


「う……う……うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんッ!!」


　槙奈は大声を上げると、駆真のパンツを握ったまま走り去っていった。





　　　　　　　◇





　陽光が水みな面もに反射し、あたりに強きよう烈れつな輝かがやきを放っている。


　気温もそれに比例するように高く、場所によっては陽炎かげろうが揺ゆらめくほどだった。


　まさに真夏日。絶好のプール日和びよりである。


　腹部に浮うき輪わを装着した在紗と沈音は、プール利用客が作る微び妙みような水の流れに身を任せ、ゆらゆらと水面を漂ただよっていた。


「気持ちいいね、沈音ちゃん」


「……はい。でも、少し眩まぶしいです」


　言って、沈音が顔を伏せる。いつも部屋にこもりきりの沈音のことだ。太陽の光にあまり慣れていないのだろう。


「大丈夫？　日ひ陰かげに戻もどろうか？」


「……いえ、平気です。少し、慣れないだけで」


　在紗が言うと、沈音は小さく口元を綻ほころばせた。


「……そういえば、在紗とプールに入るのは、初めてかもしれませんね」


「え、そうだっけ？　沈音ちゃんが学校に通ってたときもプールの授業あった気がしたけど……」


「……そのときは」


　沈音が、ちょいちょいと在紗の背中を指さしてくる。


「あ……」


　そうだった。沈音が小学校にいたときはちょうど在紗の背に羽が現れ始めたときだったので、ずっと体育を見学していたのだった。


「そっか。じゃあ、初めてか」


「……はい。とても、楽しいです。今度は、美み須す々ずも誘さそいましょう」


「ん、そうだね」


「……でも、美須々は私をプールに突き落とすので、気をつけないといけません」


「み、美須々ったら、そんなことしてたの……？」


「……はい。無む論ろん、報復のため水中に引きずり込んでおきましたが」


「沈音ちゃん……」


　言って、苦く笑しようする。


　と──


「きゃ……ッ!?」


　沈音の話の如ごとく、突とつ然ぜん在紗がプールの中に引きずり込まれた。


「……！　在紗……!?」


　気づいた沈音が必死に手を伸のばしてくるが──遅おそい。在紗の小さな身体からだは浮き輪からすぽんと抜け、水中に沈しずんでいってしまう。


「……っ、──っ！」


　突然の事態に混乱し、口から鼻から夥おびただしい量の空気が失われていく。必死に手足をばたつかせるも、在紗の足を捕とらえた手は痛いほどに肌はだに食い込み、離はなれる様子を見せない。


「────、────」


　朦もう朧ろうとする意識の中で、在紗は自分の足を摑つかんでいる犯人の姿を見た。


　ゴーグルなどは着けていなかったため、ぼんやりとしか見えなかったが──


　その手は、不自然なほどに──それこそ在紗の足と何ら変わらないくらいに──白かった。








「……在紗!?」


　プールで水遊びに興じる在紗と沈音を、プールサイドに体育座りしながら、とろけーるような眼まな差ざしで見つめていた駆真は、突然在紗の姿が搔かき消えたのを目もく撃げきして、バッと立ち上がった。


「おい、やべえぞ……っ」


　背後から、焦るようなシロの声が聞こえてくる。


　だが駆真にはそれに返すような余よ裕ゆうはなかった。心臓がドクンと大きく脈打ったかと思うと、急に激痛が走ったのである。


「っ、く、か──は……ッ」


　胸を押さえながら、乾かわいた咳せきをする。


　そういえばシロが言っていた。駆真は今非常に弱った状態であり、過度の興奮の他ほかに、極度のストレスを感じても死んでしまう可能性がある、と。


　恐おそらくは、在紗に危険が迫せまっているというこの途と方ほうもないストレスが、駆真の身体を蝕むしばんでいるのだろう。


　しかし。駆真に大人しくしていることなどできなかった。


「あ、り──さッ」


　霞かすむ視界をギュッと狭せばめ、思い切りプールサイドを蹴けって水にダイブする。


「──っ、馬ば鹿か、ねーちゃんッ！」


　後ろから響ひびいてくるシロの叫さけびも、次し第だいに強くなっていく心臓の痛みも無視し、在紗の沈んでしまった位置に急ぐ。


　幸いまだその場には沈音と、水面に残された在紗の浮き輪が確かく認にんできたので、泳ぎながらでも位置を見失わずに済んだ。身体を患わずらっているとは思えないスピードで、目的の場所に到とう達たつする。


「駆真さん……っ、在紗が……！」


「ん、わかってる！」


　心配そうな沈音に短く答え、駆真は水中に潜もぐると、すぐにぐったりとした在紗の姿を発見した。


「────！」


　さらに強くなる心臓の痛みに耐たえながら、在紗の腕うでを摑み、水面に引っ張り上げる。


「在紗！　在紗！」


　しかし、返事はなかった。


　否いな、それどころか、呼吸の音すらしない。


「……ッ、くそっ！」


　駆真は在紗を抱かかえながら、急いでプールサイドに戻った。


　そして在紗を、その場に仰あお向むけに寝ねかせる。


「ねーちゃん！」


「シロっ……！　在紗に息がない！　っく……」


　またも心臓が痛んできて、駆真は胸を押さえながらうめいた。


「落ち着けねーちゃん！　在紗は助かる！」


「な……に……？」


「あたしが生きてるだろ！　在紗が今ここで死ぬんだったら、あたしは存在しないことになる！」


「！　そう──か……」


　それを認識した途と端たん、駆真の胸から急に痛みが引いていった。


　と、そのとき、後方から野太い男の声が響いてきた。


「はいちょっと！　退どいて退いて！」


　どうやらその男はライフセーバーらしい。仰向けに横たわった在紗の横にしゃがむなり、深刻そうに眉まゆをひそめる。


「呼吸がないな──仕方ない！　人工呼吸だ！」


　言って、在紗のあごに触ふれようとしたものだから、駆真は思い切りその男を蹴っ飛ばし、プールに叩たたき込んだ。


「ぅわぷッ!?　な、何をするんだ！」


「うるさい黙だまれ！　在紗に触れるな！　それなら私がやる！」


「だ、だが素しろ人うとに──」


「私は元騎き士しだ！　訓練は受けている！」


　叫び、在紗のあごをクイと持ち上げ、気道を確保する。


「よっし！」


　それに合わせ、シロが手を重ね合わせて在紗の胸の上に置き、一定のリズムを取りながら力を加え始めた。


　さすがに、わかっている。呼吸がないときは、マウス・トゥ・マウスよりも心臓マッサージの方が遥はるかに優先度が高いと言われているのである。


　とはいえ人工呼吸もまったく無意味というわけではない。在紗の生存確率を少しでも上げるため、駆真は在紗の頭部を押さえ、自分の口を近づけていった。


「…………」


　──これは非常時これは非常時これは非常時。脳内で、三回唱えてクールダウン。


　だけど、嗚呼ああだけど。思えばこんなに近くで在紗の顔を見たのは初めてかもしれなかった。お人形さんのように整った目鼻。最高級の絹糸でも裸足はだしで逃にげ出すような髪かみ。そして──力無く半開きになった、柔やわらかそうな唇くちびる。


　顔が近づくにつれ、動どう悸きと呼吸が速くなっていく。


　──だって、だって、もうあと数センチも顔を下ろしたのなら、あ、在紗の唇と自分の唇がコンニチハしてしまうのである。いやいやいやいや今それは過程で、在紗の気道に空気を送り込むことが目的なわけで、決して特別な意味を持つ行こう為いとかそんなのではないのだ。そう、これは不ふ可か抗こう力りよく。これはノーカン。これは大だい自し然ぜんの摂せつ理り──


「……っ、そうだ、忘れてた！　ねーちゃん！　そのポジショニングはヤバい！　あたしと代わろう！」


　と、駆真の異様な様子に気づいたのか、シロが声を上げてくる。


　だが──


「ぬわ……っ!?」


　突然、何者かに背中を押されたかのようにシロが体勢を崩くずし、駆真の後頭部に覆おおい被かぶさってきた。


　結果駆真はシロの身体に押され──


「────────────────ッ!?」


　何かもう、よくわからなくなった。


　唇が何かに触れた感かん触しよくはあったのだけれど──それが唇であるのか、頰ほおであるのか、額であるのか、その判断さえ、駆真にはつかなかった。


　だってもうその瞬しゆん間かんには、駆真は脳の回路が焼き切れてしまったかのように意識を失っていたのだから。





　八月十三日、十四時十分。


　鷹崎駆真、死亡。
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「…………」


「…………」


「…………」


　鷹たか崎さき家のリビングには、重苦しい空気が流れていた。


　テーブルを挟はさんで、こちらに二人、向かい側に一人の人間が座っている。


　こちらは無む論ろん、駆かる真まと在あり紗さ。


　だがおかしなことに──向かい側にも、鷹崎在紗が腰こし掛かけているのだ。


「…………」


　年の頃ころは十七くらいだろうか、あどけなかった顔立ちに少し大人っぽさが混じってきて、絶ぜつ妙みような美しさを醸かもし出している。


　だが何故かその表情は、暗く沈んだように形作られていた。


　否、それだけではない。妙みように血色が悪く、身体も全体的に瘦やせすぎな感じがする。


　ついでにその在紗は、全身をゴシック・ロリータ調のドレスで覆おおっていたのだが……フリルに飾かざられた袖そで口ぐちから、何故か包帯が幾いく重えにも巻かれた手首が覗のぞいていた。


「あ、あの……」


　沈ちん黙もくに耐たえかねた駆真が声を上げると、未来の在紗はビクッと肩かたを震ふるわせた。


　その様子に、駆真まで驚おどろいてしまう。


「あ、ご、ごめん……驚かせちゃった？」


「…………（ふるふる）」


　未来の在紗が無言で首を横に振ふる。


「えと──在紗……じゃわかりづらいか。なんて呼べばいいかな？」


「…………」


「…………」


「…………」


「……わ、私が決めていい？」


「…………（こく）」


　未来の在紗が、首を縦に振る。


　駆真は額に汗あせを滲にじませながらううむとうなった。


「……じゃあ、『姫ひめ』で」


「ね、ねえさま……」


　隣となりで在紗が苦笑いを浮うかべてくる。まあ仮にも自分が成長した姿である。あまり大おお仰ぎような名前は恥はずかしいのかもしれない。


　でもちらと未来の在紗──姫を見て、在紗は納なつ得とくしたように押おし黙った。


「いいかな？」


「…………（こく）」


　異存はなかったらしい。姫がうなずく。


　先ほどから、ずっとこんな調子だった。


　今日──八月十三日の午前九時頃ごろ、姫は突とつ然ぜん鷹崎家に現れた。


　そして蚊かの鳴くような声で自分は鷹崎在紗であると言い──このままでは駆真は死んでしまうと説明してきたのである。ただし、半分以上筆談で。


　だから妙に時間がかかり、もう時計の針は十時を回っていた。


　加え、一通り説明を終えると、姫はソファに座ったまま完全に口をつぐみ、そのままジッとして動かなくなってしまった。なんとなく駆真と在紗もソファから動けなくなってしまい……現在に至る。
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「えっと……何か飲み物でもいる？」


「…………（ふるふる）」


「あ、冷れい房ぼう効きすぎ？　寒くない？」


「…………（ふるふる）」


　駆真は頰をぽりぽりとかいた。


「え、えと……〈アンノウン〉っていうのが私を殺そうとしてるんだよね？」


「…………（こく）」


「それで、前の私たちはその正体を突つき止とめるために、外出していた……と」


「…………（こく）」


「もしかして、私たちも外に出た方がいい？」


「…………」


　姫はしばらく考え込んだ。


　そして、


「……どこに、行くの？」


　小さな小さな声で、そう訊たずねてきた。


「え？　うーん……」


　自分で話を振っておいて何だが、何も考えていなかった。あごに手を当て悩なやむ。


「そうだな……旅行の買い物にデパートとか」


「…………（ふるふる）」


「え、だ、駄だ目めなの？　じゃあ、暑いからプールとか……」


「…………！（ブンブンブンブン）」


　姫がカッと目を見開き、猛もう烈れつな勢いで首を横に振った。よほどプールが嫌いやらしい。


「じゃ、じゃあ……大人しく家にいた方がいいかな……？」


「…………」


　姫は少し考えるような仕草を見せてから、こくんとうなずいた。


「そ、そっか……」


　駆真は短く答えて、姫から視線を外した。と、その際、テーブルの上に妙なものが置かれているのが目につく。ベージュっぽい色をした携けい帯たい電でん話わだ。


「あれ……？　これって……」


　眉をひそめながらそれを手に取り、姫に視線で問いかける。が、姫は「知らない」と言うように首を横に振った。


「む……」


　姫のものでないとすると、一体誰だれのものだろうか。先ほどまでこんなものはなかったように思うのだが。


「ねえさま、それってもしかして、三み谷や原はらさんのじゃないかな？」


「三谷原の？」


　在紗に言われて、ようやく気づく。


　その携帯電話はベージュなのではなく、元は白かったものに煙草たばこのヤニが付いたもののようだった。


「前来たときに忘れていったのか？　まあいい、あとで返しておくか」


　言って、携帯電話をテーブルの上に置き直した。


　……そしてまた、鷹崎家に沈黙タイムが訪おとずれる。


　チク、タク、チク、タク、と規則的に聞こえてくる時計の音がやけに愛いとおしい。


　駆真はソファの上で少しだけ身をよじった。──なんだか、落ち着かない。


　と、どれくらい時間が過ぎた頃だろうか、廊ろう下かの方からピンポンとチャイムが鳴った。


「────！」


　駆真は長い潜せん水すいを終えて水面に顔を出したかのような表情を作ると、立ち上がって来客の応対をしに向かおうとした。が、


「わ、私が出てくるね！」


　一足早く、在紗がフローリングの床ゆかを走っていった。


「あ、在紗ぁっ……！」


　駆真は不自然な体勢のまま、廊下に出ていった在紗の背に手を伸のばし──姫の視線を感じてコホンと咳せき払ばらいをした。


　再び、姫に向き合う形でソファに腰掛け直す。


「…………」


「…………」


　いや、別に姫と二人きりになるのが嫌だなあとか、気まずいなあとか、そんなことは決して思っていないのだ。年を経ても在紗は在紗。少し不健康そうなところが心配になるが、それがかえって在紗の儚はかなげな美しさを際きわだたせていることも、また覆くつがえしようのない事実であった。


　だからこそ、なんというか、緊きん張ちようする。


　だって姫はさっきから、駆真の全身を、舐なめるようにジッと見つめてきていたのである。


　懐なつかしそうに、愛しそうに、寂さびしそうに。何もものを言わぬまま、視線だけを送ってきていた。


「ぅう……」


　と、廊下の方から複数の足音が聞こえてくる。どうやら在紗が客を招き入れたらしい。


　姫も気になったのか、リビングの入り口に視線を移した。ほうと息を吐はき、駆真もまた首を動かす。


　するとすぐに扉とびらが開き──在紗と、何故か槙まき奈なにアステナが入ってきた。


「鳶とび一いち、アステナ……？」


「は……はぁい、鷹崎」


「ど、どうも……」


　駆真が名を呼ぶと、二人して不自然な笑え顔がおを作りながら手を上げてきた。槙奈は私服姿、アステナもマントを着けていなかったり髪かみ型がたが違ちがったりで、少し印象が違って見える。


「一体何の用だ？」


　眉まゆをひそめ、問う。


「や、やぁーねえ鷹崎ぃ、私たちの仲じゃなぁい。ちょっと遊びに来ただけよー」


　何故かいつもより馴なれ馴なれしく、槙奈が身体からだをくねくねさせながら甘ったるい声を出した。


「…………」


　先ほどよりもさらに訝いぶかしげな顔を作り、槙奈を睨にらみ付ける。


　明らかに様子がおかしいが、駆真はこんな状態の槙奈を以前にも見たことがあった。確か……駆真に蒼そう穹きゆう園えん武会への参加申し込みをさせるため、彼女が擦すり寄よってきたときだ。


　槙奈は駆真と目を合わせないようにあははと笑うと、話題を変えるようにソファに座った姫を指さした。


「そ、そういえばそちらはどなた？」


「…………っ」


　槙奈の視線を浴びた瞬しゆん間かん、姫が肩かたをすぼめ、顔をうつむかせた。


「……！　鳶一、姫をいじめるな！」


「はぁ……っ!?　た、ただ指さしただけじゃないの」


「姫はナイーブなんだ。腐ふ肉にくを食くらい泥どろ水みずを啜すすりながらでも生きていけるおまえとは、根本的に身体の造りが違う」


　駆真がフンと鼻を鳴らすと、槙奈は被かぶっていた猫ねこを力ちから一いつ杯ぱい放ほうり投げ、顔を怒いかりに染めた。


「な、なんですってぇ!?」


「なんだ、できないのか？」


「当たり前でしょ！」


「ふむ、それくらいもできないとは騎き士し失格だな。万が一密林に墜つい落らくし、天てん駆く機き関かんが故障、装備も食料も切れた状態になったなら……おまえは生き残れないのだな、鳶一」


「は……っ！　く、ぐぬぬぬぬぬぬぬぬ……ッ。で、できるわよそれくらい！」


「そうか、ならば茶を出してやるから少し待っていろ」


「ちょっ、待ちなさいよ！　なんでキッチンじゃなくて庭に向かっていくの!?」


「最近は天気がいい日が続いたから天然物は手に入らないが……まあ、許せ」


「なんでわざわざ泥水調合しようとしてんのよ！　あるんなら普ふ通つうの水出しなさいよ！」


　槙奈がテーブルをバン！　と叩たたく。


　すると在紗とアステナがその音に驚おどろいたのか肩を震ふるわせ──姫ひめに至っては、身を縮こまらせて頭を抱かかえてしまった。


「っ、だから、姫を怖こわがらせるなっ！」


「……っ、い、今のは悪かったわよ。……ごめんね、驚かせて」


　膝ひざを折り、槙奈が姫に向かって手を合わせる。姫は恐おそる恐るといった様子で顔を上げてから、小さな声で、


「……大だい丈じよう夫ぶよ、槙奈さん」


　と言った。


「え？　私の名前知ってるの？」


「…………！」


　姫が「しまった」というような顔を作って、駆真と在紗に視線で助けを求めてくる。


　そういえば、自分が未来の在紗であるということは、駆真と在紗以外には知らせないでくれ、と言われていた気がする。もとい、書かれていた気がする。


　駆真は咳払いをしてから槙奈と姫の間に割り込んだ。


「そんなもの、おまえが槙奈槙奈しい顔をしているからに決まっているだろう」


「ま、槙奈槙奈しい顔って何よ！」


「こんな顔をした人間には鳶一槙奈という名しか付けられないだろう、と憐れん憫びんを以もつて確信せざるを得ない顔のことだ」


「あ、あんたねえっ！」


　槙奈が叫さけびを上げると、またも姫がビクッと肩を震わせた。駆真は仕方なく頭をかく。


「……先ほど私が話しただけだ。聡そう明めいな姫のことだ、私の説明と身体的特とく徴ちようが合がつ致ちしたので、おまえを鳶一槙奈と判別したのだろう」


「あ……そ。ていうか何なのよさっきから姫姫って。名前？」


「ふむ……いや、やめておけ。知らない方がおまえのためだ」


「はぁ？　な、何よそれ……」


　意味深に目を伏ふせて首を振ふると、槙奈が汗あせを滲にじませた。


　しかしそれ以上は追つい及きゆうしてくる気はなかったようで、槙奈はちらちらと姫の方を窺うかがいながらも、立ち上がって腰こしに手を当てた。


　と──


「ひ……っ!?」


　そこに、アステナの短い悲鳴が響ひびいた。


「……？　どうした、アステナ」


「い、いえ、あれ……」


　アステナが、震える指で窓の方を指さす。


　そこには、


『マぁースぅぅータぁぁぁー』


　なんて言いながら、ガラスに手のひらと顔面をピターっとくっつけている、縫ぬい傷だらけの少女がいた。


「ウタ……か？」


『はいハイ、ウタでスよオ？』


　唇くちびるもぶちゅー、と押しつけられているのだが、何故か器用に言葉を発音してみせる。


　さすがにこのままいられても困るので、ため息混じりに窓の鍵かぎを開けてやった。


　するとウタはキュポン、と吸きゆう盤ばんを剝はがしたときのような音をさせてから窓を開け、室内に入り込んできた。


「どーモドゥーも皆みなさンお揃イデ。今日ハ何かノパーティーで？」


「違う。鳶一とアステナは、おまえと同じく勝手に来ただけだ」


「アラら、ソゥなんでエすカア？　何ダ、じゃアさっキノ人は何だっタんデショう。皆サンお集まリなモノだかラ、てっキリお客サンかと思っちャイましたヨオ」


　ウタがおどけるようにオレンジとシルバーの髪かみを振りながら言う。


　駆真は訝しげに眉をひそめた。


「……？　さっきの人？」


「えエ、エえ。こコにクる途と中ちゆう、お外カラお家うちを見てイル人がイマして……」


　ウタがそう言うと、槙奈とアステナも「ああ」と首しゆ肯こうした。


「そういえば私たちも見たわよ」


「ええと……あの帽ぼう子しの方ですよね？」


「オお！　ソウですそうデス！」


「…………！」


　がた、と音を立てて立ち上がったのは、なんと姫だった。皆の視線が集まるのも構わず、唇を動かす。


「……それは、どんな人？」


　やはり小さな声だったけれど、目に強い意志の光を灯ともしながら、姫が言った。


「どんなって……大きなキャスケット被ってて顔は見えなかったけど……」


「多分十代後半くらいの女の子……ですよね。すごく色白で綺き麗れいな手足をしてました」


「マアあれデス。つまルとコロ──」


　槙奈、アステナに続き、その人物の説明をするのかと思ったら、ウタはおもむろに両手で自分の頰ほおを引っ張った。


「う、ウタさん……？」


　在紗が不思議そうに目を丸くする。


　それはそうだ。何しろウタの顔は、つきたてのお餅もちのように、うにょーん、と伸のびていたのだから。


「えエと、確かコンな感じデシたかねエ」


　言うと、ウタは目にも止まらぬ速さで手を動かし、顔をこねていった。まるで粘ねん土ど細ざい工くの如ごとく、彼女の顔が変化していく。


　それに合わせてウタは身体をひねり、骨（？）をバキバキと鳴らしていった。


　そして数瞬のあと、そこにウタの姿はなくなっていた。


　否いな──正しく言うのなら、ウタが頭頂から爪つま先さきまで、まったく別の人間にしか見えなくなっていたのである。


　身長は姫くらいだろうか。一体どうやったのか、明らかに元のサイズより大きくなっている。


　服はいつもの黒い衣ころもだったのだが、それをおもむろに脱ぬぐと、下から白いタートルノースリーブに暗色のキュロットスカートが現れた。顔の方は槙奈たちが言うように、キャスケットで覆おおわれていて窺い知れない。


「遊び人サン、金きん髪ぱつサン、ドウでしょ。似テマす？」


　声とイントネーションはウタのまま、槙奈とアステナに話しかける。


「いや……まんまだけど、あんたこれ一体どうなってんの？　身長やら服やらまで……」


　槙奈は呆ぼう然ぜんとした様子でウタの全身を目で舐なめ回した。ウタが、少しくすぐったそうに身をよじる。


「ワタクシの身体は現げん性せい分子で構成サレていルので、結構カタチは融ゆう通ずうが利きくンでスヨオ。チャんト声を聞くコトガでキていれバ、一応ソレも再現デきタンですケどネエ。服なンカも、皮ひ膚ふを変化さセテいルだケでス。ダカラ今ワタクシ、オールヌードなんでエスよ。キゃー、ハジカシー」


　ウタがわざとらしく声を上げ、胸むな元もとを隠かくしてみせる。


　だが槙奈はそれには反応せず、感かん嘆たんしながら腕うで組ぐみをしていた。


「はー……すっご。ねえアステナ、これも盟めい術じゆつなの？」


「い、いえ……精せい霊れいを集めていた様子はありません。それに、可視光線をいじって姿を変えて見せたり、幻げん覚かくを見せたりは可能ですが、ここまで完かん璧ぺきな変身は──」


　言って、アステナがウタの身体からだをペタペタと触さわる。


「ああン……っ、金髪サンのえッちィ」


「な……そ、そんなつもりじゃ……」


　慌あわててアステナが手を離はなすと、ウタがカラカラと笑った。


　しかしそんなやり取りの中でも、表情を変えずにジッとウタの姿を見つめている者がいた。──姫だ。


　目をこれ以上ないほどに見開き、憎にくしみさえ感じられるほどの刺とげ々とげしい視線を、ウタに送っている。


「ど、ドウかシマしたカ？」


　ウタもそれに気づいたのだろう、少したじろいだ様子を見せる。


　だが姫は構わず、ウタにツカツカと歩み寄っていくと、おもむろにその帽子を剝ぎ取った。


　しかし──


「ド……どぅモ」


　帽子の下から出てきたのは、ウタの縫いつけられた双そう眸ぼうと、オレンジ色の髪だった。ついでに帽子もウタの身体の一部なのだろう、髪の毛が一房、姫の取った帽子に繫つながっている。


「はあ？　なんで中身はそのままなのよ」


　槙奈が、この場全員の心の声を代弁して言う。


　ウタは少し申し訳なさそうに肩かたをすぼめた。


「む、ムゥ……面めん目ぼくナい……。さスガに見てイナイものハ再現できナイものデ……。こンナことにナルなら、あノトき帽子をヒッペガしておけバよかッタデスかねエ」


　だが姫は落らく胆たんを見せることなく、優やさしく帽子を被かぶせ直した。


「……ううん、大丈夫。ウタさんがその人に会っていてくれて、助かった。……もう、いつもの姿に戻もどっても、平気」


「あ、ソウですカア？」


　言うと、ウタはいそいそと先ほど脱ぎ捨てた黒衣を着込み、身体をウネウネと蠢うごめかせて元の姿に戻っていった。


　元の小こ柄がらな身長に戻ったウタに合わせるように、姫が少し膝をかがめて言葉を続ける。


「……ウタさん。さっきの人の──においは、覚えてる？」


「におい？」


　これは駆真の言葉だった。そういえば思い起こしてみると、ウタはよく鼻をヒクヒクと動かしていた気がする。


「はいハイ、覚えテまアスよオ」


「……！　お願い、その人のところに、連れていって」


「姫ひめ……？」


　駆真が声をかけると、姫は意を決したような顔を駆真に向けてきた。


「……お姉ちゃんは、待っていて。きっと……わたしが、救うから」


「で、でも──今のが〈アンノウン〉なんだとしたら、姫も危険──」


　駆真が言いかけるも、姫が手を掲かかげて制止してきた。


「……わたしは、リサほど速く、ない。……主任ほど頭もよく、ない。……シロほど力も、ない。……でも、わたしは、強い。負けない」


　辿たど々たどしく、聞き取れるかどうかくらいの声。


　嗚呼ああそれなのに、その言葉には、有う無むを言わせぬ力があった。


「……ウタさん、お願い」


　改めて、姫がウタに言う。するとウタは、駆真に許可を求めるように首を傾かしげてきた。


「…………っ」


　駆真は数瞬の間迷っていたが──ついに折れ、首を縦に振った。


「はいハイ、ウンじゃあ了りよう解かいしまシタ。任せテくだサイなー」


　ウタはことの重要性を理解していない様子で、バタバタと手を振ると、そのまま窓から外に出ていった。


　そのあとを追い、姫が床ゆかを蹴ける。黒いスカートと白いレースが揺ゆれた。


　どうやら靴くつは庭の方に置いてあるらしかった。そのまま靴を履はき、ウタとともに塀へいを飛とび越こえていく。


「……ふはー」


　怒ど濤とうの展開のあと、そんな間の抜ぬけた息を吐はいたのはアステナだった。


「な、何だったんですかね、今の……」


「さあ……でもなんかいろいろ凄すごかったわね……」


　槙奈が相づちを打つようにうなずいて、ソファに座り込む。


「……おい」


　駆真は、そんな槙奈に半眼を送った。


「な、何よ」


「何よ、ではない。何を勝手に居座ろうとしている。用がないのなら早く帰れ」


「よ、用ならあるわよ！　ねー、アステナ」


「そ、そう……ですね」


　槙奈に同意を求められ、アステナが弱々しく返す。


「ほう、何だ。言ってみろ」


「それは──その、ほら、あれよ」


「…………」


　駆真は無言で槙奈の手を摑つかむと、器用にひねり上げて立ち上がらせた。


「あだだだだだッ！　何すんのよ鷹崎っ！」


「うるさい黙だまれ。今こちらは忙いそがしいんだ」


　何故かしつこく部屋に残ろうとする槙奈をどうにかソファからひっぺがし廊ろう下かの方に引きずっていく。


　だが槙奈の抵てい抗こうも相当なものである。途中、体重で劣おとる駆真は力負けし、近くにあった棚たなを巻き込んで、二人して転んでしまった。


「く……」


「ぬぉわ……っ！」


　ドンガラガッシャンとけたたましい音を立てて棚が横転し、上に置いてあった時計や、中に収められていた小物などが宙に舞まった。


　したたかに打ち付けた臀でん部ぶをさすりながら身を起こす。──と、駆真は床に落ち、背面のパーツが外れてしまった時計を見て眉まゆをひそめた。


「……なんだ、これは──」


　時計の中から、小さなレンズの付いた黒いプラスチックの塊かたまりが顔を出していた。不ふ審しんに思って時計を手に取ってみる。


　駆真は戦せん慄りつに息を詰つまらせた。


　その塊は、小型のＣＣＤカメラだったのである。


　時計を分解し、文も字じ盤ばんを光に透すかしてみると、真ん中より少し上あたりに、小さな穴が開いていることがわかった。


「ったた……何、どうしたってのよ鷹崎」


「……隠かくしカメラだ」


「え？」


「────！」


　と、駆真の言葉に、在紗が驚おどろいたような顔を作った。


「ねえさま、それ──」


　言って、駆真の手にあるカメラを指さしてくる。


　駆真は自分の浅せん慮りよを呪のろった。これでは、在紗を不安にさせてしまうだろう。


　しかし在紗は怖こわがる様子もなく、何かを思いだしたかのように手を打った。


「そうだ……すっかり忘れてた。うちに隠しカメラが仕し掛かけられてたの」


「は……？」


　駆真が呆ほうけたような声を出す。と、在紗が別の棚の上から、これまた小さなカメラを引っぱり出し、駆真に手て渡わたしてきた。


「……っ、在紗、一体いつこれのことを……？」


「ん……ねえさまの身体と入いれ替かわったのが戻ったあと、家に沈しず音ねちゃんが来て、そのときに偶ぐう然ぜん見つけたの。ねえさまに言っておかなくちゃって思ってたんだけど、いろんなことが重なりすぎて忘れてたの……ごめんなさい」


「ッ！　う、ううん！　在紗は何にも悪くないよ！」


　しゅんとして顔を下げた在紗に、手をブンブンと振ふって返す。


　にしても鷹崎家を盗とう撮さつしようとは、いい度胸をした犯人である。駆真なんぞ撮とっても何も面おも白しろくはないので、恐おそらく犯人の狙ねらいは──在紗。駆真は怒いかりが沸ふつ々ふつと沸わくのを感じた。


　姫のことももちろん心配なのだが、ああまで言われた以上は彼女の邪じや魔まをすることはできない。それに、こちらの案件を放ほうっておくこともできなかった。


「──鳶一！　アステナ！」


「……ッ！」


「ひっ……」


　槙奈とアステナ（何故か駆真と在紗が話している隙すきにテーブルに近づいていた）の名を呼ぶ。


「な、何よ……」


「気が変わった。もう少し家にいていいぞ」


「は……？　ほ、ホントに？」


「ああ。茶も菓か子しも出してやろう。だがその前に、隠しカメラを捜すのを手伝え」


　言って、在紗から手渡されたカメラを槙奈の目の前に突つき出だす。


「はぁッ!?　なんで私がそんなこと……」


　そう言いかけて。


　槙奈は一いつ瞬しゆん考え込むようなポーズを取ってから、首を前に倒たおした。


「ま、まあいいわ。んじゃあ一階は私とアステナで捜すから、あんたと在紗は二階を捜しなさい」


「……？　手伝ってくれるのはありがたいが、何故なぜだ？」


「っ！　え、えーと……ほら、二階ってあんたたちの部屋でしょ？　他人に漁あさられたくないようなものもあるでしょうし……」


「そうなのか？」


「いや、そうでしょ普ふ通つう」


「ふむ。鳶一、たとえばおまえはどんなものを見られたら困るんだ？」


「え？　そ、そりゃ呪のろい手帳とか、中学のときの写真とか、ラヴリーキャンディステ……って何言わせんのよッ！」


　槙奈が顔を真っ赤にしながら叫さけんでくる。


「そッ、それにアレでしょ！　あんただけじゃなくて在紗の」


「！　そうだな。では一階は任せたぞ」


「部屋もあるんじゃないの──て、決断早ッ！　最後まで聞いてからにしなさいよ！」


「なんだ、異存があるのか」


「……っ、な、ないわよ！　隠しカメラ見つければいいんでしょ!?」


　ヤケ気味に槙奈が叫んでくる。駆真は「よし」とうなずくと、在紗を連れて二階に上がっていった。








「よし……ッ、行った？　行ったわよね？」


「は、はい、多分……」


　駆真と在紗がリビングから出たのを確かく認にんしてから、槙奈とアステナはそろそろとテーブルに──正しく言うのなら、テーブルの上に放置された携けい帯たい電でん話わの方に寄っていった。


「はあ……一時はどうなることかと思ったわ……。鷹崎には悪いけど、盗撮犯に感謝ね」


　言って槙奈は携帯電話に手を伸のばし──


「──ああ、そうだ鳶一」


「ひ……ッ!?」


　急に駆真に声をかけられて、盛せい大だいにコケた。


「……どうした、鳶一」


「な……なんでもないわ。……それより何か用？」


　奇き妙みような体勢で床に転がったまま、リビングの入り口に視線をやる。もう二階に行っていたと思った駆真が、扉とびらを少しだけ開けて顔を覗のぞかせていた。


「うむ、リビングの前に、脱だつ衣い所や風ふ呂ろ場ば、トイレを見ておいてくれないか。……そこはできるだけ、在紗の目がないところで作業を終わらせておきたいんだ。さすがにそんなところからカメラが出てきたらショックだろうからな」


「……な、なるほど。了解したわ」


「では、頼たのむぞ」


　バタンと駆真が扉を閉じる。


「はぁッ、し、心臓に悪いわねまったく……」


　呼吸を整えるように胸に手を置きながら、姿勢を立て直す。


　そして今度は少し時間をおき、二階からカメラを捜すガサガサという音が聞こえてきたところで、そろそろと携帯電話に手を伸ばした。


「そういえば」


「ぬぉんべらッ!?」


　そこでまたも駆真の声がして、槙奈は即そく座ざに手を引っ込め、身体からだをブリッジのように反り返らせた。無む論ろん、槙奈が携帯電話に向かっていたと悟さとられないために。


「さっきから何をしているんだ、鳶一」


「べ、別に……常に肉体の鍛たん錬れんを忘れていないだけよ」


「……なんでもいいが、さっき言ったところから頼むぞ」


　駆真がそう言ってリビングに入ってくると、そのままキッチンに抜け、冷蔵庫からペットボトルを一本取りだして二階に戻もどっていった。


　なるほど、二階はリビングのように冷れい房ぼうはかかっていなかったはずである。今からスイッチを入れたとしても部屋が冷えるまでは少しかかる。この陽気ではのども渇かわくだろう。……いや、駆真の場合自分の分ではなく在紗に持っていったのかもしれなかったが。


「あ、焦あせったぁ……あの作業音は在紗の方だったわけね……」


　槙奈はブリッジを解くと、アステナに視線を送りながらリビングの扉を指さした。


「ちょっとアステナ。また鷹崎が下りてくるかもしれないから、扉押さえといて」


「あ、はい……わかりました」


　アステナがパタパタと走り、リビングと廊下を隔へだてる扉のドアノブをしっかりと握にぎる。


　もやしっ子のアステナが力比べで勝てるとは思わないが、槙奈が画像を消去するくらいの時間は稼かせげるだろう。


「よし……今度こそ」


　ちらちらとアステナの方を見ながら、槙奈はついに携帯電話を手に取り、開いた。


「うっわ……ばっちり写っちゃってるわね」


　写真を撮さつ影えいしたまま閉じてあったため、携帯電話を開くと同時に、画面には槙奈の写真が展開された。


　ラヴリーキャンディステッキを構え、もう死にたくなるくらい恥はずかしいポーズを取っている。


「何が写っているんだ？」


「いや、だからあんたが撮とった写真でしょ」


「私が？　覚えがないな」


「はあ？　何言ってんのよアステ──」


　と、そこで槙奈は気づいた。今耳元で聞こえた声がアステナのものでないことに。


「……っ!?　鷹崎──」


「なんだ？」


　そう、何故かそこには、鷹崎駆真がいた。


「あんた──なんでここに！」


　リビングの入り口を見ると、未いまだアステナがドアノブを握っていることがわかる。


　駆真はこともなげにうなずいた。


「ああ、ベランダにもカメラが仕掛けられていてな。取ろうとしたところで庭に落ちてしまったんだ。まあ怪け我がはない。騎き士し団の落下訓練に感謝だな」


「……ッ！」


　槙奈はそこまで聞いてからハッとして、携帯電話を身体の後ろに隠そうとした。


　だが──遅おそい。一瞬の隙を衝つかれ、駆真に奪うばい取られてしまう。


「何だ？　三谷原の携けい帯たいに何か──ん？　これは……おまえか、鳶一」


「────────ぎ」


「ぎ？」


「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ！」


　天にも届かんばかりの轟ごう声せいが、鷹崎家のリビングに響ひびき渡わたった。





　　　　　　　◇





「……ッ!?」


　姫ひめとウタがその姿を捉とらえると同時、その少女はバッと振り向いた。


　その姿は──先ほどウタが化けたものと寸すん分ぶん違たがわない。


　大きなキャスケット帽ぼうで顔の上半分を隠した、姫たちが〈アンノウン〉と呼ぶ少女。理由はわからないが、駆真の命を狙う存在。


「オオ！　イマしたいまシタ！　あノ方デスよオ！」


　ウタが少女を指さし、嬉うれしそうに言う。


　ここは、鷹崎家からほど近い路地だった。〈アンノウン〉は姫たちが来るまでずっと、駆真の方を覗いていたのである。


　姫は眼光だけで人を殺せるレベルの視線を〈アンノウン〉に注ぎながら、ゆらりとスカートの裾すそを揺ゆらした。


「……やっと、やっと会えたわね──〈アンノウン〉」


「……〈アンノウン〉？」


〈アンノウン〉が、疑問に染まった声を発する。それはそうだろう。〈アンノウン〉とは主任が付けた名であり、正式名めい称しようではない。


　しかし姫は構わず言葉を続けた。


「……あなたはお姉ちゃんを殺した。絶対、絶対許さない」


「殺した……？　おかしなことを言うのね。まだ──」


〈アンノウン〉は至し極ごく落ち着いた様子で言葉を返してきた。だが、姫は構わず指先に精せい霊れいを集めると、ごくわずかな動きのみで方ほう陣じんを組み、口を開いた。


「〈滅光ペリツシユ〉」


　瞬しゆん間かん、姫の周囲の虚こ空くうから、〈アンノウン〉に向かって一条の閃せん光こうが放たれた。


「────ッ！」


〈アンノウン〉がすんでのところで身を翻ひるがえし、光をかわす。


　一瞬前まで彼女の頭があった場所に綺き麗れいな穴が開き、細い煙けむりが上がった。


「盟術……!?」


〈アンノウン〉が初めて動どう揺ようらしきものを見せ、体勢を立て直してから姫に向かって拳こぶしを向けてくる。


　彼女が盟術の名を知っていることに驚おどろかないではなかったが──姫は構わず言葉を続けた。


「──あなたに回答は、求めていない。あなたはただ、わたしの憤ふん激げきと憎ぞう悪おに撃うち抜ぬかれればいい。悔くやみなさい。嘆なげきなさい。わたしはそれでも、容よう赦しやしない。枯かれ枝えだを折るように呆あつ気けなく、あなたを、殺す」


　灼しやく熱ねつの如ごとく燃える殺意を、氷の如く冷たい声に乗せ、姫は指先を輝かがやかせた。


　それを見てか──〈アンノウン〉がその場から跳とび上がり、塀へいの上に着地する。


「────んッ」


　そして〈アンノウン〉は身体を前に折り、短く声を上げた。


　すると──


「……っ!?」


　眉まゆをひそめる姫の目前で。


〈アンノウン〉の背が突とつ然ぜん隆りゆう起きし、白のタートルノースリーブを突つき破やぶって、灰色の巨きよ大だいな羽が姿を現した。


「……ディアブロ級、空獣エア……？」


　冬香と同じ、人のカタチを持った、空獣エア。


　姫の呟つぶやきを聞くと、〈アンノウン〉は微び妙みように口元を歪ゆがめてから空に飛んでいった。


「…………！」


　逃にがすわけにはいかない。すぐに姫も息を止め、背に力を入れて羽を出現させた。


「オほァっ!?」


　隣となりで、ウタがあからさまに驚いた声を上げているが──構っている余よ裕ゆうはない。姫は地を蹴けると、上空に逃とう亡ぼうした〈アンノウン〉を追って羽で空くうを叩たたいた。


　指を複雑に動かして方ほう陣じんを組み、連続して声を発する。


「……〈鋼鎧メイル〉……〈瞬化アクセラ〉、〈増幅ブースト〉……！」


　そしてありったけの強化盟術を自分に施ほどこしてから、上空を飛ぶ〈アンノウン〉に指を向けた。


「──一斉射ヴオレイ・〈滅光ペリツシユ〉──！」


　すると姫の周囲に光の球が幾いくつも生まれ、そこから一いつ斉せいに、〈アンノウン〉に向かって滅ほろびの光が伸びた。


　消しよう滅めつ盟術・〈滅光ペリツシユ〉。


　効果範はん囲いはごく狭せまいが、何ものをも貫かん通つうする、圧縮攻こう撃げき系でも最強の一つに数えられる盟術である。


　駆真が死んでから五年。姫はその無念を晴らすために、アステナに師事して盟術を学んでいた。今や盟術だけでアステナと五分──実際の戦せん闘とうとなれば絶対に負けないほどの力を有している。


　今の盟術にしてもそうだ。〈増幅ブースト〉後とはいえ、最高難度の消滅盟術を一斉射ヴオレイで撃てる者など、レーベンシュアイツにも片手ほどしかいない。


　だが──〈アンノウン〉は空に放たれた幾条もの閃光をひらりとかわすと、姫の方に向かって猛もう進しんしてきた。


「……っ！」


〈アンノウン〉が放った鎚つちのような脚きやく蹴しゆうを、すんでのところで受け止める。


　重い一いち撃げき。強化盟術を施していなければ、今の攻撃で墜おとされていただろう。


「く──」


〈アンノウン〉の方も狼ろう狽ばいのようなものを滲にじませていた。やはり、今の一撃で撃げき墜ついするつもりだったようだ。


「──硬かたい。これは、魔ま人じんがいたら危なかったかも」


「…………！」


　姫は目を見開くと、〈アンノウン〉の脚あしを振ふり払はらった。〈アンノウン〉が空中で体勢を整え、後方へ離り脱だつする。


　鷹崎家上空で相対しながら、姫は乾かわいた唇くちびるを舐なめた。


　盟術のときも驚いたが──この女は、〈アンノウン〉は、魔人のことを知っている。


　姫はそこでようやく、何故なぜ〈アンノウン〉が障害物の多い地表ではなく、上空に逃げたのかに気づいた。


　ウタは、単独で空を飛ぶことができない。それを知っていたから、この高度を戦場に選んだのだ。


「……あなたは、何者？」


「──私には回答を求めていないんじゃなかったっけ？」


　姫が問うと、〈アンノウン〉が口元に薄うすい笑えみを浮うかべながら返してきた。


「……そう。なら、いい。どちらにせよ、ここで、消す」


　姫は視線を鋭するどくし、指先に精せい霊れいを集めた。





　　　　　　　◇





「……ねえさま！　大きな声がしたけどどうし──」


　槙奈の大声に驚いたのか、泡あわを食った様子で二階から下りてきた在紗は、リビングに入るなり声を詰つまらせた。


　理由はすぐに推測できた。膝ひざを抱かかえた姿勢のまま横たわり、真っ白になってさめざめと泣く槙奈の姿を目もく撃げきしたからだろう。


「ま、槙奈さん？　一体どうしたんですか？」


　問いながらも、その視線は駆真に向いていた。まあ、一目見れば槙奈が自分で回答できるような状態にないことがわかったのだろう。


「うーん……よくわからないんだよね。なんか、私がこれを見たら動かなくなっちゃって……」


　言って、手にしていた携けい帯たい電でん話わを在紗に示す。何故かアステナがあわあわと困ったような顔をしていた。


　画面には、高血糖少女シユガリーガールのステッキを握にぎって可愛かわいらしいポーズをとった槙奈の姿が映し出されている。


「…………」


　在紗は、こんな写真が何故三谷原の携帯電話に入っているのかはわからなかったようだが、槙奈が今にも灰になりそうな理由は察したらしい。頰ほおに汗あせを垂らして苦く笑しようする。


　と、どうやら槙奈の断だん末まつ魔まに誘さそわれたのは在紗だけではなかったようだ。


「おー、マンドラゴラでも引き抜いたのか？　随ずい分ぶんすっげえ声がしたけど」


　駆真が入ってきたまま開けっ放しになっていた窓から、隣りん家かに住む冬香が、突っかけを脱ぬいで上がり込んできた。


　まあ、そこまではわからなくはない。近親者の住む隣家から、豚ぶたを絞しめたときのような絶ぜつ叫きようが聞こえてきたなら、何事かと思うのは普ふ通つうだろう。


　だが冬香の後ろには、何故か沈音とオトの姿まであったのである。……まさか槙奈の悲鳴が、遠く草くさ薙なぎ邸ていまで轟とどろいていたのだろうか。


「あ……かあさま。それに、沈音ちゃん、オトさん……？」


　在紗もそれは不思議に思ったようで、小首を傾かしげて沈音に視線をやった。


「ああ、こいつら？　あたしんトコに来てたんだよ。まんじゅう持って」


　答えたのは冬香だった。


　空獣エアの〈女王〉のところに蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団元げん帥すいが訪ねてくる──きな臭くさいことこの上なかったが、駆真はあえて無視して、先ほど発見したＣＣＤカメラを手に取った。


　実際槙奈の案件よりも、こちらの方が遥はるかに重要性が高かった。槙奈が潰つぶれてしまった分、カメラを捜す要員が欲しかったのだ。


「義姉ねえさん、これを」


「あ？　なんだこりゃ」


「────っ！」


　冬香が眉をひそめて駆真の手元を覗のぞき込む。──その後ろで、何故か沈音が盛せい大だいに肩かたを震ふるわせていた。


「隠かくしカメラです。何者かがうちを盗とう撮さつしていたようです」


「──あん？　そいつぁ穏おだやかじゃねーな」


「はい、由ゆ々ゆしき事態です。在紗のあんな姿やこんな姿が隠し撮どりされていた恐おそれがあります。捜すのを手伝っていただけますか？」


「おう、たりめーだ。ついでに犯人も見っけてボコボコにしてやらんと気が済まねー」


「同感です。どこの誰だれかは知りませんが、痛覚を持って生まれてきたことを後こう悔かいさせてやりましょう」


「…………」


　駆真と冬香が言葉を交かわしていると、沈音が顔にだらだらと汗を流しながら、全身を小刻みに震わせ始めた。ちなみに、何故かオトは笑いを堪こらえ、別の意味で震えている。


「……あ、あの、駆真さん」


　こくりと唾だ液えきを飲み下した沈音が、青い顔をしながら声をかけてくる。


「ん、何？　沈音ちゃん」


「……その、カメラのことなのですが……」


「ああ、うん。許せないよね。卑ひ劣れつな犯行だよね。犯人を見つけたら人間としての尊厳を全すべて剝はく奪だつした上で皮を剝はがして塩を塗ぬり込もうね」


「……ひっ……」


　沈音が、怯おびえたように息を詰まらせる。一方オトはもう呼吸困難に陥おちいっていた。


　だが──オトはぴくりと耳を動かしたかと思うと、一いつ瞬しゆんで表情を厳しいものにして、沈音に話しかけた。


「──お嬢じよう様さま。不ふ審しんな反応が」


「……なんですって？　どこ？」


　沈音もまた、泣きそうになっていた表情を引き締しめ、視線を鋭くしてオトに応じた。


「この家の北西──ちょうど家の外がい壁へきに張り付いています」


「……っ！」


　その言葉を聞いて、駆真は思わず駆かけ出だした。窓から外に出、オトの示した場所に向かう。


　そこでは、


「……はッ!?　か、駆真さん!?」


　髪かみを引っ詰めにした若い男が、壁かべに耳をピタっと張り付けていた。


「……松まつ永なが？」


　半眼で、男を睨にらむ。


　その男は、駆真の部下・松永衛えい二じであった。


「一体こんなところで何をやっている」


「え……？　い、いや、その……」


　駆真は頭の中で、カチリと何かがはまりこむ音を聞いた。


「……なるほど、貴き様さまが犯人か」


「ちょッ、落ち着いてください駆真さん！　こ、これは俺の純じゆん粋すいかつ熱ねつ烈れつな恋こい心ごころの結果で──」


　駆真は問答無用とばかりに衛二のあごを蹴り上げた。


「げふッ！」


「申し開きは皆みなの前で聞こう。こっちへ来い」


「ちょ、ちょっと待ってください！　あ、ああッ、でも駆真さんの家の中に入れるなんてラッキー!?」


　叫さけぶ衛二の襟えり首くびを捕つかまえ、リビングに引っ張っていく。


　そして窓から家に入れると、中に控ひかえていた冬香、オトとともに衛二を取り囲んだ。


「──あら、この子、うちの騎士じゃないの」


「あー、そういやあたしが吹ふっ飛とばした中にいたような……？　んで駆真、こいつ何やってたんだよ」


「はい、壁に耳を張り付け、家の中の様子を窺うかがっていました。恐らく、こいつがカメラをしかけた犯人かと」


　駆真が目を伏ふせながら言うと、冬香が静かな怒いかりの形ぎよう相そうを、オトが何故か不思議そうな表情を作った。


「か、カメラ……？　何のことっすか。俺、駆真さんの家に来たのは初めてで──」


　衛二が言いかけたところで、冬香がむんずと彼の首筋を摑つかんだ。


「おう兄ちゃん。あたしの娘むすめと義妹いもうとを盗撮してくれるたぁ、イイ度胸してんじゃねーか。もう人生捨てる覚かく悟ごはできてるみてーだな。──よし駆真、ちょっと釘くぎと蠟ろう燭そく貸してくれや。あと漏ろう斗とと唐とう辛がら子し」


「それをどう使うつもりっすかッ!?」


　衛二が叫ぶ。と、駆真のシャツの裾すそを、沈音が躊躇ためらいがちに引っ張ってきた。


「──ん？　何、沈音ちゃん」


「ええと、その……」


「！　ああ、そうだ、在紗と二人で二階に行っててくれる？　ちょっとこれから、食しよく欲よくのなくなるような光景を見ることになっちゃうかもしれないから」


　駆真がにっこり笑いながら言うと、沈音が脂あぶら汗あせを流し始めた。


　しかし意を決した様子で小さくうなずくと、沈音は言葉を続けてきた。


「……駆真さん、お話ししたいことが」


　言って、ちらと衛二の方を見る。どうやら、沈音の素す性じようを知らぬ者には聞かせたくない話らしい。


　沈音の意を汲くんでか、オトが冬香の手から衛二を奪うばい取り、首筋に手刀を落とした。「はう……っ」という声とともに、衛二がその場にくずおれる。


　今この場に残っているのは、駆真と在紗、沈音にオト、それに冬香と、廃はい人じんと化した槙奈、異世界の住人で、騎士団にあまり関かかわりのないアステナだった。


　それくらいであれば問題ないと判断したのか、沈音が小さな声で話し始める。


「実は……その、カメラを仕し掛かけたのは……私、なんです」


「──っ!?」


「沈音ちゃん──が？」


　駆真と在紗が目を見開く。沈音は観念したように息を吐はき、あとを続けた。


「……はい。在紗の──ディアブロ級空獣エアと人間のハーフの存在を知ったとき、その詳くわしい情報を調べるため設置したものが、まだ残っていたのです……」


「そうだったの……」


　駆真は、ほうとため息を吐ついた。在紗は何か心当たりがあるらしく、「あ」と声を上げていた。


　衛二には悪いが、これならば納なつ得とくできる。駆真は沈音の頭を優やさしく撫なでた。


「正直に言ってくれてありがとう、沈音ちゃん。でも──もうこんなものは必要ないよね？」


　駆真が言うと、沈音は素す直なおにうなずいた。


「すぐ……今日中にも回収させます。それに──オト」


　沈音が名を呼ぶと、オトは全すべてを察していたかのようにスッと鞄かばんからノートパソコンを取り出した。


　沈音はパソコンを起動させると、中に入っていたデータを整理し、駆真に渡わたしてきた。


「……今まで録とり貯めていた映像全てのデータがここに入っています。バックアップは取っていません。どうぞ、破は棄きしてください」


　駆真はふむとうなずくと、パソコンをテーブルの上に置き、画面をジッと見つめた。


　展開されたファイルの中に、『リビング』や『在紗部屋』、『脱だつ衣い所』など、様々な項こう目もくに分けられた映像ファイルが並んでいる。


「……な、なるほど……」


　これを全て選せん択たく、消去すればいいというわけだ。


　しかし駆真は、ちょっともったいなく感じてしまった。


　いや、在紗も見ている手前これらを消さないわけにはいかないのだが……特に『在紗部屋』、『風ふ呂ろ場ば』の二つが、心をくすぐる。


　駆真はパソコンに手を伸のばすと、


「ぅわっと、手が滑すべったー」


　わざとらしくそう言って、一つの映像ファイルを誤って再生してしまった。


　すぐにプレイヤーが立ち上がり、在紗の部屋の映像が映し出される。


　しかもタイミングがいいのか悪いのか、ちょうど在紗が部屋に入ってきたときの映像である。


「……あっ」


　何か心当たりがあったのか、後ろから、在紗の焦あせるような声が響いてくる。


　映像の中の在紗は、買い物帰りなのだろう、手に紺色のビニール袋を持っていた。


　どこか落ち着かない様子で扉を閉めると、ベッドの上に座り込んで袋に手を入れる。


　そしてその中から──白いスポーツブラを取り出した。


「…………ッ!?」


　駆真は驚愕に目を見開いた。


　だって、在紗はいつもは基本的に、キャミソールタイプの下着を愛用しているはずだったのだ。
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　画面の在紗はきょろきょろとあたりを窺うかがいながらカメラに背を向けて服を脱ぐと、その白いスポーツブラを着用した。


　そして慣れない様子で胸のあたりをさすりながら立ち上がると、部屋の隅すみにある鏡に視線をやり、顔を真まっ赤かに染そめる。


　もう見るからに、思し春しゆん期き少女のブラジャーデビューのシーンだった。


「ね、ねえさま、これは……その、美み須す々ずが買い物についてきてって言って……そしたら、なんか私も買わなきゃならない感じになって……」


　後方で、在紗があたふたと弁明をしている。


　だが、駆真にその声はもう届いていなかった。


「くは──っ」


　駆真は、脳が沸ふつ騰とうするかのような感覚を覚えると同時、噴ふん水すいのように鼻血を噴ふいてテーブルに突つっ伏ぷした。


「ね──ねえさま!?」








「…………！」


　鷹崎家、上空。


　幾いく度ども強力な盟術を放ち、幾度も必殺の攻こう撃げきを止め、互たがいに疲ひ弊へいしていた頃ころ、姫ひめに対するように空に立っていた〈アンノウン〉が、キャスケットに隠れていない口元に凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。


「ふ、ふふ。どうやら、私の勝ちみたいね」


「……何、ですって？」


　姫が睨むように問うと、〈アンノウン〉はビッと指を下に向けた。


「──何故なぜ、私が空を戦場に選んだと思う？」


「……ウタさんを、戦せん闘とうに参加させないため、でしょう」


「ふふ、半分正解。でも、それだけじゃないわ。──ここは住宅街だから、近くに開けた空間がないでしょう？　そう──私の呪しゆの効果範はん囲いの中には」


「…………っ！」


　姫は言われて、眼下に小さく見える鷹崎家に視線を落とした。


〈アンノウン〉が、笑う。


「残念だったわね。ここはギリギリ、呪の効果圏けん内ないよ。──今、死んだわ」


「────────」


〈アンノウン〉の言葉に、目の前が真っ白になる。


　と──その隙すきを衝つかれた。


「──駄だ目めよ、ぼうっとしちゃ」


「…………っ」


〈アンノウン〉の蹴けりを延えん髄ずいに受け、姫は逆さまに地上に墜おちていった。





　八月十三日、午前十一時。


　鷹崎駆真、死亡。
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「──以上です。ご理解いただけましたでしょうか」


　突とつ然ぜん鷹たか崎さき家に現れた少女は、一通り事情を説明するとほうと息を吐いた。


　ツインテールに括くくられた白はく髪はつに、美しい血色の瞳ひとみが特とく徴ちよう的な、駆かる真まと同い年くらいの美少女である。淡あわい色のブレザーとチェックのプリーツスカートという出いで立たちからいって、どこかの高校の生徒なのだろうが、全身から立ち上る厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きが、彼女を年相応に見せるのを妨ぼう害がいしていた。


　名を──鷹崎在あり紗さ。


　通つう称しよう、ラビ。


　彼女は自分を、駆真に迫せまる死の運命を変えるために、未来よりやってきた在紗だと言った。


「え、ええと……」


　駆真は困ったように視線を泳がせながら頰ほおをかいた。


　それはそうだ。いきなり死亡宣告をされたのである。狼狽うろたえて当然だろう。


　だが正直そんなことよりも、目の前のラビのあまりの破は壊かい力の強さに、視線を合わせられないといった方が的確かもしれなかった。


　清せい廉れんなる声こわ音ね。凜りんとした表情。まさにクールビューティーと呼ぶに相応ふさわしい。実際、学生服よりも警官か騎き士しの制服の方が似合いそうな風ふ情ぜいだった。


　そこではたと気づく。ラビは、騎士団にいるときの駆真と似たような（もちろん駆真程度の人間を、在紗を表現するための比ひ喩ゆに使うなんて冒ぼう瀆とくもいいところだか、そこはそれ、あくまで傾けい向こうの話である）雰囲気を備えていたのである。


「ラビ、でいいんだよね」


「はい、叔母おば上うえ」


　明めい瞭りような発音に力強い意志を乗せて、ラビが答えてくる。駆真はその声音に少しだけ肩かたを震ふるわせて（恐きよう怖ふというよりは、快感に近い）、言葉を続けた。


「えっと、私を助けに来てくれたって話だけど……結局私たちはどうすればいいの？」


「は。しばらくは家にいていただきます。そして夕刻になったなら──近所で夏祭りが催もよおされるはずですので、それに向かいましょう」


「お祭り……ですか」


　小首を傾かしげたのは在紗だった。


「はい。ですので浴衣ゆかたの用意をお願いできますでしょうか。可能なら、叔母上のものを一着お貸しいただけるとありがとう存じます」


「そ、それは構わないけど……」


　駆真は言いながら、ほんの少しだけ視線を上にやった。


　自分の浴衣がラビの柔やわ肌はだに直接触れるシーンを、少し想像してしまったのだ。嗚呼ああ、それってもう自分がラビに覆おおい被かぶさってるのと同義といっても過言ではないのではないか。ここは是ぜ非ひ、正しい着方として下着も外しておいてもらわねばなるまい。


　そこまで考えたところで、駆真は頭の方に血が巡めぐってくるのを感じた。


「ぅぁ──」


　と、鼻から血がたらりと垂れ──ようとしたところで。


「失礼」


　向かいに座っていたラビがテーブルに片かた膝ひざを突き、懐ふところからティッシュを取り出して、駆真の鼻下に宛あてがった。


　しかも駆真がそれに気づき、ティッシュを押さえると同時、無む駄だな興奮材料を与あたえないようにするためか、速すみやかに座っていた席に戻もどる。まさに流れるような動きだった。


「お、お見事……」


　なんて、在紗もぱちぱちと拍はく手しゆをしている。


「いえ、嗜たしなみです」


　ラビは何の気負いも衒てらいもなさそうにそう言うと、少しだけあごを上げた。


「──さて、では少し説明を続けたいのですが……」


　言って、ちらと玄げん関かんの方を見やる。


「もうそろそろ来られるはずなので、そのときに」


「来られる？　誰だれが？」


　駆真が首を傾げると同時、チャイムが鳴る。


「……ん？」


　玄関に出てみると──そこには、槙まき奈なとアステナという不思議な取り合わせの二人組が立っていた。


「……何をしに来た、鳶とび一いち、アステナ」


「や、やや……やーねえ、遊びに来たのよぅ」


「そ、そうですよカルマ様、べ、別にケイタイデンワがどうだなんて──」


「！　馬ば鹿かっ！」


　槙奈が慌あわてた様子でアステナの口を塞ふさぐ。


　駆真はそんな二人をしばし不ふ審しんそうな目で見つめていたが、先ほどのラビの言葉を思い出して頰をかいた。


「上がれ」


　言うと、二人が驚おどろいたように目を丸くする。


「え……いいの？」


「て、てっきり帰れと言われるものだとばかり……」


「…………」


　ギロリと睨にらむと、二人は即そく座ざに目を逸そらし、大人しく靴くつを揃そろえて家に上がってきた。


　駆真はリビングに戻ると、ラビに向かって声を上げる。


「ラビ、この二人で合っているの？　違ちがうのなら叩たたき出すけど」


　駆真の言葉に、後ろから付いてきていた二人がビクッと肩を震わす。


「いえ、その必要はありません。想定通りです」


　ラビが答える。駆真は大きく首しゆ肯こうしてソファに座り直した。


　槙奈とアステナはしばし所在なげにしていたが、仕方なくダイニングテーブルの方から椅い子すを引っぱり出してきて腰こし掛かけた。


「それで、この二人がどうしたの？」


　駆真が問うと、ラビは今度は窓の方に視線をやった。


「もう少しお待ちください。あとお一方はすぐに来られるはずです。──窓を開けておいていただけますか？」


　ラビの言葉通り窓を開けておくと、少しのあと、そこから縫ぬい傷だらけの少女が転がり込むように入ってきた。


「とーゥ！　十点！」


「……ウタ？」


「おオ、マぁスター！　ワタクシのたメにマドを開けテおイテくだサルとは、コのウタ感激で言葉ガ出まセンですヨオ」


「いや、喋しやべっているぞ」


「おヤオや、コイつハ失礼ヲバ」


　言って、カラカラと笑う。


　駆真はそれを無視してラビに視線を放った。


「こいつでいいの？　ラビ」


「はい。──本当はあと一人いるのですが……そちらは少し時間がかかるので、先にいくつかお話をしておきましょう」


　言うと、ラビはすっくと立ち上がり、槙奈、アステナ、ウタに順に視線を送り、深々と礼をしていった。


「初めまして、というのもおかしいかもしれませんが。自分は──鷹崎在紗と申します」


『……は？』


　三人の声が重なる。


　否いな、正確には五人だった。駆真と在紗も、三人と同じように声を上げていたのだった。


　しかしラビは構わず、そのまま簡単に、自分の素す性じようや、今ここにいる理由などを話していった。


　槙奈、アステナ、ウタは、信じられないといった顔を作りながらも、大人しく話を聞いている。


　そして一通り説明が終わったあと、駆真はそろそろと手を上げ、口を開いた。


「……ラビ？　未来の情報って、あんまり漏もらしちゃいけないんじゃ……」


　するとラビは目を伏ふせ、こくりとうなずいた。


「その通りです、叔母上。本来ならば歴史改変は大たい罪ざい──これが神々に知られれば、自分は厳げん罰ばつを受けるでしょう。いえ、最悪の場合、改変したという事実そのものがなかったことにされる可能性すらあります。だから今までの在紗たちは、可能な限り単独で事態を解決しようとしていました」


「そ、それならなんで──」


「必要だからです」


　駆真が問うと、ラビは静かに答えた。


「──自じ慢まんをするわけではありませんが、鷹崎在紗は紛まぎれもない天才です。騎士としても、科学者としても、〈女王〉としても、盟術師としても、ひとかどの存在になりうる可能性を秘ひめた逸いつ材ざいです」


「…………」


　ラビの言葉に、話を聞いていた在紗が頰を赤らめる。


　だがラビは重苦しい表情を作ってあとを続けた。


「しかし、その鷹崎在紗の力を以もつってしても、〈アンノウン〉には一歩及およばないのです。自分が幼少の頃ころ未来から現れた在紗──姫ひめは、〈アンノウン〉との接せつ触しよくに成功しましたが、結局勝利することができませんでした」


　ラビが言うと、腕うで組ぐみしながら何故かちらちらとテーブルの上の携けい帯たい電でん話わ（いつの間にかそこに現れていた）を見ていた槙奈が声を上げる。


「天才天才って言われてもね……実際負けてんだから大したことないんじゃないの？」


「なんだと？」


　駆真はギロリと槙奈に睨みをくれてやった。


「な、何よ……」


「ふん、まあおまえの気持ちもわからなくはない。完かん璧ぺきに過ぎるものは、たった一つの傷でも目立ってしまうものだからな。下げ劣れつな感性を持つ者が、それを見るなり鬼おにの首を取ったように喜び舞まい踊おどるのも無理はない」


「だ、誰が下劣よ誰がッ！」


　槙奈がたまらず叫さけびを上げる。


　だがラビは至し極ごく落ち着いた様子で、ほうと息を吐はいた。


「姫は十二から盟術の修練を始め、五年でレーベンシュアイツ宮きゆう廷てい盟術師の受験資格を得ていました」


「──ええッ!?」


　ラビの言葉に驚きの声を上げたのはアステナだった。


「……な、何よアステナ。それってすごいことなの？」


「す、すごいなんてもんじゃありませんよ……ッ！　盟術の修練を始めてからたった五年で受験資格を……ッ!?　ってことは、精せい霊れい制せい御ぎよも方ほう陣じん組成も発現検定も全すべてパスしたってことですよね!?　わ、私でさえ十年かかったのに……！」


「いや、あんたを基準に言われても、またよくわかんなくなるんだけど」


「わ、私だって宮中では才さい媛えんって言われてるんですよ!?」


「ええー……」


　疑わしげな目で、槙奈がアステナを見る。


「ほ、本当ですよ！　実際私の記録は、レーベンシュアイツ史上でも三番目に早いんですから！」


　言って、わなわなと両手を震ふるわせる。どうやら少しプライドが傷ついたらしい。


　そこに、追い打ちをかけるようにラビが言葉を継つぐ。


「──ちなみに、姫は〈滅光ペリツシユ〉の一斉射ヴオレイおよび全方位オールレンジを、一度に百三十発撃てました」


「…………ッ!?」


　アステナが、目と口をあんぐりと開け、その場に膝ひざを突つく。駆真にはよくわからなかったが、どうやらものすごいことらしい。


「最高難度の消しよう滅めつ盟術である〈滅光ペリツシユ〉を一斉射ヴオレイで百三十発……!?　五年で!?」


「──しかし、それでも〈アンノウン〉には勝てませんでした」


　ラビの言葉に、改めてアステナが凍こおり付いた。


　専門用語はよくわからなかったけれど、その反応で洒落しやれにならない状じよう況きようであることは知れた。鷹崎家のリビングに、緊きん張ちようした空気が流れる。


　そんな中声を発したのは、在紗だった。


「あの……その〈アンノウン〉さんって──何者なんですか？」


　初歩的な質問。しかし誰もが疑問に思っていることだった。駆真の命を狙ねらっていることと、驚きよう異い的な戦せん闘とう力を持つことしか、まだ駆真たちは知らなかったのである。


　ラビは小さくうなずいた。


「まだ自分も正確な正体を摑つかめているわけではありません。何故なぜ叔母おば上うえを狙うのか……それすらもわかっていないのが現状です。……しかし、確かなことが幾いくつかあります」


　言ってラビが、皆みなを見み渡わたすよう少し顔を上げた。


「まず一つ、〈アンノウン〉は、盟術や魔ま人じんの存在を知っています」


「……っ」


　駆真は眉まゆをひそめた。


　盟術に、魔人。数ヶ月前駆真が出会った異常。普ふ通つうに蒼そう穹きゆう園えんで暮らしていれば知り得ない情報である。


「そして彼女は──ディアブロ級の空獣エア、もしくはそれと人間との混血である可能性が高いと思われます。姫が交戦したとき、その背に羽を確かく認にんしました」


「な……」


　駆真と在紗、そして槙奈が声を詰つまらせる。要は蒼穹園──空獣エアの脅きよう威いに晒さらされ続けた国に住まう者たちが。


「空獣エアが……ねえさまを？」


　戦せん慄りつに指先を震わせながら、在紗が声を発する。


「はい。彼女は今も、この家を監かん視ししているはずです」


『────!?』


　リビングに集まっていたメンバーが、一いつ斉せいに表情を強こわばらせ、周囲に顔を向けようとする。だが、その寸前にラビが言葉を継いだ。


「どうか落ち着いてください。できるだけ、〈アンノウン〉にこちらの行動を読ませたくありません」


　そう言われては迂う闊かつに動くこともできない。駆真は唾だ液えきを飲み下し、息を吐いた。


　と、槙奈が何かを思いだしたように手を打つ。


「……その〈アンノウン〉っての？　それってもしかして、キャスケットで顔を隠かくしたような奴やつ？」


「はい、その通りです」


　ラビが驚おどろいた様子もなく首しゆ肯こうする。


　どちらかと言えば、怪け訝げんに思ったのは駆真の方だった。眉まゆ根ねを寄せて槙奈に視線を放ほうる。


「何故知っているんだ、鳶一」


「いや、ここに来る途と中ちゆうでこの家の様子窺うかがってる女の子がいたのよ。もしかしたらと思って」


「あ……そういえばいましたね、そんな人」


「オオ！　そレワタクシもミマしたヨ！」


　槙奈に同意するように、アステナとウタも声を上げた。


　ラビは、やはり全て承知しているという風にうなずく。


「皆みなさんが見た少女が、〈アンノウン〉に間ま違ちがいありません」


　言うと、何故かラビはテーブルの上にあった携帯電話を手に取った。槙奈の肩かたがビクッと震える。


「──槙奈さん、アステナさん、ウタさん。少しお話があります。よろしいですか？」


「は……はい」


「オお？　ナンでエすカア？」


　アステナとウタが首肯する。槙奈はしばし苦々しい表情を作っていたが、


「わ、わかったわよっ」


　大きなため息を吐つくと、吐き捨てるようにそう言った。


　ラビは満足げにうなずくと、思案を巡めぐらせるように視線を上げた。


「あとは──もう一人が戻もどってくるのを待たなければ」


　その言葉に駆真は首を傾かしげるが、問いを発する前に、ラビが視線をウタの方にやった。


「それと──ウタさん」


「はいハイ？」


「今この家の北西の壁かべに、不ふ審しんな男性が一人いるはずなので、適当に懲こらしめてどこかへ捨ててきてください」


「ほエ？　そンナお方ガ？　リョーカイしまシタ、行ってキマす！」


　ウタがビシッと敬礼し、パタパタと走っていく。


　駆真はそんな二人の会話を聞いて訝いぶかしげな顔を作った。


「不審な男が……？　それも〈アンノウン〉の仲間なの……？」


「いえ。それはまったく関係ありませんので気になさらないでください」


　ラビは、きっぱり冷たく言い放った。


「では──そうですね、早いうちに準備をしておきましょうか。叔母上、浴衣ゆかたを用意していただけますか？」


「あ……うん、わかったわ」


　と、槙奈が「そういえば」と声を上げた。


「あんたのことはラビでいいのよね？」


「はい」


「ラビって何なの？　あだ名？」


「はい。友人が付けました。由来は今ひとつわからないのですが、呼ばれ慣れているもので」


「ふーん……」


　槙奈は半眼を作り、ラビの全身をジッと見つめた。


　きっと槙奈も、駆真と同じ感想を抱いだいているのだろう。


　真っ白い肌はだに髪かみ、そして真っ赤な目。加え、髪を二つに縛しばっているものだから、その様さまはまるで兎ラビツトのように見えたのである。





　　　　　　　◇





　八月の半ばといえば、時計の短針が五の位置を過ぎてもまだ十分に明るい。


　ただ数刻前からそよぎ始めた風のおかげで、昼間のうだるような暑さは幾いく分ぶんか緩かん和わされているようだった。今は蟬せみの声よりも、木々がざわめく音の方が少しだけ勝まさっている。


　キャスケット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった少女は、頰ほおに流れる汗あせを拭ぬぐうと、手にしていたペットボトルの蓋ふたを開けてのどにスポーツドリンクを流し込んだ。


　ターゲットが死亡するまでの長丁場である。水分補給は重要だった。


「……ふう」


　少女の視線の先には今、一軒の民家があった。彼女のターゲット──鷹崎駆真の住む家である。


　もう既すでに駆真は、少女の呪しゆに侵おかされている。


　あとは呪の効果範はん囲いを見誤らぬように張り付いているだけで、駆真の命は自然と潰ついえてくれる。


　だが、心配材料もないわけではなかった。


　今鷹崎家には、見知らぬ白はく髪はつの女が一人、いるのである。


　恐おそらくは──未来から駆真を助けにきた鷹崎在紗というところだろう。


　その存在によって、少女の当初の計画が大おお幅はばに狂くるわされたことは間違いない。


　だが未来の在紗は、諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。何しろ駆真の興奮の対象が、一気に二倍に増えるのである。


　だから少女は、待っていればいい。


　駆真が死ぬ、その瞬しゆん間かんを。


　否いな、正しく言うのなら──


　駆真が死んで、在紗が一人ぼっちになる、その瞬間を。


「……っ」


　と、少女はぴくりと眉を動かした。


　鷹崎家の玄げん関かんがある方から、何か物音がする。


「…………？」


　不審に思って目をやると、駆真と在紗、それに未来の在紗が外出しようとしているところだった。


　全員浴衣に身を包んでいるところから見て、きっと近所で催もよおされている夏祭りに向かうのだろう。


「……ふうん？」


　口元に手を持っていき、小さくうなる。


「……私を誘さそい出す作戦、かな。確かに呪を繫つなげるためには一定距きよ離りを保たないといけないけど──」


　少女は薄うすい笑えみを浮うかべた。


「ああ──もしかして、解かい析せき結界かな。未来の在紗なら知っていてもおかしくないし。でも……甘いね。それは、私には無意味だよ」


　そう。解析結界では、少女を発見することはできない。


　少女は人差し指で唇くちびるを撫なで、鷹崎家を出た駆真たちのあとを追った。








　ほんの少しだけ暗くなった空の下、在紗は駆真とラビに挟はさまれながら、はき慣れない下げ駄たをカラコロと鳴らしていた。


　駆真とラビも、在紗と似たような格好をしている。在紗と揃そろいで髪をアップに纏まとめた駆真は青色の朝顔柄がら。ラビは藤ふじ色いろの紫陽花あじさい柄である。


　本当はいざというときのため、もっと動きやすい格好の方がいいと思った在紗だが、ラビ曰いわく、こちらの方が〈アンノウン〉も油断してくれるだろうとのことだった。


　道には、在紗たちと同じように夏祭りに向かうと思われる人ひと影かげがちらほらと現れている。ふと顔を上げると、少し先に提ちよう灯ちんの明かりが見えた。


「楽しみだね、ねえさま、ラビさん」


「そうですね」


　ラビがまったく表情を変えぬままそう返してくる。駆真の方は、在紗の声が聞こえていないかのように、何も声を発さなかった。


「ねえさま」


　くいくい、と駆真の浴衣の袖そでを引っ張る。するとようやく自分が呼ばれていたことに気づいたように、肩をぴくりと動かした。


「あ──うん、そうだね、在紗」


　少しぎこちない様子で、在紗に微笑ほほえみかけてくる。


　そんな駆真に、ラビはコホンと咳せき払ばらいをした。そして二人以外には聞こえぬよう声をひそめ、言う。


「──叔母おば上うえ、先ほども申しましたが、できるだけ自然に振ふる舞まってください。存外近くに潜ひそんでいるかもしれません。これより先は注意もできませんので」


「ん……ごめん」


　駆真が小さく頭を下げると、ラビはすぐに表情を明るくした。


「いえ。それよりも、今はお祭りを楽しみましょう。ほら、もう見えてきましたよ」


　言って、ラビが進行方向を指さす。普ふ段だんは公園として利用されている広いエリアに、所ところ狭せましと様々な出店が並んでいた。


「わあ、凄すごい……！」


　在紗はそう言って手を合わせる。──が、本心から楽しむことはできそうになかった。


　だってラビの目が、明るい表情とは裏腹に、冷たい光を湛たたえていたから。


　──でも。在紗は唾だ液えきを飲み下すと、キュッと拳こぶしを握にぎり、


「いっぱい出店があるよ！　ねえさま、ラビさん、どれから回ろうか！」


　普段出さないような大きな声で二人の名を呼び、満面の笑みを作って見せた。








「……さて、と」


　お祭りの会場から少し離はなれた雑木林で、キャスケットの少女は目を細めて駆真たち一行の動きを観察していた。


　駆真たちが夏祭りの会場に入ってから二十分程度が経たっただろうか、彼女らはわたあめ、ヨーヨー釣つり、お面にかき氷と、出店を回って祭りを堪たん能のうしているようだった。


　少々駆真の挙動がぎこちなく感じたが──まあ気のせいだろう。


「そろそろ私も行こうかな──」


　少女は唇を舐なめ、そう呟つぶやいた。


　駆真の死は、できるだけ自然な方が望ましい。まあ、未来の在紗がこの時代に現れている時点で、死に疑問を持たれてしまっているということではあるが──とにかく、少女の存在を明確に在紗が認にん識しきしない方がよい。


　要は──理り不ふ尽じんな死なれど、駆真が死んでしまった哀かなしみや怒いかりをぶつけることができる相手が、明確にいない方がいいのだ。


　だから本来は、駆真を弱体化させ、在紗、ないしは未来の在紗の過失によっての死亡を待つのが一番都合がいい。


　だが……少女は口元を歪ゆがめた。


　妖あやしい欲よつ求きゆう。自分が少し手を触ふれただけで、駆真が命を失ってしまうという、最悪の快感を、少女の身体からだが求めていた。


　何も難しいことはない。


　ただ人混みに紛まぎれて、駆真を在紗の方に突つき飛とばしてやればいいだけだ。いや──その後の逃とう亡ぼうのことも考えると、未来の在紗にぶつけた方がよいかもしれない。


　それだけで、弱った駆真は鼻血を噴ふいて死んでしまう。


　その行こう為いが、耐たえ難がたいほどの扇せん情じよう的な色いろ香かを放って少女を誘うのだ。


　と、少女が祭りの会場に向かおうと足を一歩踏ふみ出した瞬間──


「──きゃ！」


　と遠くから在紗の声が聞こえた。


　どうやら足を引っかけて転んでしまったらしい。手にしていた水風船が割れ、派は手でに水を被ってしまう。


　するとどうなるかというと、そこは薄うす手での浴衣ゆかたである。見る見るうちに生き地じが肌に張り付き、うっすらと肌の色が現れてきた。そこはかとなくエロティックである。


「──あ」


　少女は短く声を発した。


　だって在紗が、少女でさえエロティックと感じる様相になってしまったということは……


「……げふッ!?」


　一いつ拍ぱくおいて、駆真が鼻血を消防車の放水の如ごとく噴き出し、身体を仰のけ反ぞらせた。あの出血量ではもう助かるまい。


　一いつ瞬しゆんにして、夏祭りの会場は騒そう然ぜんとなった。駆真たちの周りから、どんどん人が逃にげていく。


　それはそうだ。いきなり人が大量の血を噴いて倒たおれたのである。事情を知らない人間から見たなら、危険な伝染病か何かを疑っても不思議ではなかった。


「…………はは」


　その様子を黙だまって見ていた少女は、数瞬のあと、乾かわいた笑みを浮かべた。


「残念──いえ、幸運？　意外と、呆あつ気けなかったな」


　言って、グッと伸のびをする。


　今、駆真が死んだ。


　在紗が、一人きりになった。


　これで、少女の目的は達せられた。


　無む論ろん、在紗が真に一人になったわけではない。彼女には母である鷹崎冬ふゆ香かや、親友である橙とう堂どう美み須す々ずや草くさ薙なぎ沈しず音ね、三み谷や原はら雄ゆう一いちなどもいる。


　きっと彼女らは、駆真を失った在紗の心の隙すき間まを埋うめようと、あらゆる努力をするだろう。そして──在紗もまた、それに応こたえるだろう。


　だけれど、駄目、なのだ。


　どんなに素す晴ばらしい友人たちに恵めぐまれても、


　どんなに笑顔を取とり繕つくろってみても、


　在紗が、駆真を失った悲しみから逃のがれることなんて、絶対に、絶対にできはしないのだ。


「あなたなんて──私と同じになればいい」


　少女はそう言って在紗に背を向け、足を一歩踏み出した。


　──瞬間。


「……ッ!?」


　少女は頭上から迫せまる気配に気づき、咄とつ嗟さに身を翻ひるがえした。


　一瞬前まで少女が居た場所に、鋭するどい蹴けりが突き刺ささる。


「誰だれ……っ！」


　油断なく構えを取りながら、微び妙みようにキャスケットのつばをずらし、襲しゆう撃げき者しやの姿を覗のぞき見みる。


　そして──少女は息を詰つまらせた。


　夜よ闇やみの如き漆しつ黒こくの髪かみに、血を思わせる真っ赤な双そう眸ぼう。両手足には、Ｔシャツとジーンズという装よそおいに似つかわしくない鈍にび色いろの天てん駆く機き関かん（何故か外がい殻かく装そう甲こうのあちこちに穴が開いている）が見て取れる。


　そう、少女を襲おそった犯人は、鷹崎駆真その人だった。


「な──んで……」


　少女は震ふるえる声を発した。駆真は確かに今、少女の目の前で血を噴いて死んだはずである。


　しかし駆真は問答無用とばかりに天駆機関を駆く動どうさせると、容よう赦しやなく少女に蹴りかかってきた。


「く──」


　すんでのところでその攻こう撃げきをかわし、背から羽を出現させて空中に逃れる。


　とにかく気を落ち着かせる間が欲しかった。できるだけ高度を取ろうと、羽で空くうを打つ。──が、


「そうはいかないわよ──っと！」


　さらに高度から、装着型・エルザ式天駆機関を装備した槙奈が、覇は槍そう〈デウス・イクス〉で斬きりかかってきた。


「な……ッ!?」


　一瞬でこの高度まで昇のぼれるわけはない。恐おそらく──槙奈は少女が上空に逃げることを見み越こして、駆真の襲撃よりも先に空中で待機していたのだ。
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　──とにかく一いつ旦たん退ひかなくては。少女は素早くそう判断すると、槙奈と駆真から逃れるルートを一瞬で選定し、流れるような動きで空を泳いだ。


　しかしその飛行も、途と中ちゆうで止められる。


　いつの間にやら空には、うっすらと輝かがやく網あみのようなものが広こう範はん囲いに亘わたって展開されていた。無む理り矢や理り押し通ろうとするが、予想外に弾だん性せいに富み、すぐには打ち破れそうにない。


「む、無む駄だですよ。結界盟術の応用版──〈封絶シヤツト〉。内側からの攻撃では、そう簡単には破れません」


　気づくとそこには、精せい霊れいの光を纏まとったアステナが浮ふ遊ゆうしていた。


「……っ」


　少女は駆真、槙奈、そしてアステナに油断なく気を張りながら、お祭り会場の方をちらと見やった。つい先ほど、駆真が死亡した現場を。


　そこにはまだ、地に倒れた駆真と、それにすがる在紗、ラビの姿が確かく認にんできた。


　だが数瞬のあと、駆真の死体がむくりと起きあがったかと思うと、その身体が不自然な動きをして縮んでいった。


　次いで顔が粘ねん土ど細ざい工くのようにぐにゃりと歪み──ウタのものになる。


「な──ッ」


　少女は口元を歪めた。


　──やられた。完全に、はめられた。


　普ふ通つうであれば、駆真と槙奈の襲撃はもちろんのこと、アステナの盟術に周囲を囲われる前にそれに気づき、退たい避ひできたろう。


　駆真が死んだと思い、気を抜ぬいたところを一気に攻せめられた格好だ。


　盟術の網の中に、フル装備の駆真と、槙奈。


　加え──お祭り会場の方から、ラビと、在紗を背負ったウタが凄すさまじいスピードで迫ってくる。


「……これは一本取られちゃったな」


　なるほど絶望的な状じよう況きようである。


　──囲まれているのが、少女でなければの話だが。


　少女は顔を軽く上に向けると、左手の人差し指と親指を口に突っ込こみ、空に向かって甲かん高だかく指笛を吹ふいた。


　周囲に展開した駆真と槙奈、アステナが、その行動を不ふ審しんそうに見てくる。


「──ふふ」


　少女は小さく笑うと、羽を微妙に羽ばたかせながら構えを取った。








「──観念しろ。貴き様さまに逃げ場はない」


　駆真はキャスケットの少女──〈アンノウン〉に対しながら、静かな、しかし有う無むを言わせぬ強さを内包した言葉を発した。


　だが〈アンノウン〉はこの状況になってなお、反はん撃げきの意志を隠かくそうとはしなかった。油ゆ断だんなく構えをとり、駆真に拳こぶしを向けている。


「……仕方ないな」


　駆真は短く言うと、天駆機関を〈翔ソア〉、〈アンノウン〉との距きよ離りを詰めた。そしてその勢いのまま、腹部に回し蹴りを打ち込む。


　直ちよく撃げきを確信できるタイミング。長らく空戦の中に身を置いた駆真が得た、必勝の感覚。


　だが──〈アンノウン〉は信じられないような速度で以もつて、駆真の脚あしに絡からみつくように身をひねると、逆に駆真の腹に拳けん打だを放った。


「ぐ……ッ」


　すんでのところで天駆機関を駆動させるが、完全に攻撃の勢いを殺すことは叶かなわなかった。腹部に鈍にぶい痛みが生まれる。


　だが駆真とて、そう易やす々やすと〈アンノウン〉を逃がすつもりはない。


　痛みに顔をしかめながらも咄嗟に手を伸ばし、拳打を放った〈アンノウン〉の手首をがっしりと摑つかむ。


「──っ」


　これは予想外だったらしい、〈アンノウン〉が小さく息を詰まらせた。


　駆真はそのまま〈アンノウン〉を引き寄せると、その勢いに合わせて膝ひざ蹴けりを放つ。


　だが──絶対に避さけられないと確信を持ったその攻撃すら、かわされた。


「な……ッ」


　駆真の手はまだ、がっしりと〈アンノウン〉の手首をホールドしたままである。


　だというのに彼女は、手だけをその位置に残して、身体からだ全体を不自然極きわまる方向にねじって駆真の蹴りを避けていた。恐らく──肩かたの関節を外している。


「ちッ──」


「──遅おそいよ」


　手を離はなさぬまま、駆真が再び攻撃に転じようとすると、〈アンノウン〉がまたも不自然に身体の方向を変えた。


　そして次の瞬しゆん間かん、駆真の腕うでに激痛が走った。


〈アンノウン〉が、駆真のむき出しの二の腕に、嚙かみ付いている。


「つ……ッ!?」


　鋭い牙きばが、駆真の柔やわ肌はだを食い破らんばかりに突つき立たてられた。手に、力を入れていられなくなる。


「──叔母おば上うえ！」


　と、そんな声がすると同時、二の腕に食くらいついていた〈アンノウン〉が即そく座ざに後方へと離り脱だつした。


　一瞬あと、〈アンノウン〉がいた位置を、空獣エア化したラビの蹴りが通り抜けていく。


　ちなみにラビは浴衣の下にスパッツを穿はいているため、派は手でに動いても大だい丈じよう夫ぶなのだが……それでも少々駆真には刺し激げきが強かった。思わず鼻血が出そうになり、鼻を押さえる。


「大丈夫ですか、叔母上」


　駆真を守るように前に浮遊したラビが、視線を〈アンノウン〉に送ったまま言ってくる。


「ん──問題ないわ」


　駆真は首しゆ肯こうした。二の腕はまだ痛むが、この程度はどうにでもなる。


　するとラビがゆっくりと右側に移動していった。


　周囲を駆真、ラビ、槙奈が固め、上空にはアステナの盟術が張はり巡めぐらせてある。


　そうなると〈アンノウン〉は地表近くから逃れるしかないのだが──そこには既すでにウタが『手』を張り巡らせていた。


　もう、逃にげ場はない。


　しかし。駆真は油断なく〈アンノウン〉に視線を送りながら、唾だ液えきを飲み込んだ。


　完かん璧ぺきな布ふ陣じんのはずである。


　恐らく冬香やオトであろうと、このメンバーを相手取っては無事には済むまい。


　だが……駆真は緊きん張ちよう感かんが拭ぬぐいきれずにいた。


　単純な話、〈アンノウン〉は──強い。


　蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団最速と謳うたわれた駆真が、あのやり取りの中で一度も攻撃をまともに当てられていなかった。


　槙奈やアステナ、ウタ、そしてラビが弱いと言っているわけではない。


　だがこの〈アンノウン〉という女には、得体の知れない不気味さがあったのである。


〈アンノウン〉はやれやれといった風に肩をすくめた。


「……酷ひどい。ただの女の子一人にこんな人数で」


「お黙だまりなさい」


　きっぱりと言ったのはラビだった。


「あなたをただの女の子と思っている方は、ここにはいません。ようやく──ようやく追いつめましたよ、〈アンノウン〉。叔母上の仇かたき」


「ふふ……まだ私は誰だれも殺してないよ？　ああ──でも、そうか。あなたはもう、体験してるんだね。ねえ、訊きいていい？　彼女は──駆真は一体、どんな死に方をした？」


「──ッ！」


〈アンノウン〉の言葉に、常に冷静な表情を保っていたラビが、眉まゆをひそめて歯を嚙みしめる。


「落ち着きなさい、ラビ！　安い挑ちよう発はつよ！」


〈デウス・イクス〉を構えた槙奈が、視線を動かさないまま叫さけぶ。


「……わかって、います。短気は起こしません。ようやく──ここまで来たのですから」


　ラビは瞳ひとみに憤ふん怒ぬを灯ともしながらも、心を落ち着けるように吐と息いきし、その場にとどまった。


〈アンノウン〉は「つれないか」ともう一度肩をすくめると、上下左右を見み渡わたすように首を振ふった。


　ラビが、その仕草を憎にく々にくしげに睨にらみながら口を開く。


「──言いなさい。あなたは何者ですか。何故なぜ、叔母上を狙ねらうのですか」


「…………」


　そう問うも、〈アンノウン〉は答えず、周囲の状況を見取っていた。


　そしてある一点に顔をやったあと、キャスケットのつばの下から、妖あやしい笑えみを覗のぞかせた。


「──あなた、ええと……ラビ、って呼ばれてたかな」


「何か」


「よく考えられた布陣だね。うん、凄すごい。こんなメンバーを相手にしたら、勝てる人なんていないんじゃないかな」


「理解が早くて助かります。並々ならぬ怨うらみはあれど、大人しく投降するのなら命までは──」


「でも、詰つめが甘いんじゃないかな」


　ラビの言葉の途中で、〈アンノウン〉が身を翻ひるがえし、下方に向かって空を蹴けった。


「────！」


　その動きに反応して、駆真、槙奈、ラビが一いつ斉せいに動く。が──遅い。もとより距離があるため、別方向に飛ばれると追いつくことができない。


　だが、地面にはウタが控ひかえているのである。ウタの無数の『手』にかかれば、〈アンノウン〉がアステナの結界範はん囲いから逃のがれる前に捕とらえることが可能なはずである。


　だが、〈アンノウン〉が狙っていたのは、結界範はん囲い外がいへの逃とう亡ぼうではなかった。


「──在紗ッ!?」


　駆真はのどをすり切るように絶ぜつ叫きようした。


　そう、〈アンノウン〉は、地上に残った在紗の方に向かっていたのである。


　駆真に名を呼ばれ、在紗はようやく上空より迫せまる〈アンノウン〉の姿に気づいたらしい。慌あわててその場から駆かけ出だす。


　だが、駆真に比ひ肩けんする〈アンノウン〉のスピードの前に、逃げることなど不可能だった。すぐに捕つかまり、首と手を拘こう束そくされる。


「きゃ──」


「在紗！」


　叫び、駆真は地に降り立った。


　十メートルほど前方に立った〈アンノウン〉が、在紗を盾たてにするように示してくる。


「ふふ、油断しちゃったね。形勢逆転──かな」


〈アンノウン〉が手に力を込める。在紗が苦しげにうめき声を上げた。


「この……」


　駆真はたまらず、踵かかとに力を込めて地を蹴ろうとする。


　だが、


「叔母上、お待ちを」


　駆真に次いで地に降りてきたラビに肩を叩たたかれ、思いとどまる。


「──〈アンノウン〉」


　ラビが、静かに声を発する。


　それに応ずるように、〈アンノウン〉が不敵な笑みを浮うかべた。


「もし──ここでこの子を殺したら、あなたはどうなるんだろうね、ラビ」


「な……ッ」


　戦せん慄りつに、駆真は息を詰まらせた。


　だがラビはそんな駆真の前に手を掲かかげ、至し極ごく冷たい声のままあとを続ける。


「正直なところを言えば、〈アンノウン〉。あの布陣は膠こう着ちやく状態までしか作れなかったのです。あなたに決定的なダメージを与あたえる術すべを、我々は有していなかった」


「…………っ」


　駆真は苦々しく奥歯を嚙み合わせた。


　確かにラビの言う通りである。駆真でさえ攻こう撃げきを一度も当てられなかったのだ。そう易々と逃げられないにしても──絶対に勝てたかどうかはわからない。だからラビも、投降を促うながそうとしていたのである。


〈アンノウン〉が、細く息を吐はく。


「──ふふ、まあ、そうだと思うよ。でも、あまり長くして人に集まられても困るからね。確実な手段を取らせてもらったよ」


　しかしラビは焦あせるでもなく──初めて、小さな笑みを浮かべた。


「ええ。──ようやく、捕まえた」


「……なんですって？」


〈アンノウン〉が訝いぶかしげに口元を歪ゆがめた。瞬間──





「いつまで触ふれているつもりだ、女」





　在紗が、いつもの鈴すずの鳴るような声で、そんな言葉を発した。


「────！」


〈アンノウン〉がそれに気づいたときはもう遅い。


　後ろ手に拘束されていた在紗の手に強きよう烈れつな魔ま力りよく光こうが満ち、〈アンノウン〉を後方へと派手に吹ふき飛とばした。


「──が……ッ!?」


「な……っ」


　驚きよう愕がくしたのは〈アンノウン〉だけではない。駆真もまた、呆ぼう然ぜんとした感で在紗を見ていた。


　側頭部に、ねじくれ曲がった角の生えた在紗を。


「魔ま、王おう……？」


「ふん、なんだその顔は」


　在紗が少し身を反らし、腕うで組ぐみしながら言う。だがすぐに表情から険しさが消え、いつもの在紗に戻もどった。まだ、角は残ったままだったが。


「……大丈夫よ、ねえさま。ラビさんに言われて、魔王さんを憑ひよう依いさせていたの」


「────！」


　驚おどろき、駆真はラビを見た。


「申し訳ありません、叔母上」


　視線を逸そらさぬまま、短くラビが答える。


　恐おそらくこれも、〈アンノウン〉を欺あざむく手だてなのだろう。事実まともに攻撃を当てることすら困難だった彼女はまともに魔王の魔ま力りよく砲ほうを食らい、吹き飛ばされていた。


　だが、魔王の攻撃で舞まい上がった土つち煙けむりが晴れたとき、駆真たちはまたも驚愕に眉を歪めることになった。


「な──」


〈アンノウン〉が、立っている。


　無傷ではない。腹部には魔力砲を受けた痕あとがあり、服などもボロボロになっていた。キャスケットは吹き飛んだのか消し飛んだのか、影かげ形かたちもなかった。


　だが、彼女は肩かたを揺ゆらして息をしながらも、膝ひざを突つかずにその場に二足で立っていた。


「く、魔王め、手を抜ぬいたのではないだろうな」


「戯ざれるな。私がアリサの敵に手心など加えるものか」


　駆真がうめくと、在紗の口からまたそんな言葉が発された。


「──これ、は……やられちゃった……ね。……すごいすごい」


　言って、〈アンノウン〉が、顔の前で組んでいた両りよう腕うでを解ほどく。


　帽ぼう子しを失い、遮さえぎるものがなくなった彼女の貌かおが、風に晒さらされる。


　その瞬しゆん間かん、


「────────」


　駆真は、言葉を失った。


　否いな、駆真だけではない。


　在紗も、槙奈も、アステナも、ウタも、そしてラビも。


　皆みな、意味がわからないといった顔を作っている。


　ひときわ強い、涼すずしい風があたりを吹き抜けていく。


　その風が、〈アンノウン〉の一つに括くくられた髪かみを──雪のように真っ白い髪を、さらさらと夕ゆう闇やみに散らした。


　人形のように端たん整せいな貌はこれまた白く、美しい。


　右目には、眼帯。一点──左目だけが赤い赤い血の色をしている。


　その、貌は。


　駆真の隣となりに立つラビに、瓜うり二ふたつだった。


　つまりは──鷹崎在紗と、同じ貌を、していた。


「……あなたは……」


　ラビが、全身を微び細さいに震ふるわせながら声を発する。





「──────リ、サ」





　　　　　　　◇





　鷹崎在紗が十二歳のとき、叔母おばである鷹崎駆真が、死んだ。


　つまらない、非常につまらない事故だった。


　駆真ほどの人物が死んでしまうとは、到とう底てい思えないくらいに。


　父や母は落ち込む在紗を慰なぐさめ、励はげましてくれたのだけれど──駄だ目め、だった。


　美須々も、沈音も、槙奈も、三谷原も、それにアステナやウタに魔王、地ち宮ぐう院いん姉し妹まいだっていたのに、在紗の心に開いた隙すき間まを埋うめることはできなかったのである。


　それからしばらく、在紗は駆真の遺品を部屋に集めて、来る日も来る日も泣いていた。


　泣いて、泣いて、涙なみだが涸かれるまで泣いて……それでもまだ、泣いていた。


　だけれどある日、在紗は鷹崎家を訪ねた地宮院姉妹が母と話しているのを聞いて、一いち縷るの希望を見み出いだした。





　──死者を蘇よみがえらせるなんて、我々にもできませんわ。


　──最初からその事実をなかったことにするというのなら、話は別ですけれど。





　姉妹はそのあとに、「まあ、歴史改変は大たい罪ざいの上」「時とき越ごえの神器でも使わなければ不可能ですけれど」と続けたが、当時の在紗にはどうでもよいことだった。


　その日から在紗は、生活の全すべてを修練に捧ささげるようになった。
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　父に天駆機関の扱あつかいを習い、母に徒手格かく闘とうと魔力の扱いを習い、三谷原に銃じゆう器きの扱いを習い。


　十四歳になった頃ころには、中学校に通いながら、駆真と同じくフリーの空獣エア狩がりをして腕うでを磨みがいた。


　そうして十五歳のとき、在紗はスカウトを受けて騎き士し団に入団、鳶一槙奈中ちゆう尉いの部隊に配属となり、さらに空戦技術を洗練させていった。


　そして──在紗は地宮院の迷宮に挑ちよう戦せんし、見事神の称しよう号ごうを得ることに成功する。


　そのあとは、ひたすら神の力を高める修練が始まった。


　在紗の集中力は凄すさまじいものだった。修しゆ験げん者じやが生しよう涯がいをかけて行うような苦行を、ひとときも休むことなく続けたのである。


　それから二年後、在紗が十七歳になった頃。


　在紗は神々をたばかり、ついに時を越える神器を得ることに成功した。





　そして、五年前──駆真が死んでしまった日に、在紗は舞い戻った。


　これで、これで駆真を救うことができる。──在紗は五年前から誰だれにも見せたことのない涙を流して歓かん喜きした。


　だけれど。


　嗚呼ああ、だけれども。


　駆真を救うことは────できなかった。


　在紗がどんなことをしても、駆真は死んでしまった。





　何度も。


　何度も、何度も。


　何度も、何度も、何度も。





　在紗は時を越え、駆真を救うための道を探した。


　でも、何をどうしても、駆真は死んでしまう。


　仮に最初の事故を回かい避ひしたとしても、別の出来事が起こり、命を失ってしまう。


　次し第だいに──在紗の心は、磨すり減へっていった。


　百を超こえ、二百を超え、三百を超え。


　もう何度駆真の死を目まの当たりにしたかわからなくなった頃、在紗の目からは、ひとすじも涙がこぼれなくなっていた。


　そんなとき、在紗は時間移動の神器の、もう一つの力に気が付いた。


　その神器は、時を越えるだけではなく、細かく枝分かれした『在紗の可能性の世界』──つまり、並行世界の壁かべをも飛び越えられるものだったのだ。


　そこで、在紗が見たのは。


　楽しそうに笑う駆真と、自分ではない在紗の姿だった。





　あるいは在紗がここまで駆真の死を経験していなければ。


　死よりも深い絶望の味を知っていなければ。


　また、結末は違ちがったのかもしれない。


　でも、在紗はその光景を見て、こう思ってしまった。





　──妬ねたましい。





　自分には駆真がいないのに、あの在紗は駆真と一いつ緒しよにいる。


　自分には駆真がいないのに、あの在紗は駆真と笑っている。


　自分には駆真がいないのに、あの在紗は駆真に愛されている。





　摩ま滅めつし、憔しよう悴すいしきった在紗の心は、その最後の一押しで──狂くるった。





　　　　　　　◇





「そう、か──」


　ラビは、呆然と声を発した。


　目の前には『リサ』が、主任が幼少の頃ころ遭そう遇ぐうした、一番初めの『未来の在紗』がいる。


「思えば……『在紗たち』の中で、あなただけが異質だった。自分が記き憶おくを継ついでいるのは主任から……あなたは何故か、主任に記憶を託たくさずに、未来へ帰っていった」


　ラビは、脳内を巡めぐる主任の幼少期の記憶を手た繰ぐりながら言葉を続ける。


「あなたが家を出て──傷を負って帰ってきたとき、主任は、あなたが〈アンノウン〉を一度退けたのではないかと思っていました。


　でも……あれは──ッ、あのときあなたが戦い、倒たおしてきたのは──あなたに殺された叔母上を救うため、過去の世界にきていた、本当の未来の在紗……っ！」


「さあ……私には何のことかわからないけど」


〈アンノウン〉──リサが、風に遊ぶ白はく髪はつを押さえるようにしながら言う。


　それはそうだろう。ラビの有する主任の記憶は、この世界においては起こってすらいない出来事なのだ。


　だが、構わずラビは声を発し続けた。


　自分に、事態を理解させるように。


「ならばあれは……主任が幼い頃部屋で発見した時間座標のメッセージは、あなたが残したものではなく、あなたに倒された未来の在紗が残してくれたもの……ッ！　


　だから主任以降の在紗は、あなたよりも一足早くに鷹崎家に入ることができ──結果、あなたは『未来の在紗』を演ずることができなくなり、叔母上を狙ねらう第三者として暗あん躍やくせざるを得なくなった……！」


　握にぎる拳こぶしが震えているのが、わかる。


　恐おそらく、怒いかりだろう。


　何食わぬ顔をして駆真を救いに来たと言い──結果命を奪うばっていたリサへの、途と方ほうもない、憤ふん激げき。


「──どうりで主任の解かい析せき結界があなたを判別できないはずです。在紗の存在情報は、もう既すでにその場に二つもあったのですから……っ」


　苦々しく吐はき捨すてる。


　リサが──今まで自分の礎いしずえと信じていた未来の在紗の一人が、犯人。


　その最悪の情報は、しかしラビの思考を一気に整然とさせた。


「ね、ねえ、ラビ──」


　と、隣から、駆真の狼ろう狽ばいに満ちた声が聞こえてくる。


「あれは……在紗、なの？　在紗が、私を殺そうとしていたの？」


　駆真の疑問ももっともだろう。ラビは難しげな顔のまま答えた。


「……そうなります。しかし恐らくですが──あれは、今の在紗が成長した姿ではありません」


「どういうこと……？」


「在紗には──無数の成長の可能性があります。主任のような科学者になるかもしれないし、シロのように母上に師事するかもしれない。また姫ひめのように盟術を極きわめる可能性や、自分のようになる可能性もあるでしょう。在紗がどう生きるかによって、在紗の未来は如何いか様ようにも変わるのです」


「…………っ」


　在紗が、息を呑のむ。もしかしたら、成長の仕方によっては自分がリサのようになってしまうのではと思っているのかもしれなかった。


「──ですが、それより前の前提として、今の在紗もまた、無数の可能性の中から生き方を選んできた在紗なのです。


　つまり、可能性の世界の中には、今の在紗とは違う人生を歩んだ十二歳の在紗がいるのです」


「まさか──」


　そこまで言うと、在紗が声を上げた。どうやらラビの言いたいことに気づいたらしい。我ながら、聡さとい子供である。


　と、


「ふふ──私の顔を見ただけで、よくそこまでわかったね」


　リサが、息を吐きながら微び笑しようする。


「そう。私は、あなたとは別の在紗が成長した姿よ。ねえさまを失ってしまう世界の……ね」


　リサがそう言って在紗を指さすと、在紗は一いつ瞬しゆん戦せん慄りつしたような顔を作り──すぐに、その表情を険しいものにする。


「でも……あなたも、在紗、なんでしょう？　なんで、なんでねえさまを……」


「だって」


　在紗の言葉を遮さえぎるように、リサが声を発する。


「私にはねえさまがいないのに、あなたにはいるなんて──ずるいじゃない」


「な──」


「在紗は、全部私と同じになればいい。私のじゃないねえさまなんて、みんなみんな死んでしまえばいい」


　リサは、凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。


　そして駆真に目を向けると、おもむろに着ていた服の裾すそを摑つかんで上にやり、下着を露ろ出しゆつさせた。


「────！」


　駆真が咄とつ嗟さに目をつむる。危ないところだった。敵とはいえ在紗は在紗。一瞬遅おくれていたら駆真は死んでしまっていたかもしれなかった。


「ちぇ、やっぱり呪しゆのこともばれてるんだね。でも──まあ、ここまでできたご褒ほう美びに、今日のところは見み逃のがしてあげる。私の正体が割れちゃった以上、弱体の呪なんてつまらない方法に頼たよるのも何だしね」


　魔ま力りよく砲ほうの直ちよく撃げきを受けた腹部を軽くさすりながら、リサがため息を吐つく。


　その言葉に、槙奈が片かた眉まゆを上げた。


「はあ？　そんな上から目線な台詞せりふ吐けるような状じよう況きようだと思ってんの？」


　確かにその通りである。倒れはしなかったものの、リサが魔ま王おうの一いち撃げきでかなりのダメージを受けていることは明白だ。また、在紗が人ひと質じちとして機能しなくなったことにより、駆真たちの包ほう囲い網もうから逃れることはさらに困難になったと言える。


　しかし、リサは笑ってみせた。


「ええ、思ってますよ、槙奈さん。──みんなが話し込んでくれたおかげで、時間が稼かせげましたから」


　と──駆真がバッと顔を上げた。


　けたたましいサイレンの音が、あたりに鳴なり響ひびいたのである。


「空獣エア警報……っ!?」


　そして、それと同時に──





　──ぎぃぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぅ──





　遠えん雷らいのような空獣エアの吼ほえ声が、空気を震ふるわせた。


　いつの間にか上空に、伝説上のドラゴンのような形をした怪かい物ぶつが、幾いく体たいも現れていたのである。


　体長は全すべて五十メートルクラス。大型種──ワイバーン級の群れだった。


　だが、少しいつもの空獣エアと感じが違う。


　言うなれば──そう、駆真たちが異世界・レーベンシュアイツで見た魔ま獣じゆう軍に、全体的なフォルムが近いような気がした。


「な……っ」


「ふふふ、ご苦労様。悪いわね、急に」


　言ってリサが指をぱちんと鳴らすと同時、幾体もの空獣エアが、上空に張られた光の網あみに爪つめを、牙きばを突つき立たてていった。


「わ……っ、わわわわ──」


　そんな一いつ斉せい攻こう撃げきなど想定外だったのだろう、アステナが泡あわを食って盟術を維い持じしようとする。


　が──遅おそい。一瞬、網に小さな穴が開いたかと思うと、リサが翼つばさを羽ばたかせ、そこから空に抜ぬけてしまった。


「アステナ！　何やってんのよ！」


「そ、そう言われましても……っ！」


　槙奈とアステナが言い合う中、上空に逃れたリサが、一体のワイバーン級空獣エアに触ふれる。


　すると、甲かん高だかい咆吼とともに、空獣エアの表皮に赤い線が幾本も描えがかれていき、その堅けん牢ろうな外骨格が、刺とげ々とげしく隆りゆう起きしていった。


「……っ、あれは」


　駆真が眉まゆ根ねを寄せながら声を上げる。


　彼女にも見覚えがあるのだろう。在紗の──〈女王〉種としての固有魔ま力りよくに。


「──私の固有魔力はかあさまと正反対で、覚かく醒せいと祝福よ。古来種の空獣エアの力を、最大限まで引き出す魔力」


　リサが歌うように言い、体表に赤い線が走った空獣エアの背に乗った。


「じゃあね。また、そう遠くないうちに会うことになるかもしれないけれど」


　そして、在紗に視線を向ける。


「あなただけ幸せなんて許さない。──あなたの世界を壊こわしてあげる」


　言ってまたも狂きよう気きに満ちた笑えみを浮かべ、リサはそのままワイバーン級空獣エアを駆かって空の彼方かなたへと消えていった。








　しばらくの間。


　駆真たちは、空に消えるワイバーン級の群れを半ば呆ぼう然ぜんとした様子で見ていた。


　と、そんな中、槙奈だけがいち早く視線を下に戻もどすと、コソコソとラビの方に近づいていく。


「……ねえ、一応これ成功でいいんでしょ？　鷹崎死んでないわけだし」


　ラビはそこでようやく顔を下ろした。


「……ええ、少々予想外の事態になってしまいましたが、当初の目標は達しました」


「なら、ほら。約束のモノを」


　言って、槙奈が手をクイクイと動かす。


　ラビは一瞬首を傾かしげかけたが、すぐに首しゆ肯こうすると、懐ふところからベージュの携けい帯たい電でん話わを取り出し、槙奈に手て渡わたした。


「よっし……ッ！　はあ……一時はどうなることかと思ったわ……」


　槙奈が小さな声で呟つぶやき、画面を手で覆おおい隠かくしながら携帯電話を開いた。だが、


「ウお？　ナンですカア、そレ」


　槙奈の後方にするすると眼球付きのケーブルが伸のびる。ウタだ。


「ひ……ッ!?」


　さすがにこれは予想外だったのだろう。槙奈は盛せい大だいに身体からだを震わせ、ついでに足をもつれさせて転んでしまう。その拍ひよう子しに、携帯電話が手からすっぽ抜けて駆真の前に転がった。


「……ん？」


　まだ空を見上げていた駆真は、それに気づいてようやく視線を地面に下ろした。


「何か落ちたぞ、鳶一」


「ば──ッ、拾うな……っ！」


　槙奈が叫さけんでくるが、遅い。


　駆真は携帯電話を拾うと、槙奈に手渡してやろうとし──


「……なんだ、これは」


　その画面に表示されているものを目もく撃げきした。槙奈が何故かキャンディカルマのステッキを持ち、可愛かわいらしいポーズを取っている。


「う──わきゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」


　顔を真っ青に染めた槙奈が、空獣エアのような咆吼を上げた。





[image: ]





「──ふふ」


　微かすかな笑みをこぼし、リサは顔を小さく上げた。


　蒼そう穹きゆう園えんの空の、彼方かなたの彼方。


　常人であれば──否、熟じゆく練れんの騎き士しですら立ち入ることの叶わない場所。


　実際、こんな空域に入り込んで無事に帰ってくるのなんて、騎士団ではオトか、五年後の槙まき奈なくらいのものだろう。


　そこに、リサはいた。


　周囲には、数え切れないくらいの空獣エアが、リサにじゃれつくように飛ひ翔しようしている。


　大きさは一定しない。小型種であるハーピー級から、大型種のワイバーン級、さらには、もはや伝説とさえ言われる超ちよう大型種──ティアマット級まで見受けられた。


　だがそれらの姿は、蒼穹園の民が見慣れた形とは若じやつ干かん異なっている。


　甲こう殻かくのように硬かたい皮ひ膚ふが、まるで悪意を持ったかのように鋭するどく隆起し、全体のフォルムをより凶きよう暴ぼうそうに見せていた。


　加え、その体表には赤い線がぼんやりとした輝かがやきを放ちながらのたくっている。


　在あり紗さの〈女王〉種としての固有魔ま力りよく──覚かく醒せいと祝福。


　周囲の空獣エア群は、それによって力を何倍にも強化された、古来種の空獣エアたちだった。


「──落ち着きなさい」


　リサが言うと、せわしなく周囲を飛び回っていた空獣エアたちは一いつ斉せいに羽ばたきを止め、大人しく浮ふ遊ゆうし始めた。


　リサの魔力によって強化された空獣エアは、冬ふゆ香かの命令さえ聞きはしない。


　その群れはまさに、リサの意志で動き、リサを守る、最大最強の軍団であった。


「ん────」


　リサは小さく咳せき払ばらいをすると、軽く背筋を伸のばした。じん、とのどが痛む。


　時刻はよくわからないが、もうあたりは白み始めている。


　八月十三日が終わり、八月十四日。


　鷹たか崎さき駆かる真まが生きている、八月十四日。


　結局駆真を殺すことは叶かなわなかったが、別段リサは気にしていなかった。


　だって、時間はまだまだある。


「──ねえさま」


　光のない目で空を見上げる。


「どれだけ時間をかけてでも、殺してあげる」


　手を、上に伸ばす。


「どんなところに逃げようと、殺してあげる」


　くっ、と拳こぶしを握にぎる。


「どんなことをしようと、殺してあげる」


　リサは自分に擦すり寄るように浮遊していた空獣エアの額にぴたりと頰ほおを付けると、凄せい絶ぜつな、でもどこか悲しそうな笑みを浮かべた。


「……あの子だけ幸せなんて許さない。全部、全部壊こわしてやる」


　リサは指を口に持っていき、指笛を吹ふいた。


　空の、彼方の彼方。


　さらに、その先に届くように。





　　　　　　　◇





「生き・のび・たぁぁぁぁっ！」


　パーン！　と綺き麗れいな音を鳴らして在紗とハイタッチを決め、駆真はそう叫んだ。


「ね、ねえさま……」


　少し力が強かっただろうか、在紗が手を軽く振ふりながら苦笑する。


　だがそれも仕方あるまい。何しろ今日は八月十四日。駆真と在紗にとって、満願成じよう就じゆといってもいい日である。


　ラビの話によれば、駆真は幾いく度どとなく死んでしまっていたのだという。


　ならば今日この日、駆真が生存している状態で迎むかえる八月十四日は、ラビをはじめ、何人もの未来の在紗の尽じん力りよくの末に得られた念願のときなのである。盛大に喜ばなければバチが当たる。


　今鷹崎家のリビングにいるのは、駆真と在紗、そしてそうきゅんボディに戻もどった魔王の三名だった。


　ラビは日付が変わるのを見届けると同時に、未来の世界へ帰ってしまっていた。これ以上この時代にとどまり続けると、未来の神々に不ふ審しんに思われ、行動を調査されてしまう可能性があるのだという。


　泣きたくなるほどに残念だった駆真だが、こればかりはどうしようもない。


「……ん？」


　ふと、魔王に目を向ける。せっかくの駆真生存記念日だというのに、何故なぜか彼だけがつまらなさそうな顔をしていた。


「なんだ魔王。何か不満か」


　駆真が問うと、魔王は短い腕うでを組み、プイと顔を背そむけた。


「ふん、当然だろう。未来のアリサの頼たのみだから引き受けたが──まさか貴様の命を助けるためとは聞いていなかったぞ」


　聞くところによると魔王は昨日、異世界からこちらに戻ってくるなりラビに捕つかまり、「在紗を守ってください」とだけ言われて在紗の身体に憑ひよう依いさせられていたのだという。


　ラビが駆真にそのことを伏ふせていたのは、駆真の反応からリサに作戦が発覚するのを恐おそれてのことだったのだろう。


　魔王が、憮ぶ然ぜんとした様子のまま続ける。


「それに敵までもが未来のアリサだったとは……知らなかったとはいえ、私は未来のアリサが貴様を殺す、なんて最高のイベントを邪じや魔ましてしまったのだぞ！　これが不満でなくて何だというのだ！」


「魔王さん……」


　在紗が、悲しそうな顔で魔王を見る。魔王はハッとした様子で手足を動かした。


「ち、違ちがうぞアリサ。今のはウィットに富んだ魔族式ジョークだ。わ、私がアリサの悲しむことを望むはずがないではないかはははははははは」


　乾かわききった笑い声を上げ、魔王がわざとらしく肩かたをすくめてみせる。


「そ、そうなんですか……」


　すいません、冗じよう談だんがわからなくて、と在紗が申し訳なさそうに言う。その反応に、魔王はさらに焦あせった様子で全身を小刻みに動かした。


「でも……」


　と、在紗が何かを思いだしたように小さく顔を上げる。


「リサさんはまだ……この時代にいるんだよね」


「！　そ、そっか！」


　駆真はポンと手を打った。ラビが帰ってしまって、もう未来の在紗には会えないものと諦あきらめていたが、そうだ、まだリサがいるではないか！


　そんな駆真の興奮に反して、在紗は、深刻そうな調子で続ける。


「……リサさんはまた、ねえさまを狙ねらって現れるわ。……なんとなくだけど、そんな気がするの。リサさんなら……『私』なら、目的を達するまで、諦めない」


　苦々しく、言う。


「きっと、どれだけ時間がかかっても」


「…………」


　駆真は、無言で口をモゴモゴさせた。


　在紗が──ある意味で本人が言うのだ。間違いないだろう。


　と、そこで駆真の脳内にとある考えが浮かんだ。


　──どれだけ時間がかかってもってことは、それが二年後とか三年後とか、下手へたをすればもっと長くなる可能性もあるわけで。ということは、十九歳とか二十歳とか、それ以上の成熟した在紗を、今の在紗とセットで楽しめるということではないだろうか。ワーォ。


「きっと、どんなところに逃げても」


　在紗が、沈ちん鬱うつな声こわ音ねで続ける。


　再び、駆真の頭の中を思考が駆かけ巡めぐった。


　──どんなところに逃げてもってことは、向こうは常に駆真の行動を把は握あくしていなければならないはずである。そう、たとえばお風呂やトイレ中なんかも。駆真は頰が赤くなるのを感じた。生活全てがリサに監かん視しされているなんて、ちょっとイケナイ快感に目覚めてしまいそうだった。


「きっと、どんなことをしても」


　──どんなことをしても!?　ど、どどどどんなことって一体どんなこと!?　駆真の脳内に、決して口に出せないような単語が乱らん舞ぶした。たとえば駆真がリサにあれやこれやしてみても、リサには通じないよ、むしろやりかえされちゃうよってことだろうか。ジーザス。なんてこった。五年という歳さい月げつは、在紗をそこまで大人にしてしまったのか。


「──ねえさま？」


「はっ」


　名前を呼ばれて、駆真は肩を揺ゆらした。


「大だい丈じよう夫ぶ？　様子がおかしかったけど……」


「へ、平気だよ在紗。なんでもないよ！」


　駆真は涎よだれを手の甲こうで拭ぬぐいながら笑えみを浮かべた。


　しかし、在紗はそれを強がりと受け取ったらしい。不安そうな顔を作ってくる。


「でも……」


「ま、まあ、大丈夫だよ。なんとかなるって」


「なんとかって……リサさんが襲おそってきたらどうするの？」


「ん、それは──」


　と、駆真が言いかけたとき、


　バタン！　と大きな音を立てて玄関が開かれたかと思うと、ドスドスという無ぶ遠えん慮りよな足音が廊ろう下かの方から響ひびいてきた。


「────!?」


　そしてリビングの扉とびらが乱暴に開け放たれ、


「ふ──ふふ、いたわね鷹崎ィ……」


　何故か昨日と同じ服を着た槙奈が、そこから現れた。


　まるで試験前日に一夜漬けで教科書を暗記した学生のように目を充じゆう血けつさせ、ゆらゆらとした頼たよりない足取りで近づいてくる。


「……鳶とび一いち？　一体どうした」


「問・答・無用ォォォォっ！」


　叫ぶと、槙奈は指先に精せい霊れいの光を集め、複雑な方ほう陣じんを組んでいった。


「──！　盟術ッ、まさかこんなところで……ッ」


　戦せん慄りつし、在紗を背に隠かくすが──どうやら、その盟術は戦せん闘とう用のものではなかったらしい。手に光を溜ためたまま、槙奈が駆真に飛びかかってくる。


「覚かく悟ごっ！」


「く──」


　在紗を後方に逃がしてから、身を翻ひるがえし、すんでのところで槙奈の一いち撃げきを避さける。


「何のつもりだ、鳶一……ッ！」


「うるさいっ！　大人しく昨日の記き憶おくを忘れなさいっ！」


「記憶……？　何のことだ？　ん、まさかあの携けい帯たい電話の──」


「きゃー！　きゃーッ！」


　駆真が言いかけると、槙奈がヒステリックに叫びながら襲いかかってきた。


「ぬ……っ、この──」


「〈忘失ロスト〉ぉぉぉぉぉッ！」


　一いつ瞬しゆんの油断。槙奈の手が駆真の額に触ふれた。


　槙奈の指から、まばゆい光が溢あふれる。


　しかもその拍ひよう子しに槙奈が足を滑すべらせてしまったものだからさあ大変。駆真は槙奈に覆おおい被かぶさられる形で床ゆかに転がり、したたかに後頭部を打ち付けてしまった。


　意識が──遠くなる。








「ね、ねえさま──槙奈さん！」


　在紗は悲鳴にも近い声を上げると、倒たおれ込こんだ駆真と槙奈のもとに走っていった。


　と、それに合わせたように、リビングの入り口に、焦った様子のアステナが現れる。


「ま、マキナさん！　早すぎますよぉ……っ」


「アステナさん……？」


「あ、ど、どうも、アリサさん」


「あ、はい、おはようございます」


　在紗はアステナにペコリと礼をしたが、すぐにそれどころではないと気づいて倒れた二人のもとに向かった。


「ったたた……」


　槙奈が、肩を押おさえながら身を起こす。


　しかし駆真は完全に伸びてしまっており、未いまだ床に倒れたままだった。


「ねえさま！　ねえさま！」


　在紗が大声で呼びかけ、頰を軽くぺちぺちと叩たたく。


　すると──


「……はっ」


　駆真は目をパッと開け、むくりと身体を起こした。


　どうやら大事ないようである。在紗はほうと胸を撫なで下ろした。


「よかった、ねえさま……」


　だが。


「えと──」


　駆真はあたりをキョロキョロと見回したあと、一番近くにいた在紗の顔を見て不思議そうに首を傾かしげた。





「あの、どちら様ですか？」





「え────？」


　在紗は、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。







ＥＮＤ







あとがき




　お久しぶりです橘たちばな公こう司しです。


　蒼そう穹きゆうのカルマも早六巻目。お楽しみいただけたでしょうか。


　もうここまでお付き合いくださった皆様には、表紙についての注意はいりませんよね。


　でもそういえば、駆かる真ま以外のキャラが表紙を飾かざるのは初かもしれません。一応駆真もいないことはないのですが、思いっきりシンデルマン。


　いや、他にも表紙案はあったんですよ？　血まみれで倒たおれてる駆真とか、表紙全面モノクロで駆真の遺い影えいとか。


　前者は表紙にしづらいってのと顔が見えにくいってので没ばつに。後者はインパクトはあるけどインパクトしかないってことで、今の形に落ち着きました。





　しっかし六巻にしてこの新キャラの数とかね。リサも入れれば五人ですよ五人。もうアリサレンジャーとか組めちゃいそうな勢いです。色はみんなホワイト。レンジャーってよりは銀河帝国の雑ぞう兵ひようたち。「よいこのぬりえ」が地味なことになります。


　そしてある日、あまりにも数が多すぎるということで、在あり紗さ会議が行われることになります。議論の結果、とりあえず五人のうち一人を除じよ名めいすることが決定しました。


「さて、では決を採ろう」


　議長を務める主任が言いました。


「ボクはリサを外そうと思う」


「あたしも」


「……（こく）」


「異い論ろんありません」


「ちょ」


　満まん場じよう一いつ致ちでリストラ対象が決まりました。きっと一人だけ五巻から登場していた上、表紙を張っていたのでやっかまれたのでしょう。


　でもリサは納得いきません。そこで公平に、じゃんけんで決めることになりました。


　じゃーんけーん、ぽん！　うふふふふー。


　リサはパー。あとのみんなはチョキでした。


　見ると、何故なぜかみんなにやにやしています。主任の眼鏡めがねには何かリサの解かい析せきデータみたいなのが映っていました。リサは泣きながら去っていきました。いじめ、カッコ悪い。





　とまあ、そんなリストラさえ起こりうる新キャララッシュ。誰に一番しわ寄せが行くかというと、これはもう間ま違ちがいなくイラストの森沢さんなわけです。お忙しい中五人分もキャラデザありがとうございます。いつもながら見事なお仕事です。


　四コマの珠月さんも、増ページで頑張ってくれました。まだ読んでらっしゃらない方は、あとがきとかもういいからページを繰くりましょう。


　加え、今回は構成が平常より三割増しくらいトリッキー、というかへんちくりんな話だったので、プロットに時間がかかりまして、担当さんにもご苦労おかけしました。本当にありがとうございます。





　と、なんか締しめみたいになってますが、シリーズの方はもうちょっと続きます。


　では、次は七巻でお会いしましょう。







橘　公司　　




http://close.h-doing.com/





蒼そう穹きゆうのカルマ６





橘たちばな　公こう司し
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